


[image: ]







[image: ]







[image: ]




	
		[image: ]

	




[image: ]










君きみの居いた昨日きのう、僕ぼくの見みる明日あした３




─And Today You Standing─
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　燃もえる。燃える。燃える。

　轟ごう々ごうと唸うなる炎ほのおの中で何もかもが燃え落ちていく。

　燃えて。焼けて。焦こげて。崩くずれて。そうして全すべてが灰はいになってゆく。荒あれ狂くるう炎は触ふれるものを詳しよう細さい構かまわず片かた端はしから飲み込こんでは滅ほろぼしてしまう。

　夜の闇やみ空ぞらを切り裂さく閃せん光こう。

　冬の寒気を追い払はらう熱風。

　人じん為いの結果とは信じ難がたい程ほどの、圧あつ倒とう的な破は壊かい力りよくだった。荒あれ狂くるうそれはわずか片へん鱗りんですら周囲の世界を変えてしまう。情なさけ容よう赦しやなく問答無用で変化を無む理り強じいする。

　夜を昼に。冬を夏に。静せい寂じやくを喧けん噪そうに。そして──生を死に。

「……！……‼」

　逃にげ惑まどう女学生達も例外ではなかった。

　少女達はまるで紙人形の様に容易たやすく燃え上がり……次々と炎の中に崩れ落ちていく。

　呆あつ気けない。それは断だん末まつ魔まと呼よぶにはあまりに呆気ない──冒ぼう瀆とく的な程ほどに呆気ない光景であった。

　何の感かん慨がいも許ゆるされない死の情じよう景けい。わずか十数年とはいえ積み上げてきた人生という時間が次々と一いつ瞬しゆんにして散さん逸いつしていく。哀かなしむ者も惜おしむ者も同じく焼かれて灰はいとなり──後には何も残らない。

　地じ獄ごくもかくやという有様だった。

　だが……空を行く鋼こう鉄てつの鳥は、未いまだ足りぬとばかりに、黒々とした焼しよう夷い弾だんを幾いくつも幾つも飽あきる事無く産み落としている。

　一人。また一人。更さらに一人。

　少女達は力尽つきて炎の中に倒たおれていく。

　天から一方的にもたらされる災さい厄やくを前にして、非ひ力りきな少女達に抗あらがう術すべが在あろう筈はずも無い。

　地を蹴ける足は疲ひ労ろうにもつれ、救いを求める指先は空くうを搔かき、迸ほとばしる悲鳴ですらも爆ばく音おんの中に飲み込まれて消えてしまう。

　防ぼう災さい頭ず巾きんなど何の慰なぐさめにもならない。全身を炎に巻まかれ、吸すい込む空気にさえ身の内を灼やかれ、少女達は踠もがき苦しみながらばたばたと死んでいった。




　──せめてあの中に。




　誰だれもがそう考えたのだろう。

　未だ息の在る少女達は道の果てにそびえる建物に向かって必死に進んでいった。走れる者は走って。這はう事しか出来ない者は這って。そこに辿り着きさえすれば生き残れるとでもいうかの様に──少女達は懸けん命めいに建物へと向かって逃げた。

　無む論ろん……いかに頑がん強きように見えようと、木もく造ぞう建けん築ちくなど焼夷弾の前では紙細工も同じである。だがその様な道理を改めて思い起こす余よ裕ゆうなど、今の少女達には在ろう筈も無かった。

　やがて一人の少女が建物に辿り着く。

　未だ真新しい──学まなび舎やの門へと。

『私立鈴すず乃の宮みや学園』

　石いし造づくりの門柱にはそう彫ほり込まれている。

　周囲の全てが燃え落ちていく中で、その校門だけは理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくに立ち向かわんとするかの様に、厳げん然ぜんたる様子でそこに屹きつ立りつしていた。

　目的の場に到とう達たつした事で、ある種の安あん堵どを覚えたのだろう。

　少女は校門に縋すがり付きつつ脚あしを止めて背はい後ごを振ふり返り──

「…………」

　──凍こおりついた。

　誰も居いない。

　彼女の後に続くべき学友達は、既すでに全員が炎の中に飲み込まれてしまっていた。

　代わりにすぐ側そばにまで迫せまりつつあったのは、高々とそびえる火か炎えんの壁かべであった。時折その向こうで人の形をした影かげが蠢うごめくものの……それとて火にくべた紙の様に瞬またたく間に崩れて消え去ってしまう。

「……ひああ……あああああっ…………！」

　少女は悲鳴とも嗚お咽えつともつかない様な声を漏もらしながら、その場に座すわり込んだ。

　どうしようもない。

　この残ざん酷こく極きわまりない現げん実じつを前にして、無力な少女一人に出来る事など何も無い。

　自分達が此この世に生まれてきた事に、何ら特別な意味など無いのだと──嫌でも思い知らされる光景が延えん々えんと彼女の前には横たわっている。

　在るのはただ偶ぐう然ぜんの連れん鎖さだけであって……意い義ぎや必然など何ど処こにも無い。喜ぼうと哀しもうと怒おころうと、人の思惑おもわくなどまるで関係なく唐とう突とつに死は訪おとずれ、容よう赦しやなくその者の未来を押おし潰つぶす。何かを成そうと成すまいと、遺のこそうと遺すまいと、命は個こ人じんの事じ情じようとは無関係に奪うばわれる。

　無意味に生まれてきたのであれば無意味に死するのも当然だ。

　生も死もただそれだけの事──ただの現象。

　だからそこに人間の尊そん厳げんは無い。意義も無い。

　そんなものはただの妄もう想そうだ。

　世界は……ただひたすらに冷酷だった。

「…………」

　何か予感が在あったのかもしれない。

　少女は頭上を振り仰あおいだ。

　黒々とした影が視し界かいの中で急速に大きくなっていく。近付いてくる。爆ばく撃げき機の撒まいた焼夷弾の一発がまさしく彼女の頭上へと落ちてくるのだ。

「──…………」

　祈いのりか。呪のろいか。あるいは親の名か。

　迫りくる爆弾を魅入られたかの様に見つめる少女の乾かわいた唇くちびるが、最後の瞬間にどんな言葉を紡つむぎ出したのか──聞いた者は居ない。







　かつて『昭和』という年号が使われていた時代。

　日本が未まだ『帝てい国こく』であった時代。日本に未だ『軍隊』が存そん在ざいしていた時代。

　数多くの国を巻き込んだ大きな大きな戦争が在った。

　第二次世界大戦。

　その末期──制せい空くう権けんを失った日本の上に敵てき国こくの爆撃機によって無数の爆ばく弾だんが投げ落とされた。何百何千という爆弾が炸さく裂れつし、数多くの建物が焼かれ、更に数多くの人々が死んでいった。

　だからこれは特別な出来事ではない。

　当時としてはごくごく当たり前の光景の一つでしかなかった。

　しかし──




　　　　●　●　●




　白い太陽が空の真ん中で燦さん然ぜんと輝かがやいていた。

「うう～……」

　八月初しよ旬じゆん──夏真まっ盛さかりである。

　全国的な快かい晴せいと共に猛もう暑しよが日本列島を襲おそっていた。特に関東地方の平へい均きん気温は実に四十度を記録し──未いまだ上じよう昇しようする気配すら見せている。野外に居る限かぎりは何ど処こに居ても、もれなく蒸むし風ぶ呂ろの気分が味わえてしまうというまことに迷めい惑わくな気候。下へ手たに打ち水でもしようものなら、湿しつ度どが益ます々ます上がって不ふ快かい指数の増ぞう加かに貢こう献けんする事になりかねない。

　この猛暑を表現するには、記録的というより殺人的といった方が相応ふさわしかろう。

　特に暑さに弱い者には地じ獄ごくの如ごとき状じよう態たいである。

　先月まで冷夏だ異い常じよう気象だとマスコミが訴うつたえていたのは、一体何処の異世界の事であったのか──とアグニエシカは思う。

「うううう……」

　アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野の。

　手て加か減げんというものを知らぬかの様に燦々と輝きまくる太陽の下もと──とある田舎いなか道みちをてくてくと歩き続ける少女の、それが名前であった。

「あ～づ～い～……」

　ごろごろとキャスター付きのでっかい旅行鞄かばんを引きずりながら、アグニエシカは本日八十八回目に達する台詞せりふを口にする。言っても詮せん無ない事は百も承しよう知ちだが──こう暑くては愚ぐ痴ちの一つもこぼさなければ気が狂くるう。

　一いち応おうだがそれなりに涼すずしげな恰かつ好こうはしている。

　白いカットソーは袖無しノースリーブだし、赤系けいのタータンチェック模も様ようが入ったプリーツスカートも膝ひざ上うえ十五センチのミニだ。少なくとも熱がこもる様な衣い装しようではない。

　だが四十度を超こえる気温の前では水着だろうと外がい套とうだろうと最も早はや大差ないのだった。

「うぐぐぐぐ……」

　彼女が行くのは前ぜん述じゆつの通り舗ほ装そうもされていない田舎道である。

　左右にはからからに乾いた畑が広がっており、延えん々えんと真まっ直すぐ続く白い路面には無数の陽炎かげろうが立ち上っていた。風でもあれば多少はこの暑さにも耐たえ易やすいのだろうが──生あい憎にくと空気はただひたすら湿気を孕はらんで、じめじめと澱よどむばかりで、わずかの涼りようも運んできてはくれない。

　これでもヒートアイランド現げん象しように苦しむ都会に較くらべれば多少はマシな筈はずだが──都心部は四十二度を超えたという──体感的に四十度以上など最も早はや五十歩百歩、多少の涼しさなどまさしく焼け石に水だ。

　しかも田舎は田舎で、道路脇わきに咄とつ嗟さに飛び込こめる冷れい房ぼうの効きいた店も少なく、高こう層そう建けん築ちくという遮しや蔽へい物ぶつが無い為ためにまとまった日ひ陰かげすら乏とぼしい。広々と開けた空の彼方かなたから、全すべての元げん凶きようとも言うべき太陽は、まるで地を這はうものの全てを憎んでいるかの如ごとく、輝き続けて地面の加熱に余よ念ねんが無い。

「……太陽の馬ば鹿か……神様の馬鹿……仏ほとけ様さまの馬鹿……師匠せんせいの馬鹿……課長の馬鹿……虎とら丸まるの馬鹿……」

　呪じゆ詛その様にぶつぶつとそんな事を呟つぶやきながら、アグニエシカは他ほかに人の姿すがたも見えない酷こく暑しよの田舎道を、ずるずると身体からだを引きずって歩いていく。

　ちなみに──名前からも分かる通り彼女は純じゆん粋すいな日本人ではない。

　いや。法ほう律りつ的というか戸こ籍せきの上では彼女はれっきとした日本人ではある。だが一いつ般ぱん的に『日本人』という言葉から連想される人々とはその外見が少々異ことなっている。

　先まず後頭部で二条じようにくくって束ねた長い髪かみが──文字通りに人にん参じん色をした赤毛キヤロテイが何よりも目立つ。だがよく見れば、顔立ちの彫ほりも深く、肌はだの色にも黄色人種らしからぬ白さが窺うかがえる。大きなその瞳ひとみも、黒と表するにはやや色しき素そが薄うすい感じだった。

　要するに彼女はいわゆる混ハ血ー児フだ。

　もっともアグニエシカ本人は『混こん血けつ』という言葉に差別的な匂においを感じてそう呼よばれる事を嫌きらうが。

　彼女の好き嫌いはさておき──混血児には容よう姿しの整った者が多いと言われる。

　アグニエシカも例外ではない。すっきりと整った目鼻立ちと、白い肌、それに赤毛が大輪の花の様に艶つややかな印象を醸かもし出している。彼女と会った事の在ある者ならば彼女の事を『美少女』と評ひようするのに誰しも異い論ろんを差し挟はさまないだろう──『黙だまっていればね』と付け加えるのも忘わすれないだろうが。

「うう～……死ぬ～……暑い～……」

　言ってもどうにもならないのは分かりつつ──それでもしつこくしつこくそんな台詞を呟きながら照り付ける太陽の下を歩いていくアグニエシカ。

　だが──

「──っ⁉」

　突とつ然ぜんにかくん──と彼女はつんのめった。

　石に躓つまずいたのである。

　ただの小石の様に見えていた路ろ傍ぼうのそれは、どうも地中に埋うもれていた部分が在ったらしい。何気なしに蹴け飛とばす積もりが脚あしをとられ、彼女は受け身もとれないままに、べちゃあ──と地面に倒たおれ込んだ。

　更さらにトドメとばかりに彼女の引きずっていたでっかい鞄が倒れ込む。『ぐえっ』とあまり女の子らしからぬ声をアグニエシカは漏もらした。

　でもって──

「…………」

　何ど処こか遠くでセミが鳴いている。

　カエルの礫れき死し体たいの様な恰好で地に伏ふせたまま、アグニエシカは無言。

　じりじりと太陽に照らされたまま、しばし彼女は身動きすらしなかったが──

「んがあああああああああああああっ‼」

　不意にがば！　と鞄を撥はね飛ばして彼女は起きあがった。

　空に向けて吼ほえながらアグニエシカは鞄と──そして自分の躓いた石を、黒いローファーの靴くつ底ぞこでげしげしと激はげしくストンピングする。

「このっ！　このっ！　このおおおおおっ‼」

　などと喚わめきつつまるで親の仇かたきにするかの様に踏ふみ付けまくっていると──

「落ち着いてください──我わが主あるじ」

　場ば違ちがいな位に涼しげな声が響ひびく。

　いや……涼しいというよりは、冷たいと評した方が良いだろう。著いちじるしく抑よく揚ように欠けたひどく機械的な──感かん情じようというものに乏とぼしい声だった。

　何い時つの間にかアグニエシカの頭の上にちょこんと小さな小さな獣けものが一匹ぴき乗っかっている。
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　リス──である。

　ネズミの親しん戚せきの様に尖とがった顔。同じくネズミによく似にた小さな手。しかしネズミと異ことなり毛がふさふさと生えている大きな尻尾しつぽ。一般的にリスと呼よばれる齧げつ歯し類は数種類存そん在ざいするが、背せ中なかに走る三本の線はこれが最も一般的な『リス』──いわゆるシマリスである事を示しめしていた。

　そう。リスだ。

　間違いなく上下左右何処から見てもそれは完かん璧ぺきにシマリスだ。

　にもかかわらず──

「あまり興こう奮ふんしてはまた力が暴ぼう走そうしてしまいますよ──我が主」

　それは世間一般の常じよう識しきを嘲あざ笑わらうかの様に、平然と人間の言葉を喋しやべっていたりする。

「……ヒムリール」

　アグニエシカは呻うめく様な声で言った。

「何でしょう、我が主？」

「その我が主って言い方を止やめなさい。何だか馬ば鹿かにされている様に聞こえるから」

「そうは参りません、我が主」

　ヒムリールと呼ばれたリスは平然と言った。

「たとえ一時的であろうとも、たとえ途と方ほうもなく不本意であろうとも、たとえ分ぶん不ふ相そう応おう極きわまりなくても、とりあえずはまあ仕方なく、貴女あなたは我が主ですからして、けじめというものはつけなくてはなりません、我が主」

「…………」

　アグニエシカの表情が険けん悪あくに歪ゆがむ。

「『我が主』とお呼びするのがお気に召めさないのでしたら──そうですね。今後は親しみを込めて『アグニたん』とお呼び致いたしましょう」

「やめて」

「これもお気に召しませんか。残念です。我われ々われのパートナーシップの向上を図はかるのに最さい適てきな方法であると思ったのですが、アグニたん」

「やめろっつっとろーが‼」

　喚いてから──アグニエシカはぐったりと項うな垂だれて呟つぶやいた。

「師匠せんせいの馬鹿……よりにもよってこんな使い魔ま…………」

「こんなとは心外ですね、我が主」

　リスの形をした『何か』は言った。

「半人前の陰おん陽みよう課員である貴女に、曲がりなりにも任にん務むが与あたえられたのは、私の支援サポートが在あれば何とか仕事をこなせると判はん断だんされたからですよ」

「…………」

　全くその通りなので否ひ定ていする言葉が見つからない。

　代わりにアグニエシカは長々と溜ため息をついた。




　　　　●　●　●




　文部科学省──陰陽課。

　この著しく矛む盾じゆんした様な名前の非ひ公然部ぶ署しよが、一体いつ頃ごろから存在しているのかアグニエシカも知らない。歴代の文部大臣や当の陰陽課員達ですら知らないと言われている。

　一説には、課の名前に『陰陽』の一語が入っている事から、元は宮く内ない庁ちよう所しよ属ぞくの非公然機関陰陽寮りようから出向の形で派は遣けんされてきた陰陽師じ達が、定着した末に作られたとも言われているが、正せい確かくな事情は分からない。公式書類に記き載さいされている訳わけでもなく、正せい規きの予算が割わり当てられている訳でもない為ため、きちんとした記録も残っていないのである。表向きは存在しない筈はずの──というより存在してはならない筈の部署なのだ。

　その仕事内ない容ようは『文部科学省が立場上、公的に認みとめる事の出来ない様な非常識事じ件けんの処しよ理り』である。つまり陰陽課の仕事とは文部科学省管かん轄かつ内において発生する超ちよう常じよう現げん象しよう、主に研究機関や学校教育現場といった特とく殊しゆ環かん境きよう下かでの霊れい障しよう事件の解かい決けつだ。

　ぶっちゃけて言えば『トイレの花子さんバスター』──それが文部科学省陰陽課である。

　当然ながら課員達はその為の特殊技ぎ能のうを身に付けた連中、即すなわち『陰陽師』だの『魔ま術じゆつ師し』だの『呪じゆ術じゆつ師』だの『霊能者』だのと呼ばれる者達であり……アグニエシカもその一人である。

　もっとも彼女の場合は学生としての身分も在る上に、色々と能力的な問題をも抱かかえているので準じゆん課員扱あつかい──非ひ常じよう勤きん職しよく員いんという事になっている。

　それはともかく。

　アグニエシカはこの夏に初めて単たん独どく任務を与えられる事となった。万年人材不足に喘あえぐ陰陽課では課員達は単独行動が基き本ほんだが──アグニエシカは未いまだ半人前という事もあって、今までは師し匠しようや先せん輩ぱいと共に現場に出るばかりだった。

　だが今回は違ちがう。

　今までの様に師匠や先輩の補ほ佐さ──という名の使い走りなどではない。彼女自身の権けん能のうによって状じよう況きよう判断して行動出来る完全な独立任務だ。要するにこれをこなせれば一人前という事である。

『──ここだ』

　と課長は地図を指して言った。

『最近、この地ち域いきでは幾いくつもの霊れい障しようらしき報ほう告こくが相次いでいる。先日も生徒が一人登校中に行方ゆくえ不明になっているのだが──その生徒が『虚こ空くうに消えた』という目もく撃げき証しよう言げんが複ふく数すう出ている』

　人体消失。

　霊障としてはかなり珍めずらしく深しん刻こくな事例ではある。原げん因いんは色々と考えられるが、いずれも一ひと筋すじ縄なわで済すむものではない。もっとも集しゆう団だん幻げん覚かくや、複数証言そのものが口くち裏うらを合わせた出で鱈たら目めという可か能のう性せいも無くはない──というかそっちの可能性の方が高い。

　とはいえ……

『他の場所ならばともかく、学校関連となれば我々の管かん轄かつだ。君はこの地域内の学校を一通り回り、この報告書に在る現象を全すべて調ちよう査さ、それが実じつ際さいの霊障であるかどうかを確かく認にんした上で、適てき切せつな処理をする様に』

　まあそういう訳で。

　初めての単独任務に張はり切るアグニエシカは、問題の地域へとやってきた訳だが──
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　アグニエシカはやっぱり呻うめき続けていた。

「うう～……暑い～……」

　全くの誤ご算さんだった。

　都会暮ぐらしの長いアグニエシカは田舎いなかの不便さをかなり甘あまく見ていたのである。

　十分に一度は時間通りバス停にバスが来て、駅には電車が来て、駅前といえば最さい低てい限げんコンビニとファーストフードの店てん舗ぽが軒のきを連ねて──そんな都心部から殆ほとんど出た事の無かった彼女は、細かく地図を確認する事も無く、ろくな用意もせぬままに田舎道を歩き出し、至し極ごく当然の結果として道に迷まよったのである。

　道を聞こうにも他ほかに人の姿すがたは無く、車の一台さえも通らない。しかも暑さで次し第だいに記き憶おく力りよくや判断力もおかしくなってきて、果たして引き返して良いものかどうかも分からない始し末まつである。下手に戻もどろうとすると更さらに道に迷う可能性もあった。

「せめて何か冷たいもの……」

　最後に水分補ほ給きゆうしたのはもう二時間も前である。

　その時はまた道すがら自動販はん売ばい機きかコンビニを見み掛かけたら、ペットボトルの一本でも購こう入にゆうすればいいと考えて、余よ分ぶんには買わなかったのだが──今彼女はその判断を猛もう烈れつに後こう悔かいしていた。

　コンビニや自販機どころか……民家すらもう一時間近く見ていない。そもそも電気も通っているかどうか怪あやしい感じで、こんな場所にそうそう自販機が並ならんでいる筈も無──

　視し界かいを過よぎる赤い直方体。

「──あっ！」

　アグニエシカが表ひよう情じようを輝かがやかせて叫さけんだ。

　在あった。

　厳きびしすぎる程ほどに強力な陽光の下で燦さん然ぜんと──とアグニエシカには見えた──輝く紅あかと白の派は手でな筐きよう体たい。側面に刻こく印いんされた紅白の波模も様ようと『コカ・●ーラ』の文字。黙もく然ねんと突つっ立っているだけの四角い機械がアグニエシカには砂さ漠ばくの真ん中に湧わき出る泉オアシスの様にも見えた。

「神様、感かん謝しや！」

　先さき程ほどまでの自分の台詞せりふなどきっぱり忘わすれてそう叫ぶと、アグニエシカは鞄かばんをひっつかんで自販機に駆かけ寄よった。

　しかし──

「…………」

　自販機の前で固まるアグニエシカ。

　炭たん酸さん系けい。お茶系。珈琲コーヒー系。果か汁じゆう系。二十近くも並んだボタンは彼女を嘲あざ笑わらうかの様に、揃そろいも揃って『売切』の赤ランプを瞬またたかせていた。

　希望の後に来る絶ぜつ望ぼう程、苦いものは無い。

「ぬが──っ‼」

　喚わめいてアグニエシカは自販機を蹴けっ飛ばした。蹴飛ばしまくった。

　自販機が口をきけたらきっと『俺おれが一体何をした⁉』と悲鳴を上げそうな位に、容よう赦しやなく靴くつ底ぞこでアグニエシカは自動販売機の筐体を蹴りまくった。

　すると。

「──へ？」

　いきなり──自販機が斜ななめに傾かたむいた。

　どうやら地面への固定が甘あまかったらしい。

　そうなると、自販機がしっかりがっちり受け止めるのを前ぜん提ていに四十八回目の蹴りを繰くり出したアグニエシカは、当然、勢いきおい余あまって身体からだを泳がせてしまう訳わけで。

　しかも。

　神の悪意か悪あく魔まの悪戯いたずらか──自動販売機の向こう側は斜しや面めんになっていたりして。

「あ？　あ──」

　間の抜けた声だけを空中に遺のこし──

「あああああああああああああ──っ⁉」

　自動販売機と鞄と、そしてアグニエシカは、ごろんごろんと斜面を転がり落ちていった。
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　──『此こ処こではない何ど処こか』

　いつもそんな風に思っていた様に思う。

　子こ供どもじみた発想だとは理り解かいしていた。

　だが……まるで白馬の王子様を待つ様な気持ちで、漠ばく然ぜんと何か期待する部分が彼女の内に在ったのも確たしかだった。

　こんな自分でも受け入れてくれる場所が在るのではないか。自分が異い能のうの力を備そなえていたとしてもただの女の子として扱あつかってくれる学校が何処かに在るのではないか……と。

　だから。

　薄うすれていく意い識しきの中でその幻まぼろしを見た時、彼女は思わず手を伸のばしていた。

　それは……ずっとずっと彼女が夢む想そうしていた場所にそっくりだったから。彼女が魔ま法ほう使つかいの子でも怪かい物ぶつでもなく、ただ当たり前の女の子として居いられる場所に──居られる場所として夢想していた処ところに、それはよく似にていたから。
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　気がつけば風景が一変していた。

「……？」

　目の前に大きな建物が在る。

　木もく造ぞうのものなどアグニエシカも現げん物ぶつは初めて見るが──それはどう見ても学校の校こう舎しやであった。木造二階建て。大まかには左右対たい称しようの構こう造ぞうになっており、真ん中には正面玄げん関かんと、そして恐おそらくは階かい段だん部分を内包する時計塔とうが在る。かなり懐古趣味的レトロな印象であるが、それは典型的な学まなび舎やの外観を備そなえていた。

　まあ……田舎いなかの村にはこんな校舎が残っていてもおかしくはないだろう。

　周囲には人の姿すがたは見えない。

　しん……と静まりかえった校舎はひどく閑かん散さんとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。本来は数多くの人の姿が溢あふれかえる場所だけに、其そ処こが無人である光景はとても寒々しく見える。

　廃はい校こう──そんな言葉がアグニエシカの脳のう裏りを過よぎった

　あるいは人の姿が見えないのは単に夏休みであるからかもしれない。

　だが何処か世間一いつ般ぱんの時間から取り残されてしまったかの様な……ひどく浮うき世よ離ばなれした何かがこの校舎には感じられるのだ。

　それでいて……廃はい墟きよ独どく特とくの澱よどんだ空気が此処には無い。

　此処は一体何なのか──

「ヒムリール！」

　アグニエシカが声を上げると──人語を喋しやべるシマリスは彼女の身体からだを駆け上がり、ひょいと彼女の頭部に乗っかる。ヒムリールと共に辺りを見回しながら、アグニエシカは呻うめく様に言った。

「ここ……何？　何なの？」

　明らかに何かがおかしい。

　先まず空気が違ちがう。涼すずしいのだ──先さき程ほどまでの酷こく暑しよが噓うそであるかの様に。

　それにアグニエシカは斜面を転がり落ちて来た筈はずなのだが……改めて見回すとその斜面が何処にも見当たらない。まさか夢遊病の様に自分で歩いたとも思えない。気を失っている間に、それ以前とは違う場所に運ばれてしまったのだろう。

　だが誰だれに？　どうやって？

　そもそも特に頭を打った様子も無いのにどうして自分は気き絶ぜつしていたのか？

「…………」

　人体消失。

　その言葉がアグニエシカにのしかかる。

　多少の覚かく悟ごはしていたが、まさかこんなにあっさりと自分がその状じよう況きように巻まき込こまれるとは思ってもみなかった。何の脈みやく絡らくも無くいきなり深刻ヘヴイ過すぎる。

「結界の一種と思われますが情じよう報ほう不足につき詳しよう細さいは不明です、我わが主あるじ」

　しばし匂においを嗅かぐ様な仕草で辺りを見回していた使い魔はそう結けつ論ろんした。

「…………」

　アグニエシカは無言。

　彼女を見下ろしながら──ヒムリールは淡たん々たんとした声で尋たずねた。

「ひょっとして我が主──怖こわいのですか？」

「なっ──違っ……そ、そんな、そんな事、ないよ？　ないったらないよ⁉」

　露ろ骨こつにうろたえつつ言うアグニエシカ。

　違うと繰くり返しても……何より先ずその慌あわて振ぶりが彼女の主しゆ張ちようを裏うら切ぎっていた。

「無理もありません。特に貴女あなたは──」

「ち……違うったら！」

　ヒムリールの言葉を覆おおい隠かくそうとするかの様に大声で叫さけぶアグニエシカ。口論をする積もりも無いのか、リスの姿をした使い魔は黙だまり込んだ。

　気まずくも不自然な静せい寂じやくがアグニエシカを押おし包む。

　その時──

「──ねえ」

「うひゃっ⁉」

　ふと──何の脈絡も無く背はい後ごから掛かけられた声にアグニエシカは身を竦すくませる。

「な……何っ⁉　何なのっ⁉」

　慌てて振り返った彼女の視し線せんの先──そこには一人の少女が立っていた。

　年ねん齢れいは十五か六といった処ところか。恐おそらくアグニエシカと大差あるまい。

　ただし同じなのはその年とし頃ごろ位のもので、他の部分では何から何までアグニエシカと比くらべると対たい照しよう的な少女ではあった。

　何ど処こか博はか多た人形を思わせる顔立ちは、華はなやかさこそ無いものの、いかにも日本女じよ性せいといった清せい楚そ可か憐れんな雰囲気を備そなえている。花に喩たとえるのならばアグニエシカはハイビスカスでこの少女は菊きくといった処か。髪かみは長く癖くせの無い黒。何処か潤うるんだ様な瞳ひとみも黒。そして──これだけはアグニエシカと同じ位に白い肌はだ。

　まるで水すい墨ぼく画がの世界から抜ぬけ出てきたかの様なモノトーンの容よう貌ぼうの中で、薄い唇くちびるだけが控ひかえ目な赤さを主張している。

　着ている衣い装しようも何処か古風とも言える様な白と黒のセーラー服である。

「……だ……だれ？」

「私？」

　少女は首を傾かしげて言った。

「私は……詩し月づき。貴女は？」

「ああ……えーと」

　アグニエシカは一いつ瞬しゆん躊躇ためらい──

「アグニ」

　とだけ言う。彼女の通つう称しようであり、どこぞの神話では火の神様の名でもある。

　アグニエシカも陰おん陽みよう課員の端はしくれ──正体の分からぬ相手に本名をそのまま名乗る程ほど迂う闊かつではない。呪じゆ術じゆつや魔ま術じゆつの世界においては名前とは単なる呼こ称しようではなく、本人の人じん格かくを構こう成せいする一部でもあるからだ。力の在ある陰陽師じや魔法使いならば、名前を糸口として相手に呪のろいを掛かける事も出来る。

「アグニ？　変わった名前ね。異い人じんさん？」

　と少女──詩月は首を傾げてこれまたやけに古くさい言い回しを使う。

　アグニエシカは応こたえない。

　どう考えてもこの状況は異い常じようなのだ。そこに突とつ然ぜん登場してきたこの少女も尋じん常じような存そん在ざいでは有り得ない。アグニエシカに友好的かどうかは未いまだ分からない。警けい戒かいしてし過ぎるという事は無い──そうアグニエシカは判はん断だんしていた。

　彼女はしばし無言で詩月を眺ながめ……

「此こ処こは一体……何？」

　と単刀直入に尋ねる。

「──あれ？」

　詩月は面おも白しろそうに言った。

「貴女は此処が何処かも分からないの？」

「わ、分からないから尋ねてるんじゃない」

　からかう様な詩月の口調に少しムッとしながらアグニが言う。だが詩月はくすくすと口の中で楽しげに笑いながら木もく造ぞう校こう舎しやの方を振り返った。

「見て分からない？」

「廃はい校こうでしょ」

「違うわよ。失礼な」

　詩月は少し頰ほおを膨ふくらませて言った。

　子こ供どもっぽい仕草なのだがよく似に合あっていて可愛かわいらしい。

「ちゃんと生きている学校よ。鈴乃宮学園」

「すずのみやがくえん？」

「そう。鈴乃宮学園」

　詩月が繰くり返す──まるでそれを相手の意い識しきに刷すり込もうとするかの様に。

「──我わが主あるじ」

　ヒムリールが囁ささやく。

「検けん索さくしましたが、現げん在ざい学校法人として登録されている教育機関に鈴之宮学園という名は存在しません」

「…………！」

　アグニエシカは弾はじかれたかの様に後方へと跳ちよう躍やく──する積もりが、自分の旅行鞄かばんに脚あしを引っかけて転てん倒とう。

　あたふたと身を起こすとアグニエシカはカットソーの胸むねポケットを探さぐり──そこに残っていた一枚まいの圧あつ縮しゆく型呪じゆ符ふを取り出して盾たての様に翳かざす。

「あ、貴女あなた、何者⁉　鈴之宮学園なんて学校は存在しないわ。少なくともそんな名前の学校法人は文部科学省に登録されてない！」

「本当に失礼だね」

　相変わらずくすくすと笑いながら詩月は言った。この期ごに及およんでも変わらない彼女の態たい度どに、アグニエシカは戦せん慄りつを覚えた。

　これは余よ裕ゆうなのだ──罠わなにはまった間抜けな獲え物ものを眺める者の。

「ちゃんとした学校よ。だってほら──」

　詩月はまるで楽がく団だん指し揮き者しやの如ごとく優ゆう雅がな仕草で両手を広げて言った。

「生徒だってこんなに」

　何い時つからそこに居いたのか。

　気が付けばアグニエシカを囲む様に四人の女生徒──だろう多分──が立っていた。詩月と名乗った少女とは僅わずかに色調の異ことなるセーラー服を着ているが、四人共通のデザインである事を思えばこれも制せい服ふくなのだろう。

　衣い装しようだけでなく背せ恰かつ好こうや顔立ちも何処か似通った部分を備そなえた四人の少女達。

　姉し妹まいか何かだろうか。

　彼女等はにこやかに微笑ほほえみながら近付いてくる。何処からどう見ても普ふ通つうの容よう姿しであり衣装だ。アグニエシカも街中で出会えば気にも留とめなかったかもしれない。

　だが──

「ち……近付くなッ！」

　得え体たいの知れない恐きよう怖ふを感じてアグニエシカが叫さけぶ。

　半ば反はん射しや的に、羽虫を追い払はらう様に右手を振ふり回し──その掌てのひらがすぐ側そばまで来ていた女生徒の一人に当たった。

「あっ……？」

　声を上げる女生徒。

　女生徒の眼めはアグニエシカではなく足あし下もとに向いていた。

　そこに──

「…………ッ⁉」

　思わず声にならない悲鳴を上げるアグニエシカ。

　そこには腕うでがごろんと一本落ちていた。

　アグニエシカの手が当たった拍ひよう子しに──肩かたからあっさり外れた白い右腕が。

「ひどーい」

　くすくす笑いながら女生徒は特に慌あわてた様子も無くその腕を拾う。器き用ように袖そで口ぐちを通して差し込んでから二度三度、確たしかめる様に左右にひねると、それは当たり前の様に固定され──次の瞬しゆん間かんにはごく普通の腕の様に、掌を閉とじたり開いたりしてみせた。

「…………」

　思わず後ずさるアグニエシカ。

　その背せが──近ちか寄よってきていた別の女生徒の身体からだに当たる。

　反射的に振り返るアグニエシカ。

　そこで彼女は──

「……ひッ⁉」

　女生徒の首が……胴どう体たいから落ちるのを目もく撃げきした。してしまった。

　まるで接せつ続ぞくが甘あまい人形の様にころりと少女の首が肩から転げ落ちる。もっともそれは地面に落ちる前に、咄とつ嗟さに伸のばされた本人の両手が受け止め──自然な動作ですぐ元の場所に戻もどされていたが。

　まさかこんな状じよう況きようで奇き術じゆつ詐さ術じゆつの類たぐいでもなかろう。

　この少女達は明らかに人間ではない。

「く……く……来るな‼」

　そう言って圧縮型呪符を示しめすアグニエシカ。

　だが──手元に在あるのはわずかに護ご身しん用のその一枚のみ。

　他の高こう威い力りよくを秘ひめた攻こう撃げき用呪じゆ符ふは、取とり扱あつかいが面めん倒どうな事も在って全すべて鞄の中だ。そして当然、鞄を開いて中から装そう備びを取りだしている余裕など、この状況で在る筈はずも無かった。

「歓かん迎げいするよ」

　詩月はにこやかに笑いながら言った。

「貴女も此こ処この生徒になって一いつ緒しよに学園生活を送るんだから」

　それはつまり。

　此処に囚とらわれたまま……首やら腕やらが生なま乾がわきのプラモデルの様に取れたりする様な存そん在ざいになるという事か。あるいはもっと忌いまわしい状況が待ちかまえているのか。

　ゆらりと少女達が前に出た。

　包囲が狭せばまる。

　アグニエシカは──

「来るなあっ‼」

　改めて悲鳴じみた声でそう言うと、圧あつ縮しゆく型呪符を地面に叩たたき付ける。

　既すでにアグニエシカから起動用霊れい力りよくを注ぎ込こまれて活かつ性せい化かしていた圧縮型呪符は地面に叩き付けられた瞬間に衝しよう撃げきで安セ全フ装テ置イ──即すなわち抑よく制せい術式が損そん壊かい。

　圧縮されていた術式を自じ己こ解かい凍とう。

　呪符は瞬間的に自らを展てん開かいしつつ記き述じゆつされていた呪文書式を実行した。

「────‼」

　霊力混まじりの閃せん光こうが爆ばく発はつする。

　詩月や女生徒達が怯ひるんだのは気配でも分かった。その僅かな隙すきを強ごう引いんについてアグニエシカは全力で包囲の外へ駆かけ出す。途と中ちゆう──肩がぶつかった女生徒の一人が、また腕やら首やらがバラける様子が視し界かいの隅すみに映うつったが、無む論ろんアグニエシカは構かまわず走った。

　だが……

「──ひっ⁉」

　悲鳴を喉のどの奥おくで詰つまらせるアグニエシカ。

　ちらりと振ふり返ると詩月と女生徒達はアグニエシカを追ってくる。バラけた女生徒も何ど処こぞの幽ゆう霊れい騎き士しよろしく小こ脇わきに頭を抱かかえたまま──その頭がまたにこにこ笑っているのが途と方ほうもなく不気味だ──走っている。

　脚あしを止めれば五秒とかからずに捕つかまるだろう。

「我わが主あるじ」

　半ば恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいり全力疾しつ走そうするアグニエシカの頭上で──場ば違ちがいな位に落ち着いた様子のヒムリールが言った。

「落ち着いてください。その様に気持ちを乱みだしていては何の術じゆつも使えませんよ？」

「だ、だってだって──」

　とアグニエシカは喚わめく。

　現げん場ば経けい験けんの浅いアグニエシカにとって現況はちと過か酷こくに過すぎた。

　そもそも霊れい障しようといっても色々だ。

　単に陰いんの気が凝こごって事じ故こが起こり易やすいとか、近くを通ると気分が悪くなるとか、そういう単たん純じゆんなものから……一定以上の密みつ度どと複ふく雑ざつさを持った霊力が何らかの形で空間や物ぶつ質しつに焼きつけられて自存する事になった『幽霊』やら、挙げ句くに特とく殊しゆ能のう力りよくを備そなえるまでになった、いわゆる『妖よう怪かい』まで。

　特に──幽霊の中でも物質的実体を持つまでに霊力が凝ぎよう縮しゆくした個体は、妖怪に準じゆんじるかなりの『大物』だ。単純に霊力総そう量りようから言えば妖怪よりも多い。しかも知ち恵えを残している幽霊はその霊力を『戦術的に』使ってくる事さえ在る。意い志しも悪意も知能も無い単なる霊障とは違う。いざ遭そう遇ぐうすればゆっくり構えて対たい策さくを練っている様な余よ裕ゆうは無い。

　何の準じゆん備びも無いまま、駆け出しの陰おん陽みよう課員の手に負える様な相手ではなかった。

「……とはいえ装備一式置いてきてしまいましたから、落ち着いても現状を打開出来る可か能のう性せいは低いですね、我が主あるじ」

　ヒムリールは他ひ人と事ごとの様な口調で言った。

「短いお付き合いでした、我が主」

「簡かん単たんに諦あきらめるなあっ‼」

　アグニエシカは泣き喚わめきながら走る。

　とはいえ──ヒムリールの分ぶん析せきは正しい。咄とつ嗟さの事で鞄を持ってくる余裕は無かったし、でっかい鞄を引きずって走ればあっという間に追いつかれていただろう。だが霊的武ぶ装そうの多くは鞄の中だし──触しよく媒ばいや術具も無しに、自分の身体からだと精せい神しんのみで使いこなせる様な魔ま法ほうや呪じゆ術じゆつの類たぐいをアグニエシカは何一つ修しゆう得とくしていない。

　状じよう況きようはとにかくひたすらに絶ぜつ望ぼう的だった。
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「…………ん？」

　足の裏うらから這はい上がってくる微び細さいな振しん動どうを感じて一人の少年が顔を上げた。

　少年はヘッドフォン型のメモリーオーディオを耳から外して首を傾かしげた。遠えん雷らいの様な爆発の音が少年の居いる場所にも確たしかに届とどいていたのだが──このヘッドフォンのせいで彼が感知出来たのは振動の方だけだったらしい。

　怪け訝げんそうな表ひよう情じようで少年は耳を澄すます。

　そして──

「……まさか」

　呻うめく様に呟つぶやくと彼は机つくえの上に置いてあったカメラを手に立ち上がる。

　手首に紐ひもで巻まき付けられた御お守まもりが小さく揺ゆれた。
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「はっ……はあっ……はあっ……」

　何処をどう走ったのか──

　彼女はいつの間にか木もく造ぞう校こう舎しやの中に居いた。

　何処か懐なつかしい様な暖あたたかい様な──木とニスの匂においのする廊ろう下か。最近はすっかり見られなくなったが……かつて学校と言えばこうした木造の、歳とし経へる毎ごとにゆっくりと色合いを変えていく『生きた』建物が多かった。幾いく世代もの生徒達を送り出してきた故ゆえの、風ふう格かくの様なものを──まるで何人もの我が子を育ててきた母の様に──その内に備えていくのだ。

　だが無む論ろん、今のアグニエシカに木造校舎の風ふ情ぜいを味わう余裕など在ある筈はずも無い。

　走り続けて体力もほぼ限げん界かいだ。

　廊下の壁かべに手をついて荒あらい息をつくアグニエシカ。

　心しん臓ぞうも肺はいも今にも破は裂れつしそうだった。そもそも人間の身体は何分間も全力疾走が可能な様には出来ていない。彼女はこのまま座すわり込んで──いや倒たおれ込んでしまいたい欲よつ求きゆうに駆かられた。

　そんな彼女に──

「何処に行くの？」

　不思議そうに尋たずねる声。

　何い時つの間に先回りされたのか──廊下の奥おくに詩月が立っている。

「──‼」

　アグニエシカは喉のどの奥に悲鳴を絡からませながら立ち止まった。

「駄だ目めだよ」

　詩月は笑いながら言った。

「何処にも行けないよ？　貴女あなたは此こ処こで学園生活を送るしかないんだよ？」

「お断ことわりよっ‼」

　半泣きで喚わめくアグニエシカ。

　気配を感じて振ふり返ると──そこには先さき程ほどの四人の少女達がにこやかに笑いながら立っていた。これで前と後ろは塞ふさがれた事になる。

「くっ──」

　アグニエシカは廊下に並ならぶ窓まどの一つに手を掛かける。

　だがそれはびくともしなかった。怪け我がを覚かく悟ごで拳こぶしを握にぎりしめ叩たたいてみるが、それでも割われるどころか小こ揺ゆるぎさえしない。見た目通りの物ぶつ質しつではないのかもしれなかった。

　窓の反対側は教室だが……こちらに逃にげ込んでも袋ふくろ小こう路じの状況は変わらない。

　万ばん事じ休す。

　最も早はやアグニエシカに打つ手は無い。

　いや。ただ一つだけ『手』が在るには在る。それは手しゆ段だんと呼よべる様な立りつ派ぱなものでは断だんじてなかったが……

「…………」

　ぐらりと視し界かいが揺らいだ。

「あ……駄目──」

　短く呻うめくとアグニエシカは壁を背せにしてぺたんと廊下の床ゆかに座り込む。

　胎たい児じの様に四し肢しを縮ちぢこまらせて、まるで壁と床の隙すき間まに消え入ろうとするかの様な恰かつ好こうで彼女は震ふるえだした。他者から見ればその様子は、恐きよう怖ふと絶望の余あまりに身体が萎い縮しゆくしてしまった『だけ』に見えた事だろう。

「観念した？」

　詩月がアグニエシカに近ちか寄よってくる。

　だが激はげしい目め眩まいに囚とらわれているアグニエシカは、しゃがみ込んだまま動かない。

　そして……

「──こらっ‼」

　すぱこん。

　──と軽くも小気味よい音がして、詩月がつんのめった。

「あたっ⁉」

　頭を押おさえながら詩月が顔を上げる。

　そこには首にヘッドフォン型のメモリーオーディオを巻まいた少年が一人立っていた。

　彼の右手には丸められたノートが握られている。それで詩月の後頭部を叩いたらしい。

　少年は──まあ何ど処こにでも居いるかの様な平へい凡ぼんな容よう姿しだった。中肉中ちゆう背ぜい。少し中ちゆう性せいっぽい雰ふん囲い気きで、あまり骨ほね太ぶとさとか男臭くささとかには縁えんが無さそうだが──まあそれだって今時の少年の平へい均きんの範はん囲い内ではある。特とく徴ちようという程ほどのものではない。

　だが……それだけに彼の持つ雰囲気は地に足の付いた俗ぞくっぽさが感じられた。

　少なくとも詩月や幽ゆう霊れい少女達の放つ、何処か浮うき世よ離ばなれした様子に較くらべると、明らかに落差が在る。

「何やってんだ、何を──この拉ら致ち監かん禁きん犯はん」

「うう…………」

　じろりと少年に睨にらまれて詩月は呻うめく。

「だってしょうがないじゃない。自分じゃどうにも出来ない──」

「だからって引き込こんだ相手を怖こわがらせてどうするんだよっ⁉　大体、詩月だけならともかく──皆みんなも‼」

「えー？」

　と女生徒達が声を上げる。

「優ゆう樹き君、横おう暴ぼう」

「折せつ角かくだから歓かん迎げいしようと思ってさー」

「これから一いつ緒しよに暮くらす仲間じゃん」

「親しん睦ぼくを深めようと──」

「……いきなり手足やら首やらが外れる様な人間に出で迎むかえられたら、親睦なんか深まる筈はずないだろがっ⁉」

　少年が怒ど鳴なると、多少は自覚は在あるのか少女達は苦く笑しようを浮うかべて首を竦すくめた。

　どうやらこの少年は多少なりとも普ふ通つうの常じよう識しきを持ち合わせているらしい。アグニエシカが落ち着いていれば、彼だけは他の少女達と異ことなり生身の人間であると気付いたかもしれなかった。

　だが──

「お取り込み中失礼しますが」

　と場ば違ちがいな位にひどく淡たん々たんとした声が言った。

　ヒムリールである。

「あ……ごめん」

　少年はヒムリールの方を向き直って言った。

　リスが喋しやべっているのにもあまり違い和わ感かんを感じていないらしい。まあ幽霊の後頭部に突つっ込みを入れる位なのだから、多少の知識と慣なれが在るのだろう。いちいち奇き現げん象しよう怪かい現げん象しようの類にも驚おどろいたりしなくても不思議は無い。

「我わが主あるじには一つ悪あく癖へきが在りまして」

　とヒムリールの示しめす先では、相変わらず床にしゃがみ込んだまま──何やら便べん秘ぴに苦しむかの様な表ひよう情じようでアグニエシカがうんうん唸うなっている。

「悪癖……？」

「我が主は元々霊力容よう量りようは並なみ外はずれているのですが、これを制せい御ぎよする才さい能のうに乏とぼしく……ふとした事でタガが外れると簡かん単たんに霊力が暴ぼう走そうします」

「……ええと。つまり？」

「例えば感情が高ぶったり、追い詰つめられて心理的袋ふくろ小こう路じに入り込んだりすると、暴走した霊力が無む作さく為いに物理現象に転てん換かんされたりします。そしてその場合、制御されていないエネルギーですからして──しばしば『爆ばく発はつ』として顕けん現げんします」

「は……はあ？」

「別名──『ヒステリック・ブラスト』。今まさに我が主はその状態でして。既すでに秒読み状じよう態たいといった処ところでしょうか。こうなると主にも止められません。近くに居ると爆発に巻き込まれて被ひ害がいを受ける可か能のう性せいが在ありますので──即そつ刻こく避ひ難なんされた方がよろしいかと」

「………………」

　少年と詩月がアグニエシカを眺ながめる。

　その身体からだから──じわりと光の様なものが滲にじんだ。

　仏ぶつ教きようで言う処の『後光』、あるいはキリスト教で言う処の『天使の輪エンジエル・ヘイロウ』等と同じく奇き蹟せきの一種──普段は不ふ可か視しの霊力が限げん界かいを超こえて圧あつ縮しゆくされ、可視状態にまで物理転化が行われているのだ。

　だが少女の身体を包むそれはあまり有り難がたい感じはしなかった。

　それどころか、何やらどくんどくんと脈打つ様に、危き機き感を煽あおる様な感じで明めい滅めつを繰くり返し、しかもそれが見る間に間かん隔かくを狭せばめていき──

「──逃にげろっ⁉」

　少年が叫さけび、他の者達もあたふたと廊ろう下かの奥おくへと駆かけ出す。

　そして次の瞬しゆん間かん──廊下に強きよう烈れつな衝しよう撃げきと爆ばく炎えんが溢あふれた。
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「──出られない？」

　ヒムリールが首を傾かしげる。

　アグニエシカの感情的霊力爆発ヒステリツク・ブラストからおよそ半時間後。

『保ほ健けん室しつ』と書かれた一室にてヒムリールと少年、それに詩月は向かい合っていた。

　ちなみに奥のベッドには爆発の後、眼めを回して運び込まれたアグニエシカが寝ねかされている。霊れい力りよくの過か剰じよう放出は失神だのある種の精せい神しん失調だのを引き起こすのだ。元々霊力量の多いアグニエシカは、ヒステリック・ブラストを起こしてもそう深しん刻こくな状態になる事は無いのだが。
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　それはさておき──

「うん。ここからは出られない」

　と少年は言った。

　彼は自らを『長なが居い優ゆう樹き』と名乗った。アグニエシカと同様に彼も此こ処こに取り込まれた人間──つまり元々『外部』の人間である。要するにアグニエシカ達が派は遣けんされてくる理由の一つ『人体消失』事じ件けんの被害者が彼だった。

　彼は学校へ登校する途と中ちゆうで急に気を失い、気がつけば此処に居いたのだという。

　此処。即すなわち……私立鈴乃宮学園に。

「この学校は幽ゆう霊れいでね」

　優樹は言った。

「……ふむ？」

　ヒムリールは首を傾げて言った。

「それはつまり『校こう舎しやが幽霊』という意味ですか？」

「うん」

　苦く笑しようを浮うかべながら優樹は頷うなずく。

『学校の幽霊』ではなく『学校が幽霊』。

　それはつまり──

「この敷しき地ち一帯と校舎を含ふくめた学校周辺……この閉へい鎖さ世界そのものが幽霊。で──僕ぼく達たちはそれに取り込まれちゃったって訳わけで」

「ごめんねー」

　とちろりと舌したを出して言う詩月。

　優樹の話によると──この詩月という少女は『幽霊学校』の部分的化け身しん、今風に言えば端たん末まつであるらしい。つまりこの木造校舎やその周辺の空間と彼女は繫つながっているのだ。

「悪いとは思うんだけど、私にもどうにもならなくて。ほら、人間だって自分の意い志しで心しん臓ぞう止めたりとか出来ないでしょう？」

　分かった様な分からない様な妙みような理り屈くつで言い訳する詩月。

「取り込んだ者を解かい放ほうする事も──恣し意い的には出来ないのですか？」

「うん。まあそういう事」

　頷く詩月。

　それが出来ていれば優樹とてとっくに家に帰っているだろう。

　だからこそ──

「それで『ここで学園生活を送る』ですか」

「他ほかにする事も無いし」

　優樹が苦く笑しよう混まじりに言った。

　詩月がアグニエシカに言った台詞せりふは必ずしもアグニエシカを怖こわがらせておちょくるだけのものではなく──事実でもあった訳だ。

「素人しろうと考えだけど……人であれ学校であれ、幽霊になるってのはやっぱり何かこの世に未練とか不満が在あるからだと思うんだよね」

　優樹が苦笑を浮かべたまま詩月を見つめて言った。

「『幽霊学校』にとってそれが何なのか、詳くわしくは分からないのだけれど──あるいは僕達が此処で学園生活を送る事で『学校』の存そん在ざいを全まつとうさせてやる事が出来るのなら、いずれは解放されるかもしれないとも思うんだよね」

「理に適かなっています。しかし──」

　ヒムリールは保健室を横切る様にして引かれた白いカーテンの向こうを透すかし見る様にして言った。

「我わが主あるじは嫌いやがるでしょう」

「そりゃそうだろうね」

　と優樹は諦てい観かん混じりの長い溜ため息をつく。

　でもって──

「…………うううう」

　カーテンの向こうの会話を聞きながら──アグニエシカはヒムリールの言葉を肯こう定ていするかの様に滂ぼう沱だと涙なみだを流していた。

　霊れい障しようを祓はらいに来た陰おん陽みよう課員があっさりその霊障に取り込まれて出られなくなる──だけならまだしも、恐きよう怖ふから霊力を暴ぼう走そうさせた挙あげ句くに失神、その霊障に介かい抱ほうしてもらうなど、笑い話にもならない。先せん輩ぱいや課長が聞いたら怒おこる前に呆あきれるだろう。

　初仕事は完全に失敗だ。

　それどころか失敗の報ほう告こくすら出来ない。

　情なさけなさに言葉も出ない彼女の様子を知ってか知らずにか……カーテンの向こうからひどく気楽な、責せき任にん感かんに乏とぼしい詩月の声が聞こえてきた。

「ま──そういう訳で。よろしくね？」

「やかましいっ‼」

　喚わめくアグニエシカ。

　こうして……文部科学省陰おん陽みよう課か・非ひ常じよう勤きん職しよく員いんであるところのアグニエシカ・グラバルティック・阿倍野は、現げん世せより切り離はなされた『幽霊学校』こと鈴乃宮学園における第一日目をなし崩くずし的に終えたのだった。
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　むかしむかしあるところに。

　鈴すず乃の宮みや学園という名前の学校が在ありました。

　しかしこの鈴乃宮学園は生徒を一人も迎むかえ入れる事も無く、戦争で焼け落ちてしまいました。学校として生まれながら、学校としての在り方を何一つ全まつとう出来なかった鈴乃宮学園は、とてもとても無念だったので、幽ゆう霊れいになって現世に留とどまり、近ちか寄よってきた者を詳しよう細さい構かまわず取り込こんで生徒にしてしまうのでした。

　めでたしめでたし。
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「──何がめでたいってのよ」

　アグニエシカは不ふ機き嫌げんな口調で言った。

　アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野の。

　容よう姿しだけに着目すれば、誰だれが見ても文もん句くの付け様の無い美少女である。

　その印象を動物に喩たとえればシャム猫ねこであろうか。後頭部で二条じように束ねられた赤毛キヤロテイからすれば兎うさぎに喩える事も出来るだろう──肉食の兎が居いればの話だが。やや吊つり上がり気味の気の強そうな瞳ひとみは、断だんじて臆おく病びような草食動物のそれではない。

　日本人の父とポーランド人の母を持つ日につ系けい二世の女子高生──というのは彼女の表の顔。

　裏うらの顔は文部科学省陰おん陽みよう課かという非ひ公開機関の派遣処理員エージエント、正せい確かくにはその見習いである。

　彼女の任にん務むは学校関連の霊れい障しようの調ちよう査さと駆く除じよ。

　だが──

「ああ──そうでした。いけませんね」

　彼女のすぐ側そばでそう言うのは、一匹ぴきの栗リ鼠スであった。

　どの角度からどう見ても完全無欠に平へい凡ぼんなシマリスなのだが、それは世間一いつ般ぱんの常じよう識しきに真っ向から反して滔とう々とうと日本語を操あやつっていた。

「報告はきちんと記録せねば。『──詳細構わず取り込んでしまい、実力不足の間ま抜ぬけな陰陽課員も取り込まれた挙げ句くに強きよう制せい的に生徒にさせられてしまったのでした。めでたしめでたし』」

「…………」

　可愛かわいらしい顔に険けん悪あくな表ひよう情じようを浮うかべてアグニエシカはその栗リ鼠スを──彼女の使い魔まヒムリールを睨にらみ据すえた。

　一いち応おう、形式的には彼女の従じゆう卒そつという立場なのだが、このシマリスモドキは元々アグニエシカの師し匠しようの式しき神がみで、現げん在ざいは便べん宜ぎ的にアグニエシカに貸かし出されている状じよう態たいだ。言ってみれば出向社員の様なもので、『仮かりの主あるじ』たるアグニエシカへの忠ちゆう誠せいやら畏い敬けいなど元から望める筈はずも無く──それどころか半人前の陰陽課員である彼女を小こ馬ば鹿かにした様な言動が目立つ。

「……ところで」

　何ど処こか遠えん慮りよがちにかかった声にアグニエシカとヒムリールは振ふり返った。

　彼女達が居いるのは問題の鈴乃宮学園校舎の一いつ角かく──『壱いち年参組』の教室である。

　もっとも現在この鈴乃宮学園には、生徒と呼よべる存そん在ざいは人間も人間以外も全部ひっくるめて十名も居ないので、学級分けにはあまり意味が無い。この教室も『壱年参組』と彫ほられた木もく製せいプレートが部屋の出入り口に取り付けられているからそう呼ばれているに過すぎない。

　まあそれはともかく。

　やや懐古レトロ趣味漂ただよう木もく造ぞうの教室──その真ん中、木もく製せいの机つくえの上に腰こし掛かけながら所在なげに脚あしをぶらぶらさせている少年が一人。

　容姿そのものにはさして特とく徴ちようは無い。可かもなく不可も無し──という感じだ。強しいて言えば少し線が細くて中ちゆう性せい的な雰ふん囲い気きではあるが、昨今では珍めずらしくもないだろう。

　一見して分かる特徴といえば、首から下げたヘッドフォン型メモリーオーディオと左手に紐ひもで巻まき付けている御お守まもりと、そして手にした旧ふるいカメラくらいのもので──いずれも彼自身の肉体に属ぞくするものではない。

　少年の名は長なが居い優ゆう樹きという。

　アグニエシカと同じくこの幽霊学園に取り込まれた人間であり──現時点で『鈴乃宮学園唯ゆい一いつの生きた男子生徒』なんだそうである。

「結局……僕に何の用？」

　彼がそう尋たずねてくるのも無理は無い。

　何しろのんびりと廊ろう下かを歩いていた彼の襟えり首くびを摑つかんで、拉ら致ち同然にこの教室まで引きずってきたのはアグニエシカである。

「協力して欲ほしいのよ」

　アグニエシカは言った。

「協力……？」

「私はね──こう見えても普ふ通つうの高校生じゃないのよ」

「そりゃそうだろうけど」

　と優樹はヒムリールの方を見ながら言う。

「文部科学省陰陽課の派遣処理員エージエント──まあぶっちゃけ教育現場における霊的トラブルを解決する為ために遣つかわされる特とく殊しゆ技ぎ能のう者しやよ」

「半人前なのですがね」

　と補ほ足そくするヒムリールに向かって無言で空手チョップをかますアグニエシカ。

　喋しやべるリスは事も無げにその一いち撃げきをかわすと、続く動作で八はつ艘そう跳とびの様にひょいひょいと並ぶ机の上を渡わたって優樹の頭の上に乗っかった。

「とにかく」

　アグニエシカは優樹を睨みながら──まあ実じつ際さいには優樹の頭の上のヒムリールを睨んでいるのだろうが──言った。

「私は専せん門もん家よ。幽ゆう霊れい学校に取り込まれました、出られません、で諦あきらめたりはしないの」

「ははあ……」

「そういう訳わけで長居君には色々と協力して貰もらいたいのよ。そう──例えばあの学校幽霊の弱点とか知らない？」

「……はあ？」

　意外な事を言われた──といった表情で優樹は声を漏もらす。だがアグニエシカは苛いら立だたしげに言葉を重ねた。

「はあ？　じゃないでしょ。君は生きた人間なんでしょ？　帰りたくないの？」

「……そりゃ帰れるに越こした事は無いけどさ。帰れないから此こ処こに居いる訳わけで」

　優樹は首を傾かしげながら言った。

「何処まで行っても果ては無いって話だよ？　実じつ際さい、僕も一度自転車で三日ほどぶっ通しで真まっ直すぐ走ってみたけど、ただ白い平面が続くばっかりで何も無かったし」

「結界になってんでしょ。元々が擬ぎ似じ的な空間だから出口も果ても設せつ定ていしてやらないと存在しないわよ」

「じゃあやっぱり出られない訳で」

「だ！　か！　ら！」

　アグニエシカは暴ぼう発はつ寸すん前ぜんの口調で言う。

「それはあの学校幽霊が──詩し月づきとか言ったっけ？　とにかくあいつが結界敷しいてるからでしょ！　だったらあいつをぶっ倒たおせば万ばん事じ解かい決けつよ！」

「……見事なまでに粗そ暴ぼうな短たん絡らく思考です我わが主あるじ」

「やかましいっ！」

　アグニエシカが怒ど鳴なる。

「この結界強度から鈴乃宮詩月の霊力総そう量りようや霊子結合度を推すい測そくするに、たとえ装そう備びを全部使っても貴女あなたの力で此こ処こから脱だつ出しゆつ出来る可か能のう性せいは低いですが」

「可能性──零ゼロって訳じゃないでしょ。やってみないと分からないじゃん。この間はいきなりだったからちょっとびっくりしたけど、今度はそうはいかないよ」

　言いながらアグニエシカは机の上に載のせてあった旅行鞄かばんを開く。

　どうやって──と他ひ人とが見たら首を傾かしげる位に色々な品がそこには詰つめられていた。

　普通の女の子が旅行鞄に詰め込みそうなものは一通り揃そろっている。換かえの下着。靴くつ下した。コスメ用品を詰めたバッグ。雑ざつ誌し。ドライヤー。携けい帯たい電話の充じゆう電でん器き──とまあここまでは驚おどろくに値あたいしない。携帯端末と小型モバイルプリンタも……まあ珍めずらしいとはいえ常じよう識しきの範はん囲い内だろう。

　しかし……一いつ般ぱん人じんの目からすれば意味不明や誤ご解かい必ひつ至しの代しろ物ものも同じ位に詰め込まれているのだ。

　古式ゆかしい太たい極きよく図ずや式しき盤ばん、あるいは独とつ鈷こ杵しよは、ゲームだの映えい画がだので見た事が在ある人間も居るだろう。無む論ろん、陰おん陽みよう師じの道具である処ところの式盤と、密みつ教きよう系けい滅めつ魔ま武ぶ具ぐである処の独鈷杵が同じ鞄に入っている事自体が無む茶ちや苦く茶ちやというか無む節せつ操そうなのだが、それはさておき──アグニエシカの『装備』はそれだけではなかった。

　例えばクリップで留とめられた簡易呪式符スペル・カードの束。例えば革かわ製せいホルスターに入った拳銃型高速祈禱器マニ・ピストル。高密度呪符陣コンデンスド・サークルを描かくための小型液えき晶しようパネル……等々。

　だがその中でも極きわめつけに目立つのはやはり彼女の『戦せん闘とう服ふく』だろう。

　裏うら地じに各種防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんを顕けん微び鏡きようレベルで印いん刷さつしあるいは刺し繡しゆうした上、七種の霊液によって染そめられた彼女専せん用ようの対霊戦闘用装しよう束ぞく。古今東西の霊的技ぎ術じゆつに、現げん代だい日本の誇ほこる細密工業加工技術と縫ほう製せい技術が、高い次元で融ゆう和わした驚きよう異いの対霊戦闘装備──の筈はずなのだが、素人しろうと目めにはとてもそうは見えない処が難なん点てんと言えば難点だ。

　基き本ほん的には赤と白を基調にした和服調の構こう造ぞうをしている。巫み女こ服ふくと振ふり袖そでを足して割わった様な印象で──どう見てもこれを着て歩くとトチ狂くるった巫女さんか、何処かの動画アニメヒロインのコスプレをしているオタク少女にしか見えないのである。

　それはさておき──

「今回は完全装備で行くからね」

　言いながらアグニエシカはその対霊戦闘装束を机つくえの上に広げる。

「まあ気持ちは分からないでもないけど」

　と優樹。

「この学校も慣なれるとそんなに悪い処じゃないよ。なんて言うか……ちょっと変な処は在るけどさ」

「悪いけど学校そのものが嫌きらいなの、私」

「うーん」

　何やら憐あわれむ様な──というか明らかに『ちょっと前までの自分』を見る者特有の、余よ裕ゆう含ぶくみの憐れみに満ちた眼めで、彼はアグニエシカを見つめて言った。

「やっぱり……根こん拠きよはないけど、何となく駄だ目めっぽい気がするなあ」

「やかましいこの敗北主しゆ義ぎ者しやッ！」

　アグニエシカは優樹に人差し指を突つき付けて喚わめいた。

「申し訳わけありません長居殿どの。どうにも躾しつけが行き届とどいておりませんで。使い魔としては恥はずかしい限かぎり──」

「でも気持ちは分からないでもないかな」

「やかましい──和なごむなっ‼」

　言ってから、アグニエシカは戦闘装束に着き替がえるべく、腋わきに手を回して制せい服ふくのジッパーを下げる。此こ処こに来た当日に着ていた私服はどたばた騒さわぎのせいで汚よごれてしまったので、仕方なくアグニエシカはこの鈴乃宮学園の制服を着ているのだが……

「全くヒムリールも君も、役立たずっていうか緊きん張ちよう感かんに欠けて──」

　アグニエシカは、袖から腕うでを抜ぬきながらそんな事をぶつぶつと呟つぶやき……

「…………」

「…………」

　そこではたと止まる。

「長居殿」

　リスに擬ぎ態たいした使い魔は、服を脱ぬぎかけで固まっているアグニエシカを──ジッパーを開ききった制服の隙すき間まから、黒いスポーツブラが見えてたりする──眺ながめつつ、やっぱり呆ぼう然ぜんと固まっている優樹に声を掛かけた。

「申し訳ありません。もう少し我が主も発育が良ければ貴き殿でんの目を楽しませる事も出来たでしょうに──いやはや」

「あ、いや、あの、いや、気にしないで、というかその」

「寛かん容ようなお言葉痛いたみ入ります」

　とか何とかやっている優樹とヒムリールを、何ど処こか壊こわれた人形の様な動作でぎぎぎ──と振り返り。

「でてけ──っ‼」

　アグニエシカは喚いた。
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　──学校にはあまり良い想おもい出が無い。




　窓まどから差し込こむ茜あかね色いろの光が全すべてを気け怠だるい色合いに染そめ上げている。

「…………」

　夕ゆう暮ぐれ時の教室の片かた隅すみでアグニエシカは独ひとり立ち尽つくしていた。

　他ほかに人ひと影かげは無い。静まりかえった教室の中で、赤毛キヤロテイの少女はまるで情じよう景けいの一部であるかの様にじっと佇たたずんでいる。

　彼女の眼めに映うつっているのは一つの机だ。

　教室に幾いくつも並ならんでいる他の机と基本的には同じものだ。何の変へん哲てつも無い机である──その表面に油ゆ性せいマジックで書き込まれた文字さえ無ければ。

『化け物』

　そんな一語が大きく書き殴なぐってある。

　アグニエシカはまるで呆あきれたかの様に短く溜ため息をつく。

　そして──

「…………」

　いきなり彼女はその机を思いっきり蹴け飛とばした。

　派は手でな音を立てて机が──椅い子すや他の机を二つ三つ巻まき込んで転がる。だがそれだけではアグニエシカは飽あきたらず、他の机をも蹴飛ばし、手当たり次し第だいに次々と椅子を摑つかんでは滅め茶ちや苦く茶ちやに投げまくった。あるいは両手で背せもたれを摑んで窓まど硝子ガラスを叩たたき割わった。

　きらきらと夕日に煌きらめきながら硝子の破は片へんが空中に舞まう。

　何処かで誰だれかが何か叫さけんでいる声も聞こえたが──赤毛の少女は構かまわず無言でロッカーを蹴り、掲けい示じ板ばんの紙を破やぶき、教室の中で目に付く全てを蹂じゆう躙りんし尽くしていった。

　怒いかりに歪ゆがんだ表情で。

　でも瞳ひとみを潤うるませながら。

　そして……

　その日教室の一つを修しゆう復ふく不ふ可か能のうな程ほどに損そん壊かいさせたアグニエシカは、高校生になって七度目の退たい学がくを言い渡わたされる事となった。
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　頭の上にヒムリールを乗せて鈴乃宮学園の廊ろう下かをのんびり歩きながら──優樹は小さく溜め息をついた。

「……気持ちは分かるんだけどねえ」

「申し訳わけありません」

　ヒムリールは言った。

「我わが主あるじは必死なのですよ」

「そりゃ見れば分かるけども」

「いえ。彼女が必死になっているのは、此こ処こから出る事に──ではありません」

「……ん？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる優樹。

　ひょいと彼の頭から肩かたに飛び降おりながらヒムリールは言った。

「彼女は陰おん陽みよう師じです」

「それは聞いたけど」

「陰陽師としてのプライドというものがあります故ゆえ──特に彼女は色々とありますので。やはり自分が陰陽師として役立たずであると認みとめたくないのでしょう」

「役立たずかどうかは知らないけど……なんか大変だね。凡ぼん人じんは気楽でいいよ」

「……凡人……ですか？」

　ヒムリールは優樹を見下ろしながら呟つぶやく。

「……なに？」

「いえ別に」

　そう言うと──人語を喋しやべるリスは、もう話題に興きよう味みを無くした様子で毛け繕づくろいを始めた。
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　装そう備び一式を身に着けるとアグニエシカは大きく深しん呼こ吸きゆうした。

　触しよく媒ばいや収しゆう束そく媒体たる術じゆつ具ぐ無しには、まともに術を使う事も出来ない半人前の陰陽課員の彼女だが……逆ぎやくに言えば装備さえ万ばん全ぜんなら、それなりの力を発はつ揮きする事が出来る。何といってもアグニエシカの場合は、霊力の容よう量りようだけは並なみ外はずれているのだ。多少効こう率りつが悪くても関係が無い。きちんとその有り余あまる霊れい力りよくを放出する為ための『経けい路ろ』を与あたえてやれば良いのだ。

　今回はまさかこんな事になるとは思っていなかったので、そう強力な装備は持ってきていなかったが、弱小の装備でもとにかくかき集めれば、それなりに安心は出来る。試験前日に参考書を何なん冊さつか買って机つくえの上に並ならべれば、勉強した気になれるのと同じ様な錯さつ覚かくかもしれないが。

　とにかく。

　前回の醜しゆう態たいを帳消しにするのだ。あんなのは無しだ。ノーカンだ。在あってはならないのだ。今度は無様に逃にげ回るだけではないアグニエシカ・グラバルティック・阿倍野を連中に見せつけてやるのだ。

　彼女の──本当の実力というものを。

「見てなさいよ──」

　と呟いて気を引き締しめるアグニエシカ。

　そのすぐ側そばで──

「うわあうわあ」

「なんかすごいねえ」

「和服だよう」

「和服だねえ」

「でもなんかちょっとエッチだよう」

「肩かた出てるしねえ。あ。下もミニだし」

　はしゃいだ様に会話する声が二人分。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、ぎくりと凍こおりついてから、ゆっくりと振ふり返ると──そこには二人の少女の人ひと影かげが在った。

　一人は詩月。鈴乃宮詩月。この幽ゆう霊れい学園に宿った霊れい格かくが人の姿すがたを採とったもの──いわば付つく喪も神がみの一種だ。

　こちらはその素す性じようはともかくとして、長い黒くろ髪かみ、大きな黒こく瞳どう、そして何ど処こか古めかしい黒のセーラー服と、まあ未まだ常識的な外見をしてはいる。

　しかし──

「なんか漫まん画がの主人公みたいだよぅ」

　と遠えん慮りよ会え釈しやくなくアグニエシカの戦せん闘とう装しよう束ぞくを指差してそんな感想を宣のたまっているのは、自分こそ漫画の中から抜ぬけ出してきたかの様な姿をした少女だった。

　具体的には、ごくごく普ふ通つうの小こ柄がらな少女の姿に、狐きつねの耳と尻尾しつぽなどという異い常じようにして余よ計けいな代しろ物ものが附ふ属ぞくしているのである。他の部分は普通の女の子の姿をしているだけに、その異常な部分がやけに目立つ。

「私もあんな服着たいな」

「駄だ目めだよ紅葉もみじ。校こう則そく違い反はんだよ」

　と、何い時つの間に何処から生えたのか、狐きつね耳みみ少女──紅葉と詩月はアグニエシカのすぐ隣となりでくっちゃべっている。

「…………」

　とりあえず何か言おうとして──アグニエシカは黙だまり込んだ。幽霊だの妖よう怪かいだのと対話は無用。ただ覆ふく滅めつあるのみ。

　なのだが──

「ねえねえそれ何の衣い装しよう？　何の衣装？」

　と眼めを輝かがやかせて尋たずねてくる詩月や、『うわあうわあ』とか『可愛い服だよぅ』とか言いながらぺたぺた戦闘装束を触さわってくる紅葉を見ていると、気力が萎なえる。何というか自分一人が大おお真ま面じ目めに戦闘準じゆん備びを整えているのがアホみたいである。

「でもさ。やっぱこういうのは校則違反だからね？　きちんと制せい服ふく着て貰もらわないと。あ、でも寮りようでは着てていいから」

「帯も綺き麗れいだよぅ」

　だが──

「でえい、触るなっ‼」

　叫さけんで後方に跳とび下がる。

　ついでに腰こし帯おびの裏うら側がわにクリップで留とめておいたホルスターから愛用の拳銃型高速祈禱器マニ・ピストル〈弓ゆみ姫ひめ〉を抜いて構かまえる。

　グリップを握にぎるとスイッチが入り、回転弾倉リボルバー式拳けん銃じゆうそっくりの形けい状じようをしたフレームの真ん中で、即ア顕タ型ツ攻ク撃・用ス呪ペ法ルを刻きざんだ祈禱車スペルドラムがバネの弾はじける音と共に回転を始めた。この高速祈禱器マニ・ピストルは、一秒間に祈禱車を四回転させ、最大六発までの即顕型攻撃用呪法を充じゆう塡てん出来る。文部科学省陰おん陽みよう課かが開発した呪じゆ術じゆつ武ぶ装そうの一種であった。

「鈴乃宮詩月」

「なに？」

「あんたを倒たおす！」

「…………」

　いきなり拳銃──もとい〈弓姫〉を向けられて詩月は困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべていたが、ふと何か得心した様子で言った。

「ひょっとして入学したときに脅おどかしたの根に持ってる？」

「違ちがう‼　っていうか私は入学した覚えは無いっ‼」

「え？　そうなの？　じゃあ──」

　本気っぽい仕草と表情で首を傾かしげる詩月。

　そのまま固まる事、約三十秒。

　アグニエシカが間抜けにも『ひょっとしてわざわざ相手の台詞せりふ待ってなくてもこのまま打てばいいんじゃないだろうか』という考えにようやく思い至いたった時、詩月は表情を輝かせて頷うなずいた。

「そっか、そういう設せつ定ていなんだね⁉」

「なにがよッ⁉」

「学園ものにはつきものよね？　好こう敵てき手しゆ！」

　詩月は何度も何度も頷いている。

「宿命の好敵手！　互たがいに惹ひかれ合いながらも運命に導みちびかれ争う二人！」

「惹かれてないわよっ！」

　と──叫ぶアグニエシカの言葉なんぞはまるで聞く様子もなく、詩月はうっとりとした表情を浮かべて言った。

「ああ……嫌きらいじゃないかも。っていうか結けつ構こう萌もえる状況シチユエーシヨンよね⁉」

「萌えるよう、萌えるよう」

　意味が分かっているのかいないのか、ぱたぱたと尻尾を振ふりながら、何やら万ばん歳ざいしている紅葉。







[image: ]







「分かったわ。アグニちゃん、私は今日から貴女あなたの宿命のライバルよ！」

　と拳こぶしを握りしめて、よく聞けば明らかにおかしな台詞を宣のたまう詩月に向けて──

「……やかましいわっ‼」

　アグニエシカは喚わめいて引き金を引いた。
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　春はる香かと夏なつ輝きと秋あき菜なと冬ふゆ美み。

　彼女等はいつも四人一いつ緒しよの女学生である。

　姉し妹まいの様でいて姉妹でない存そん在ざい。元々鈴乃宮学園に疎そ開かいしてきて死んだ女生徒達の魂たましいを繫つなぎ合わせて作られた霊れい的てきな『フランケンシュタインの怪かい物ぶつ』である少女達。

　彼女等は、髪かみ型がたやら細かい仕草は無む論ろん違うのだが、顔立ちや体型は親類でもない癖くせに妙みように似に通かよった部分がある。これは単に彼女等を創つくり出した詩月の癖くせなのか、あるいは母体となった女生徒達に元々存在した共通項なのかは分からない。だが表出的な個こ性せいとは別に、根こん幹かん的な部分で彼女等はよく似た雰ふん囲い気きを備そなえていた──まるで本物の姉妹の様に。

　この為、彼女等をひとまとめにして呼よぶ場合は四季少女シーズン・シスターズという長居優樹発案の呼こ称しようがよく使われる。

　アグニエシカの『入学』の際さいに彼女を追い回していた幽ゆう霊れい少女達が、この四季シスターズだ。幽霊の世間一いつ般ぱんのイメージを真っ向から裏うら切ぎるかの様に、明るく闊かつ達たつな少女達であるが、どうにも人間形けい態たいの結合度が甘あまく、何ど処こかの作りかけの機動兵器の様に、手やら足やら首やらがやたら簡かん単たんに外れたりもする。

　要するに明めい朗ろう快かい活かつ・散歩するスプラッタ映えい画が──それが彼女達である。

　それはさておき。

「そういえばさあ。あの新入りの子」

「えと。アグニちゃんだっけ？」

「うん。なんか変わった感じの子だね」

「優樹君が来た時も一ひと悶もん着ちやくあったけど」

「あー……。あるかもねえ」

　などと言いながら校こう舎しやの中を歩いて階かい段だんの辺りにさしかかる四季シスターズ。

　そこへ──

「こんのおおおおおおおおおおっ⁉」

「きゃはははははははははははは‼」

　階段の下の方から爆ばく発はつと共に──というかまるで爆風に吹ふき上げられるかの様に、詩月と紅葉が飛び出してくる。霊的な爆風故ゆえに、熱も衝しよう撃げきも全すべて仮か想そう的──霊力が拡かく散さんしきれば噓うその様に消えてしまうが、瞬しゆん間かん的な破は壊かい力りよくは通つう常じようの爆発と大差無い。

　轟ごう！　と音を立てて熱風が四季少女達の髪を揺ゆらした。

「──え？　なに？」

　思わず顔を見合わせる四季少女達。

　彼女等の横をまるで転がる様にして詩月と紅葉が駆かけ抜ぬけていく。

　そして──

「ちょこまかと逃にげるなあっ‼」

　更さらに爆発の向こう側から、振ふり袖そでと巫み女こ服ふくを足して割わって更に風ふう俗ぞく味みを加味したよーな露ろ出しゆつ度どの高い衣い装しようをまとい、何やら拳けん銃じゆうの様なものを構かまえて突つっ込こんでくるアグニエシカ。

　彼女は振り袖の中から数すう枚まいのカードを取り出すと、詩月達に向かって投げる。

　何やら漢字なのか図形なのかよく分からないものが印いん刷さつされたカードは詩月達をかすめ、すかかかかっと音を立てながら四季シスターズの足あし下もとに突き刺ささった。

「なに？　なになに？」

「気をつけて、意外と危あぶないよ？」

　と走り去りながら詩月。

　まあ床ゆかに突き刺さっている時点で意外もくそも充じゆう分ぶん以上に危ないのだが。

「待ちなさいっつってんでしょうがっ‼」

　喚きながらアグニエシカが拳銃の様なものを突き出す。

「──‼」

　まずい、と本ほん能のう的というか霊感的というか、とにかくそんなものを感じた四季シスターズはそこから逃げようとして──動けない事に気付いた。

　だがさすがに、彼女等の足下で先さき程ほどアグニエシカが投げたカードが鈍にぶい光を放っている事にまでは気付く余よ裕ゆうもなく……

　爆発。

　衝しよう撃げきと火か炎えんが四季シスターズを吹っ飛ばす。

　当然ながら結合の甘い彼女等は見事にばらばらに分ぶん解かいされて床に散らばった。

　腕うでとか。脚あしとか。首とか。胴どうとか。それ以外とか。

　だが頭に血が上っているらしいアグニエシカは床の上に転がる少女達の部分品など見向きもせずに、そのまま階段を駆け上がり、詩月達を追って廊ろう下かを走っていった。

　そして。

「──ああびっくりした」

　何も知らない者が見たら、それこそびっくりして腰こしを抜かしそうな状じよう態たいで冬美の生首が言う。その横には脳のうみそと眼がん球きゆうをはみ出させて見るからに『死体！』と言わんばかりの様相の夏輝がうんうんと頷うなずいていた。

　子こ供どもが見たらきっと泣いちゃうだろう。

　だが──

「ふと思ったけど」

　上半身だけで階段に引っかかっている秋菜が言った。下半身は反対側の壁かべ際ぎわに転がっている。

「なによ？」

「誰だれか五体満足で動ける子いる？」

「私駄だ目め。両足吹っ飛んじゃった」

「私も。下半身どこいったかなあ」

「うーん。困こまったなあ」

「なにが？」

「誰か通りかかるまで、私らこのまま？」

「………………」

「おーい。優樹くーん。小さ竹さ乃のさーん。ネレちゃーん。誰かー。誰でもいいからー」

　結局、四季少女達シーズン・シスターズは優樹が通りがかり、顔を引きつらせながら『部品』をかき集めるまで、そのままだったりした。




　　　　●　●　●




　走る。走る。走る。

　詩月と紅葉を追い掛かけて校舎の中をアグニエシカは駆け抜ける。

　どかんどかんと呪じゆ術じゆつによる爆発をあちこちに撒まき散らし、派は手でに各種呪じゆ符ふをばらまき、拳銃型高速祈禱器マニ・ピストル〈弓ゆみ姫ひめ〉で呪術式を打ちまくり──

「こおおおおのおおおおおおおおおっ‼」

　──しかし地の利は相手にある為ためか、どれもこれもかすりもしない。

　でもって。

「はあっ……はあっ……はあっ……」

　己おのれの膝ひざの上に手をつきながら荒あらい息を繰くり返すアグニエシカ。

　戦いの場は校庭へと移うつっていた。

　校庭の真ん中では腕を組んだ詩月と、その隣となりでにこにこ笑っている紅葉の姿すがたが在ある。

「どうしたのアグニ？　貴女あなたの力はそんなものなの？」

　とか言いながらついでに『おほほほ』とか付け加えたりする。

「うわー。詩月ちゃん、『底意地悪いように見えて実は主人公の事を誰よりも認みとめて心配している先せん輩ぱい』みたいだよぅ」

「ふふふ。日ひ頃ごろの勉強の成果ね。縦たてロールがないのがちょっと寂さびしいけど」

　と詩月。

　何の勉強をしてるのかと問いつめたくなったが、呼こ吸きゆうが乱みだれて声も出ないアグニエシカであった。

　まあよく考えれば相手は幽ゆう霊れいで、しかもこの鈴乃宮学園の校こう舎しやの一部である訳わけで、そんな相手と駆けっこして生身のアグニエシカが勝てる筈はずがないのである。

「……この……」

　アグニエシカは息も絶たえ絶だえに毒づきながら振ふり袖そでの中を探さぐる。だが既すでに入れておいた符は全すべて使い切っており、他の装そう備びも使い切るか、途と中ちゆうで落とすかしてしまったのか、文字通りに彼女の持ち札は無くなってしまっていた。

　後は──右手の高速祈禱器のみ。

　だが──

「…………」

　ちらりと手の中の高速祈禱器に視し線せんを落として舌した打うちするアグニエシカ。〈弓姫〉の祈禱車スペルドラム部分の一部に紅あかい線が浮うかび上がっていた。

　祈禱車はあまり短時間に連続して酷こく使しすると『ソドム効こう果か』と呼よばれる劣れつ化か現げん象しようを生じ、分子結合が緩ゆるんで崩ほう壊かいする。紅い線は『そろそろ限げん界かいですよ』という印である。勢いきおい余あまって即ア顕タ型ツ攻ク撃・用ス呪ペ法ルを乱らん発ぱつしまくった結果、使用限界が来てしまったのだ。呪的修しゆう繕ぜん作業をせずにこれ以上撃うったら〈弓姫〉が今後使い物にならなくなる可か能のう性せいがあった。

〈弓姫〉をホルスターに戻もどすと、アグニエシカは詩月をにらみつける。

　手持ちの呪術武ぶ装そうといえば後は──

「──肉にく弾だん戦せんあるのみ」

　ぱん！　と両手を打ち合わせてから戦せん闘とう用装しよう束ぞくを──文部科学省陰おん陽みよう課か謹きん製せい戦闘装束の内部に文字通り織おり込まれた機能を起動する為の暗号鍵キイワードを詠えい唱しよう。

「我わが身は鎧よろいなり。我が身は剣けんなり。魔まに逢おうては魔を滅めつし、妖ように逢うては妖を討うつ。これをして我が使命と覚えるものなり！」

　ぶんっ！　と羽虫の様な音が響ひびくとアグニエシカの衣装がゆらりと風を孕はらんだかの様に膨ふくれあがり、彼女の姿が陽炎かげろうの様に歪ゆがむ。

　まるで半はん透とう明めいの何かが彼女の上に覆おおい被かぶさるかの様に──アグニエシカの周囲の空間だけが人型に、微び妙みような歪ゆがみを見せていた。

　呪術式戦闘強化装束〈拳こぶし姫ひめ〉。

　効こう果か時間約三分の間──アグニエシカは鬼き神じんの如ごとき格かく闘とう能力と人間に数倍する膂りよ力りよくを得る事になる。本来、使用にはヒムリールの承しよう認にんが要いるが、今いま更さらそんなものを取っている余よ裕ゆうなど無かった。

「覚かく悟ご──」

　と叫さけんで詩月達を見み据すえると──

「じゃあ今度はこっちから」

　と詩月が言う。

　彼女の前に立った狐きつね少女──紅葉がにっこり笑うと何かを抱かかえる様に両手を広げる。

　そして──

「…………⁉」

　空間に突とつ如じよとして湧わき出る火の玉が、一つ、二つ、三つ、四つ──

「狐火ッ⁉」

　愕がく然ぜんと叫ぶアグニエシカににたりと笑うと詩月は彼女を指差して叫んだ。

「紅葉もみじ砲ほう発はつ射しや！」

「発射だよぅ！」

　紅葉の楽しそうな声と同時に──狐火がどかどかと続けざまにアグニエシカの下もとにぶち込まれて爆ばく発はつした。
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「……何やってんだ⁉」

　校舎の窓まどから校庭に炸さく裂れつしまくる爆発を眺ながめて優樹は呻うめく様に言った。

「あれは狐火ですな」

「……紅葉か」

　狐の変へん化げである紅葉は特とく殊しゆな霊れい能のう力りよくとして狐火と呼ばれる炎ほのおの塊かたまりを作り出す事が出来るのだ。さすがにそれが爆ばく裂れつするとは優樹も知らなかったが。

「止めないと！」

「まあ我わが主あるじは高い防ぼう御ぎよ力りよくの衣装を着ていますから生命に別べつ状じようは無いかと思いますが」

「いやでも。そういう問題じゃないでしょ。止めないと──」

「あれを？」

「…………」

　もうもうと舞まい上がる粉ふん塵じん。閃ひらめく閃せん光こう。唸うなる熱風。

　まるで何ど処こかの戦争映えい画がの様な状じよう態たいになっている校庭を優樹は束つかの間眺め──

「……もうちょっと収おさまってから行こうか」

「賢けん明めいな判断です」

　ヒムリールは言った。
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　次々に着ちやく弾だんする狐火攻こう撃げきの前に──しかしアグニエシカは決して屈くつしていなかった。

「ぐぎぎぎぎぎぎぎ…………」

　次々に叩たたき込こまれる火か炎えんと衝しよう撃げき。それに叩きのめされてふらふらになりながらも、しかしアグニエシカは逃にげようとはしなかった。かわそうとすらしない。真正面から狐火を受け、〈拳姫〉の防ぼう御ぎよ霊れい力りき場ばに自分の霊力のありったけを注ぎ込んで一歩一歩、濃のう密みつな火炎と衝撃の領りよう域いきをかき分ける様にして無む理り矢や理り進んでいく。

　熱い。痛いたい。

　意い識しきが混こん濁だくする。

　しかし──

「こん……な……程てい度どッ……！」

　呟つぶやきながらアグニエシカは前に出る。

　逃げてはならない。

　負けてはならない。

　アグニエシカはまるで呪じゆ文もんの様に自分自身にそう言い聞かせていた。

　嗚あ呼あ。

　自分はどうしてこんなにムキになっているのだろう……？

　ふとそんな疑ぎ問もんが脳のう裏りを過よぎる。

（決まってる）

　脳裏でもう一人の彼女が自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべて言った。

（此こ処こで負けたり逃げたりしたらもう後が無いからよ）

　アグニエシカは普ふ通つうの女子高校生としては生きていけない。生きていく場所が無い。彼女にはそんな普通の世界には居い場ば所しよが無い。

　しかし……陰おん陽みよう師じや退たい魔ま師しとして生きるにしても彼女の能力は色々な意味で中ちゆう途と半はん端ぱだ。

　年ねん齢れい的な問題も在あって、彼女は今の処ところ、陰陽課では準じゆん構こう成せい員いん扱あつかいを受けている。

　だから彼女は早く自分が一人前であると証しよう明めいする必要が在った。実力が足りているかいないかは問題ではない。一人前でなければ居場所が無い。普通の女子高校生としては生きていけず、もし陰陽師としてさえ役立たずの烙らく印いんを押おされて追い出される位なら……死んだ方がマシだ。

　だから──

「…………」

　意識が揺ゆらぐ。

　逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けてはならない。逃げてはならない。負けては──

　ぐらりと倒たおれそうになるアグニエシカ。

　そんな追い詰つめられた彼女の中で──一つのスイッチが入った。
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「だあああああああああああああああッ！」

　叫さけびと同時に──狐きつね火びのそれに数倍する爆裂が発生。

　狐火は無む論ろん、調子に乗ってそれを投げ込みまくっていた紅葉や詩月さえもが衝撃で吹ふっ飛ばされて、ころん、と校庭に転がる。

「──びっくり」

　眼めをぱちくりさせて呟く詩月。

　校庭に波は紋もん状じようの跡あとが刻きざまれ、その真ん中に両りよう肩かたで息をしながら立つアグニエシカの姿すがたが在った。

　ヒステリック・ブラスト──霊れい力りよくの暴ぼう走そうによる爆ばく発はつ現げん象しよう。

　本来は感かん情じようやある種の条じよう件けん下かで自分の霊力を制せい御ぎよしきれなくなった挙げ句くに起こしてしまう、アグニエシカの悪あく癖へきの一つであるが……今回に限かぎっては狐火の攻撃を一気に相そう殺さいする効果を発はつ揮きした様だった。油田火か災さいを爆薬を使って鎮ちん火かするのと同じ様な理り屈くつである。

　でもって──

「んぎぎぎぎぎぎ……」

　ずりずりと脱ぬげかけの戦せん闘とう装しよう束ぞくを引きずりながら幽ゆう鬼きの如ごとく詩月達に向けて歩いてくるアグニエシカ。とんでもない執しゆう念ねんである。地じ獄ごくの鬼おにでも今の彼女を見れば二の足を踏ふむかもしれない。

　だが──

「うわー。凄すごい凄い」

　詩月はただただ感心した様子で言う。

　アグニエシカはしかし黙だまって詩月に近付くと、その右手を拳こぶしの形に──

「面おも白しろかったね」

　何の邪じや気きも無い一言。

　アグニエシカの振ふり上げられた拳がぴたりと止まった。

　そのまま詩月はにこにこしながらアグニエシカを見つめていたが──しかし陰陽課の少女が黙だまっていると、急に不安そうな表情を浮うかべて尋たずねてきた。

「アグニちゃん面白くなかった？」

「…………」

　アグニエシカの表情に、虚きよ脱だつしたかの様な一いつ瞬しゆんの空白が浮かび……やがてゆっくりと泣き笑いの様なものが混まじる。

　だが詩月はその意味が分からない。

「なに？　どーしたの？」

「なになに？」

　紅葉も不思議そうな表情でアグニエシカの顔をのぞき込む。

　振り上げた拳をそのまま突つき出せばどっちかは殴なぐれそうな距きよ離りではある。

　だが──

「…………」

「はい。そこまで」

　言って割わり込んできたのは優樹であった。ついでに言えば彼の肩にはヒムリールも乗っかっている。

　優樹がアグニエシカを羽は交がい締じめにすると、彼女はそのままずるりと糸の切れた操あやつり人形の様に優樹の腕うでにぶら下がってしまった。どうやら精せい根こん尽つき果ててしまったらしい。

「……なんだかなあ」

　溜ため息をついて優樹はそのままアグニエシカを地面に座すわらせる。

「詩月。タチの悪いからかい方は止やめろって言ったろ？」

「えー？　からかってないよ。ねえ？」

　頷うなずき合う詩月と紅葉。

「じゃあ何してたんだよ？」

「宿命の対決ごっこ」

「…………」

「あ？　優樹信じてないでしょ？　でもやり始めたのはアグニちゃんだよ？　ねえ？」

「うん」

「…………」

　優樹は同情──というか憐あわれみ満まん載さいの眼めでへたり込んでいるアグニエシカを眺ながめる。

　詩月達は遊んでいる積もりでもアグニエシカは半ば以上本気だったろう。

　本気でぶちのめす積もりでかかっていって、その結果『面白かったね』と言われては立つ瀬せがない。特に詩月や紅葉の場合は本気で邪気無くそういう事を言うので──敵てき意い満載で相対していたアグニエシカとしては、精神力がごっそり減へったに違ちがいない。

「……可哀かわい想そうに」

　優樹はアグニエシカよりも少し長い時間をこの鈴乃宮学園で過すごしてきた。

　だからこそ分かるのだが──詩月や四季少女シーズン・シスターズ、紅葉、この学園に居いる少女達は、人間でない存そん在ざいが人間を模も倣ほうしている為ために、何ど処こか普ふ通つうの人間の価か値ち観かんや思考形態に対してズレの様なものが在ある。良い悪いではなく単たん純じゆんにズレているのだ。そこに善ぜん意いや悪意の区別は無い。強しいて言えば彼女等の行動は基き本ほん的に全すべて善意なのだ。まあだからこそ余よ計けいに迷めい惑わくというかタチが悪い場合もあるのだが。

　とにかく……

　彼女等と付き合うにはそのズレを大らかな気持ちで見み逃のがす位の余よ裕ゆうが要いる。

　少なくともアグニエシカの様に感情の激げきし易やすい人間は、ある程てい度どの距きよ離り感かんというか緩衝部分セフテイマージンを確かく保ほしておかないと、一人で空回りして疲つかれるばかりである。

　今回はその典型だ。

「…………く……」

　優樹の襟えり首くびを震ふるえる手で摑つかんで──息も絶たえ絶だえに何事かを囁ささやくアグニエシカ。

　微び苦く笑しようが優樹の顔に浮かんだ。

「──何？　どうしたの？」

　首を傾かしげる詩月。

「『とりあえず今日の処ところはこの位で勘かん弁べんしてあげるわ』──」

　優樹の肩かたでヒムリールが言った。

「──だ、そうです」

「あ。それ私の台詞せりふなのに」

　心底残念そうに言う詩月の額ひたいを溜ため息混じりに優樹がはたいた。
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　眼めが合ったのはわずかに一いつ瞬しゆんだった。

　本来であれば何気なくすれ違ちがっていたであろう視し線せんは──しかし互たがいに微び妙みような引っ掛かかりを示しめして絡からみ合う。気にせず忘わすれるには余あまりに不自然だが、わざわざ問い質ただすには余りに些さ細さいな……視線の摩ま擦さつ。

　相手が異い性せいであれば、あるいはそれは恋こいの始まりではないか、と胸むね躍おどらせる事も可か能のうではあったろうが──

「…………」

　笑え顔がおではなく。無む論ろん泣き顔でも怒おこり顔でもなく。恐おそらくただその場を誤ご魔ま化かす為ためだけの曖あい昧まいさを含ふくんだ表ひよう情じようで、少女達はアグニエシカから視線を逸そらしていた。

　確たしか──いつも四人組で行動していて、春はる香か、夏なつ輝き、秋あき菜な、冬ふゆ美みと安直にも四季シリーズで統とう一いつされた名前を持つ幽ゆう霊れい少女達である。

「……またか」

　何ど処こかこそこそとした様子で、足早にその場から立ち去る少女達の後ろ姿すがたを眺ながめながら、アグニエシカは短い溜ため息をつく。

「結局……此こ処こも同じって事よね」

　そう呟つぶやく口調には自じ嘲ちようめいた響ひびきが在った。
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　鈴すず乃の宮みや学園。

　第二次世界大戦末期……その名を冠かんした学校施し設せつは、当時そこに疎そ開かいする予定であった女学生二百人余りと共に、米軍の爆ばく撃げきにより炎ほのおの中に消え去った──筈はずだった。

　だが鈴乃宮学園は在った。

　己おのれの存在を全まつとう出来なかった学校の無念は幽霊となって現げん世せに留とどまり、ある種の異空間として存在を続けていたのだ。

　この物語は、この鈴乃宮学園という非ひ日にち常じよう的空間に囚とらわれた少年少女達の驚きよう異いに満ちた日々の記録である。

　…………………………………………………………………………………………………多分。
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「あーもうムカつく！」

　言って──アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のは空の巾きん着ちやく袋ぶくろを壁かべに向けて投げる。

　ポーランドと日本の血脈をその身に併あわせ持つこの少女は、黙だまって微笑ほほえんでさえいればモデルのスカウトが大挙して押おし寄よせてきそうな可愛かわいらしい容よう姿しなのであるが──今その顔に浮うかんでいるのはひどく忌いま々いましげな表情である。それでも美少女には違ちがいないが、そんな彼女を見て『勿もつ体たいない』と思う者も多かろう。

　それはさておき。

「こっち見てヒソヒソ、あっち行ってコソコソ、絶ぜつ対たいに何か隠かくしてるわよ、あいつら」

「気のせいなのでは？」

　と──ヒムリール。

　どの角度からどれだけ詳しよう細さいに見ても何の変へん哲てつもない──ペットショップでよく売られているシマリスと大差ない外観なのだが、このアグニエシカの使い魔まは面めん妖ようにも流りゆう暢ちように人語を操あやつる。

　もっとも人に化けた狐きつねだの、すぐバラバラに分ぶん解かいする幽霊だのが当たり前の様に闊かつ歩ぽしているこの鈴乃宮学園では、驚おどろく様な存在でも無いのだが。

「断だんじて違う。あれは何かを企たくらんでいる者の態たい度どよ。後ろ暗い処ところや、やましい事があるからこっちを避さけようとするの。陰いん謀ぼうの気配よ。落とし穴あなとかトゥシューズに画が鋲びようとか携けい帯たい電話の架か空くう請せい求きゆうとかフリーメーソンとか。自じ慢まんじゃないけどこっちはそういうの嫌いやって程ほど経けい験けんしてきてるから、分かるの！」

「…………」

　ヒムリールは何か言いたそうにしていたが、それ以上は何も言ってはこなかった。

　今──アグニエシカとヒムリールが居いるのは鈴乃宮学園に附ふ属ぞくの学生寮りようの一室だ。さすがに教室に寝ね泊とまりする訳わけにもいかないので、業ごう腹はらだがあてがわれた部屋に寝起きしているのである。

　部屋は六畳じようの──今時珍めずらしいが──和室である。壁かべ際ぎわには簞たん笥すが置かれており、床ゆかには畳たたみが敷しかれている。築ちく数十年の安下宿といった雰ふん囲い気きであるが──明らかにそれと異ことなるのは、畳にも柱にも天てん井じようにも全く使い込こまれた様子が無い事である。昨日出来たかの様に畳は新品で藺い草ぐさの匂においがした。

「……それはともかく」

　アグニエシカは顔をしかめ、開いてあった旅行鞄かばんの中から自分の替かえのショーツをぞんざいな手つきで引っ張ぱり出した。

「こんな長丁場になるとは思ってなかったしなぁ」

　最後の一枚まいである。

　まさか閉へい鎖さ性せい結界に閉とじ込められるとは思っていなかったので、着替えやその他諸もろ々もろの生活必ひつ需じゆ品ひんもそう量を持ってきている訳わけではない。幽ゆう閉へい生活一週間目にしてそろそろ底を突つくものが出始めているのだ。

「まあ下着はいざとなったら水みず洗あらいすりゃいいんだろうけどさ」

　さすがに消しよう耗もう品ひんは新品をどうにかして手に入れねばならない。

　詩し月づきに頼たのめば、食事や部屋等と同様に、ぽんと出してくれるのかもしれないのだが──黙だまっていても勝手に詩月が用意してくるものの場合はともかく、彼女に何かを用意してくれと『頼たのむ』のは抵てい抗こうが在あった。

　特に──

「うーん。参ったな」

　アグニエシカは腕うでを組みながら呻うめく様に言う。そんな彼女の視し線せんの先には──先程投げた、中身が空の巾着袋が一つ転がっていた。
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　長なが居い優ゆう樹きは怪け訝げんそうに顔をしかめながら参年参組と書かれた板の下の扉とびらを開いた。

　がらりと思った以上に派は手でな音を立てながら開かれた扉の向こうで──少女達が眼めを丸くして凍こおりついている。

「……何やってんの？」

　優樹がそう尋たずねると──少女達は何やら作業していた諸々のものを慌あわてて自分の背はい後ごに隠したり、手近な段だんボール箱に突っ込んだりした上で、揃そろって愛あい想そ笑いを浮かべる。ちらりと見えただけだったが──針はり金がねとかハサミとかカッターナイフとかが少女達の白い手には握にぎられていた。

「ゆ──優樹……えと。こんにちわ」

　不意の来らい訪ほうに焦あせってます──と顔面一いつ杯ぱいに書いてある様な表ひよう情じようを浮かべつつも、少女達を代表して鈴乃宮学園の歩く端たん末まつ・詩月が言った。

「いつもの壱年壱組に居ないと思ったら……こんな処で何やってんの？」

「べ……別に。ねえ？」

　詩月の声に合わせて全員がかくかくと首を縦たてに振ふる。

　怪あやしい。わざとやってんじゃないかって位に怪しい。

「また良からぬ事企たくらんでたりするんじゃないだろうな。グラバルティックさんを怖こわがらせたり怒おこらせたりして、からかおうとか──」

「ひどい──優樹君」

　優樹の言葉は、眼を潤うるませた春香の台詞せりふによって中断を余よ儀ぎなくされた。

「私達をそんな風に見てたの？」

「他ほかにどんな風に見ろと？　っていうか前科があるでしょ前科が」

　顔をしかめて言う優樹。

　基き本ほん的に詩月も四季少女達シーズンシスターズも悪意とか悪気とかは無かったりするのだが、常じよう識しきだの何だのがかなり欠落している──というか歪ゆがんで覚えている処が在る。彼女等はただ単に邪じや気きの無い遊びをしている積もりでも、優樹などの眼から見ればタチの悪いイタズラにしか見えないという事もままあった。

　この学園に来てそろそろ慣なれも出てきた優樹と異なり、来たばかりでここの異い常じよう性せいは元より、詩月や四季少女達の『ノリ』に未いまだあまり馴な染じんでいないアグニエシカなどは、元々の気の短い性せい格かくも手伝って、詩月達に振り回されっぱなしの様だった。

　優樹としてはどうせ一いつ緒しよに『学園ごっこ』をする以上、もうちょっとアグニエシカと詩月達の関係を改かい善ぜんしたいと考えている訳わけだが──

「──なんかさあ」

　春香が何ど処こかふて腐くされた様な口調で言った。

「優樹君ってやけにあの子の肩かた持つよね？」

「──え？」

　眼を瞬しばたたかせる優樹。

　彼にとっては心外な意見だったが──どうも他の者達にとっては違ちがうらしい。少女達は春香に同意するかの如ごとく、何やら揶や揄ゆする様な視線で優樹を見つめた。

「そうそう。なんかえこひいきしてる感じ」

　と秋菜が頷うなずく。

「べ──別にそんなのしてないよ」

　微び妙みように風向きが変わったのを感じつつ、とりあえず弁べん明めいする優樹。

「してるね。してると思う人手を挙げて」

　夏輝が言うと──紅葉もみじを除のぞく全員が手を挙げる。

　もっとも、きょとんとして今ひとつ話の内ない容ようが分かっていない様子の狐きつね少女も、周りの様子を見てそれに追つい従じゆうする様に、慌てて手を挙げた。

「なっ──」

　絶ぜつ句くする優樹。

「なんか優樹の事見み損そこなっちゃったな。一いち途ずに好きな人を想おもい続けてるとか、そういうタイプだと思ったのに。ちょっと可愛かわいい子が来たら途と端たんにこれだもん」

「だから違うって言ってるだろ⁉」

　と優樹が言うものの、詩月は明後日あさつての方を向いて『どうだか』と拗すねた様な口調で言う。

「優樹君」

　春香がずい──と顔を近づけてくる。

「私の何ど処こが不満なの？」

「いや。あのね──」

　焦る優樹。

　幽ゆう霊れいとは言っても春香の外見は基本的に普ふ通つうの少女と変わりない。それどころかかなり顔立ちの整った美少女である。そんな彼女が吐と息いきが触ふれる程ほどに顔を寄よせているのだから、さすがの優樹も十七歳さいの健康な男の子──動どう揺ようせずにはいられない。

　とはいえ……

「幽霊だから⁉　脳のうが露ろ出しゆつするから⁉　腕うでが外れるから⁉　それともロケット・パンチじゃないから⁉」

「そうじゃなくて」

「優樹君の為ためだったら、私──私の一番大事なものだってあげちゃうんだからっ……」

　恥はじらいながらも自分の胸むねに手を当てる春香。

　だが──

「だからそーゆーんじゃないっていうか、ほいほい体内から心しん臓ぞう出すなっ‼」

　机つくえを叩たたいて喚わめく優樹。

　どっくんどっくん脈打つ心臓を慌あわてて自分の胸に押し戻もどして春香は小さく舌したを出した。

「ま──何にしても」

　腕を組んだ夏輝が言った。

「知られた以上はそのまま帰す訳にはいかないな。なあ？」

「…………え？」

　眼めを瞬かせる優樹を少女達が取り囲む。

　詩月が何処からか取り出したロープを手にしながらにっこり微笑ほほえんだ。

「で──優樹。私達を手伝うのと、事が終わるまでロープでぐるぐる巻まきにされてるのと、どっちがいい？」

「…………」

　にこにこ笑いながら迫せまってくる少女達を前にして──優樹は額ひたいから冷や汗あせが滑すべり落ちるのを感じていた。
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　意を決して部屋を出ると──そこでばったり長居優樹と出くわした。

　いつ見ても平へい凡ぼん過すぎる程ほどに平凡な容よう姿しの少年である。本人の顔立ちや体たい格かくには特とく徴ちようらしい特徴も無い。それだけに比ひ較かく的悪い印象も無かったりするのだが。

　装よそおいとしても首にヘッドフォン型メモリーオーディオを引っかけ、左手首に何やら御お守まもりを巻き付けている以外は至いたって普通の恰かつ好こう──学生服だ。

　優樹の隣となりには狐耳と狐尻尾しつぽの付いた小こ柄がらな少女──狐の変へん化げの紅葉が居いる。

「や──やあ。グラバルティックさん」

「アグニちゃん。やほー」

　優樹は何ど処こかぎくしゃくと、紅葉は良く言えば天てん真しん爛らん漫まんに──悪く言えば全く何も考えていない様な感じで声を掛かけてくる。

「…………」

　値ね踏ぶみするかの様にじっと二人を眺ながめ──それからようやくアグニエシカは言った。

「アグニエシカでいいわよ。呼よび捨すてで。でもアグニって略りやくすのは不ふ可か」

「……はあ」

　困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべながらも頷うなずく優樹。

「ど……何処かへ出掛けるの？」

「ん──まあ」

「何処に？」

「……何処でもいいじゃない」

　顔をしかめながら言うアグニエシカ。

　行き先は別に隠かくす様な場所ではないのだが、そこに行く用よう件けんが用件なので、ちと優樹の前では言いにくいのだ。

　アグニエシカがそんな事を考えていると──

「アグニちゃんアグニちゃん。出掛けてもいいけど、参年参組とかの教室とかに行ったら駄だ目めだよ？」

「──は？」

　唐とう突とつな紅葉の台詞せりふに首を傾かしげるアグニエシカ。

　同時に何処か慌あわてた様子で優樹が狐きつね少女の後頭部をぺん、と平手で叩いた。

「優樹、なにするのよぅ？」

「いいから黙だまってろ、紅葉は」

　呻うめく様に言う優樹。彼は慌てた口調で先の台詞に重ねる様に言った。

「ああ。そうだ。結局、グラバ……もとい、アグニエシカはこの学校の中を案内してもらってないんじゃないの？　良かったら案内しようか？　購こう買ばいとか視し聴ちよう覚かく室しつとか食堂とか覚えておくと色々便利だよ？」

「…………」

　怪あやしい。あからさまに怪しい。

　どうもアグニエシカを参年参組の教室に近付けないようにしたいらしいのだが──

「丁度良かった」

　と答えたのはアグニエシカではなかった。

　使い魔まのリスはひょいと彼女の肩かたに駆かけ上ると、止める間もなく次の言葉を発していた。

「とりあえず保ほ健けん室しつへ」

「保健室？」

　首を傾かしげる優樹。彼の隣で紅葉も相そう似じ形けいの様に首を傾げている。

「今け朝さから急に始まってしまいまして。持ち合わせが一つしかありませんので──」

「ヒムリールッ‼」

　真っ赤になって自分の右肩に手を伸のばすアグニエシカ。彼女の掌てのひらをひょいとかわしてヒムリールは、怪け訝げんそうな表情を浮かべたままの優樹の頭の上にちょこんと乗った。

「始まる……？」

　首を傾げる優樹。

　だが数秒考えてその意味に思い至いたったのであろう。彼は真っ赤になって絶ぜつ句く。

　そんな彼の頭の上で平然とヒムリールが言った。

「という訳わけで生理用品と痛いたみ止めを確かく保ほすべく保健室へ向かって頂いただきたいのですが」

「あんたは……っ‼」

　殺人光線でも出そうな眼めで使い魔を睨にらみ据すえるアグニエシカであるが、リスは何なに喰くわぬ顔で──というかリスなので表情までは分からないが、まあそんな雰ふん囲い気きで──言った。

「これはしたり。粗そ暴ぼうな我わが主あるじとはいえ、やはり十代の少女、『あの日なの』とはさすがに恥はずかしくて言えないでしょうから、僭せん越えつながら私が代わりに長居殿どのに御お願ねがいしたのですが、何をそんなに怒おこっておいでで？」

「…………」

　アグニエシカはヒムリールと、そしてそのすぐ下で困惑と羞しゆう恥ちの表情で固まっている優樹を見て──

　ぱん！

　アグニエシカのかました平手の一いち撃げきが優樹の頰ほおで激はげしい音を立てた。
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　つかつかと見るからに『怒ってます』と言わんばかりの足取りで歩み去って行くアグニエシカの後ろ姿すがたを眺ながめながら──優樹は自分の頰を押おさえて溜ため息をついた。

「……申し訳わけございません」

　咄とつ嗟さに紅葉の頭の上に飛び移うつって難なんを逃のがれたヒムリールが、ちっとも申し訳なさそうでない口調で言った。紅葉はというと困こまった様子でおろおろと優樹とアグニエシカを見み比くらべている。

「君のご主人もご主人だけど」

　顔をしかめて言う優樹。

「君もどうしてそう挑ちよう発はつするかな」

「性せい格かくでして」

　と顔を洗あらう仕草をしながらリスが言った。
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　結局──保健室は自分で場所を探さがし当てて出向いた。そもそも大体の見けん当とうはついていたので案内が無くても行く積もりだった。

　つい恥ずかしさと腹はら立だたしさで優樹に当たってしまったものの──生理云うん々ぬんは事実である。まさか長期滞たい在ざいする事になるとは思ってもみなかったので、生理用品に持ち合わせが無かったのも事実だ。

　で……

「──いらっしゃい」

　扉とびらを開けると中には既すでに先客がいた。

　いや──先客という表ひよう現げんはおかしいかもしれない。どう見てもその人物は客ではなくて保健室の主ぬしだったからだ。

「おや。新顔の人ですね」

　何というか──飾かざり気の無い娘むすめであった。

　化け粧しようっ気は殆ほとんど無く、衣い装しようは臙えん脂じ色のサマーセーターにベージュのスラックスの上から申し訳の様に白衣を羽は織おっている。髪かみ型がたは癖くせのない髪をただ長く伸のばしただけで──髪かみ留どめがちょこんと側頭部にテントウ虫の様にくっついているが、これもお洒落しやれというより前髪が視し界かいを遮さえぎらない様に──という実利以上のものは感じられない代しろ物ものである。ましてちょっとズレ気味の眼鏡めがねを鼻先に引っかけているので余よ計けいに印象が地味っぽくなる。

　ただ、だからといって陰いん気きな印象になっていないのは、身なり全体に清せい潔けつ感かんが在あるのと、何ど処こかその物もの腰ごしが日向ひなたで微睡まどろむ猫ねこの様だったからかもしれない。

「……誰だれ？」

「校医兼けん教きよう職しよく員いんの本ほん町まち小さ竹さ乃のです」

　そう言ってその娘は微笑ほほえんだ。

「校医って──」

　初めてこの鈴乃宮学園に来て、一ひと悶もん着ちやく在あった挙あげ句くに保ほ健けん室に連れ込まれたアグニエシカであるが、その時にはこの小竹乃という娘には会っていない。

「ああ。貴女あなたが担かつぎ込まれた時も居いるには居たんですけども。見み慣なれない場所に来て興こう奮ふんしている人を大おお勢ぜいで取り囲むのも良くないだろうと思って……私は席を外していました。優樹君と詩月ちゃんが事じ情じようはきちんと説明してくれてる様子でしたし」

　おっとりとした口調で小竹乃は言った。

　アグニエシカはじっと彼女の姿を睨にらみ据すえる。穏おだやかな保健の先生──にしか見えないが、無む論ろんそれだけの存そん在ざいでは無かろう。此こ処こは鈴乃宮学園なのだから。

「貴女も幽ゆう霊れい？　それとも物ものの怪け？」

「幽霊です」

　平然と言う小竹乃。

　彼女はただ穏やかな視線で真まっ直すぐアグニエシカを見つめている。そこには何の思惑おもわくも感じられない。単に何も考えていないだけかもしれないが。

「で──気分でも悪いんですか？　何なら診みますけど。一いち応おう生前はちゃんと医い師し免めん許きよ持っていましたから安心してくださいね」

「あ。いや。ええと……」

　少し逡しゆん巡じゆんするアグニエシカ。

　幽霊というとやはり詩月や四季少女達シーズン・シスターズの同類である。どちらの側かと問われれば間ま違ちがいなく新参者で生きた人間のアグニエシカよりも詩月や四季少女側寄よりの存在だろう。

　そういう相手に頼たのみ事をするのは気が引けるのだが──背せに腹は代えられない。

　少なくとも詩月に頼むよりはマシだろう。彼女等と違って未まだ小竹乃は常じよう識しきが通用しそうな雰ふん囲い気きが在る。

　数秒でそう結論を出したアグニエシカは溜ため息を一つついてから言った。

「生理用品……在る？」
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「しかし──」

　廊ろう下かを歩きながら優樹が言った。

「なんて言うか頑かたくなだね──彼女は」

　アグニエシカが保健室に向かったのはほぼ間違いないだろうという事で、優樹、紅葉、ヒムリールの三人──というか二人と一匹ぴきか一人と二匹か──も彼女の後を追って移い動どうしていた。

「気が強いというか短いというか──まあ夏輝さんにもそういう処ところはあるけど、ちょっとアグニエシカは度を超こしてる感じがするな」

　呆あきれている様な口調ではあるが──決して嫌けん悪おや悪意が滲にじんでいないのはこの長居優樹という少年の長所なのだろう。

「余よ裕ゆうが無いというか……その陰おん陽みよう課だっけ？　その職員としてのプライドとか色々在るんだろうけどさ。そこまでムキになるようなものなのかな？　そこの職員って皆みんなアグニエシカみたいにピリピリしてるの？」

「……そういう訳わけでは無む論ろんありませんが」

　ヒムリールは言った。

「我わが主あるじが頑ななのは仕方の無い事かと」

「そうなの？」

「彼女は霊れい能のう者しやです。ですがそれは望んで得た能力や立場ではありません」

「…………」

　怪け訝げんそうな表情を浮うかべて先を促うながす優樹。

「霊力あるいは魔ま力りよくと呼よばれる力は実のところ誰にでも備そなわっています。その量や質しつが各人で異ことなる為ために存在が認にん識しきし難づらく、また科学的な分ぶん析せきを受け付けにくいものではあるのですが。多くの人々は自分達にその力が『無い』と考えています。それを無意識のうちに発はつ揮きしながらも、目立つ形で物理現げん象しように作用しない類たぐいである為、一生自分の力に気付かない能力者も多数居います」

「……まあそこら辺の理り屈くつは分かるけど」

「ですが……我が主は希け有うな血脈の持ち主で、その結果として常人とは質的にも量的にも、明らかに異なる魔力霊力を備えています。具体的に言えば一いつ般ぱん人じんから見ても、とても『分かり易やすい』力として彼女の魔力は顕けん現げんします」

　例えば──爆ばく発はつの様な。

「これがどういう事かおわかりですか？」

　しばし立ち止まって思案し──あまり自信の無い様子で優樹は言った。

「……気味悪がられるって事？」

「いかにも。『少女の姿すがたをしている化け物』として彼女は様々な場面で迫はく害がいに遭あってきました。多くの人間は異い能のうの力を持つ者に対しては二通りの反はん応のうしか示しめしません」

「二通り……？」

「崇すう拝はいか拒きよ絶ぜつです」

　ヒムリールはさらりと言った。

「いっそ新しん興こう宗教の教きよう祖そにでもなる位の自意識過か剰じようさや、外け連れん味みが在あれば、また違っていたのでしょうが……彼女は性せい格かくとしては基き本ほん的に外見通りの、十六歳さいの少女でしかありません。崇拝も拒絶も──どちらをも望まない彼女は、一般社会には居場所が無いのです。特に彼女は制せい御ぎよ能力に不安が在るのは御ご存ぞん知じの通り。まして未いまだ思春期という事で感かん情じよう的にも不安定です。異能の力を暴走させては、拒絶と迫害に遭い、転校し、そしてその先でまた同じ目に遭い……結果、彼女は一般社会には居場所が無くなってしまった」

「…………」

「彼女は──受け入れて貰もらった経けい験けんが無いのですよ」

　ヒムリールの喋しやべり方はいつもの通りただ淡たん々たんとしていて温あたたかみが無い。

　事実を事実として告げているだけの口調だ。

　しかし……

「その──文部科学省陰陽課は？」

「あそこでも彼女は半はん端ぱ物もの扱あつかいです。一般社会では化け物扱いされ、その化け物の集しゆう団だんの中では半端物扱いされる──そもそも彼女は対等な立場での他人とのつきあい方をよく知らないのです。屈くつ服ぷくするか──させるか。それだけなのでしょう。一歩引いて譲ゆずれば三歩追われる──そんな幼よう少しよう時代だったので」

「なんだかそれって──」

　すごく余裕の無い生き方ではないのか。

　溜ため息をつく様に優樹は言った。

「そっか……あの子も大変なんだ」

　優樹はごく普ふ通つうの少年だ。

　だからこそ……幼おさない頃ころは漫まん画がやアニメで見た超ちよう能のう力りよくの類たぐいに憧あこがれた事も何度か在る。何ら特別でない自分だからこそ、一部の特とく殊しゆな人間にのみ許ゆるされる超ちよう常じようの力というものは幼い瞳ひとみにはやたら魅み力りよく的に映うつったものだ。

　だが義ぎ務むを伴ともなわない権けん利りが存そん在ざいしない様に……代だい償しようを伴わない力というものは存在しない。たとえ余人には代償が無い様に見えても、その力を持つ者は代わりに何かを強しいられているという事は、優樹にも簡かん単たんに想そう像ぞうがついた。

　だが実じつ際さいにそうした超常能力を持った人間の事を現実として聞かされると、自分の想像がまだまだ甘あまっちょろいものであったと痛つう感かんしてしまう。

　普通の人間で良かったと思う反面、普通の人間でないが故ゆえに辛つらい日々を送ってきたであろうアグニエシカに対して、申し訳ない様な気持ちさえ感じてしまう。

　だが──

「……変な人ですな」

　ヒムリールが言う。

「そう？」

「貴方あなたは普通だ。ごく普通の人間です」

「……まあ否ひ定てい出来ないけど」

　自覚は在るが強調されると妙みような気分ではある。

「それはアグニエシカ・グラバルティック・阿倍野が最も恐おそれた人間。彼女を排はい斥せきしようとする圧あつ倒とう的多数。彼女を追い立てる側の存在。だが──貴方は彼女を恐れていない」

「…………」

　言われて優樹は眉み間けんに皺しわを刻きざむ。

「何な故ぜです？　貴方は異能の力を持っている我わが主あるじが、恐ろしくも忌いまわしくもないのですか？　その寛かん容ようさは何ど処こから？」

「…………うーん」

　優樹は首を傾かしげて考え込こみ──

「慣なれかな」

　紅葉の方を振ふり返りながら言う。

「んんっ？」

　首を傾げる紅葉。彼女の頭に手をやってその亜あ麻ま色いろの髪かみをくしゃくしゃとかき回しながら優樹は付け加える様に言った。

「ここじゃこーゆー変なの珍めずらしくないし」

「優樹酷ひどいよぅ、紅葉変じゃないよぅ」

「…………」

　ヒムリールは一いつ瞬しゆん──動きを止めて少年を眺ながめる。無む論ろん、表情は分からないが、ひょっとしたら呆あきれているのかもしれない。

「……なるほど」

　しばしの沈ちん黙もくの後、人語を喋しやべるシマリスは淡たん々たんと──しかし何処か苦く笑しようの混まじったかの様な口調でそう言った。
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　その頃の保ほ健けん室しつ。

　眼めを丸くするアグニエシカの前に一人の少女が歩いてきて──盆ぼんの上の日本茶と茶ちや請うけのおはぎを置いた。少女は同様のものを小竹乃の前にも置く。

　後頭部で束ねられた蒼あおい髪がさらりと揺ゆれた。

「ありがとう──ネレイドさん」

　小竹乃が言う。

「…………いえ」

　ネレイドと呼よばれた少女は、これ以上無いという位に無む表ひよう情じように──しかし小さいながらもはっきりと一礼し、そのまま保健室の奥おくに引っ込んでいった。

　背せ丈たけはアグニエシカと同じ位で小こ柄がらな方であろう。清せい楚そに整った顔立ちで、白い顔の真ん中で瞬またたく瞳は宝ほう玉ぎよくの様な紅あかさを備そなえている。

　物もの腰ごしは静かで上品。まるで人形の様に愛らしい──否いや、色々な意味で人形を連想させる少女であった。

　別に茶を運んできたからという訳わけでもないのだが……妙にそのネレイドと呼ばれた少女の立ち居い振る舞まいには揺ゆらぎが無い。まるで二本の脚あしで歩いているのではなく車輪か何かで床ゆかの上を滑すべっているかの様に──奇き妙みような位にその動きは安定していた。

「……なに、あれ？」

　呻うめくようにアグニエシカが尋たずねる。

「ネレイドさんといいます」

　と小竹乃。

「あれ……生き物じゃないわよ？　何であんなのが此こ処こに居るの？」

　髪が蒼いのは染そめる事で実じつ現げん出来るし、気配は殺す事も出来るが──何をどうしたって霊れい力りよく魔ま力りよくの類を全く表に出さずに振る舞う事は出来ない。それは体温の様なもので、放散される量に個こ人じん差さは在あるものの、どんな人間だって零ゼロには成り得ない。至し近きん距きよ離りならばアグニエシカの様な能力者には隠かくし様の無いものの筈はずだった。

　だが……あのネレイドという少女にはそれらが全く感じられないのだ。

「私も非ひ生物──幽ゆう霊れいですが」

「そういう意味じゃなくて。元々生き物ですらないでしょ、あれ？」

「ええ。彼女はロボットです」

「…………ロボット？」

　ネレイドから気配はおろか霊力や魔力の類が全く感じられない理由としては、筋すじ道みちは通っているが──オカルト全開のこの空間で聞くには少々意外性せいの在る単語ではあった。

「本人に言わせると戦争用アンドロイドだそうです。アメリカの依い頼らいを受けた日本の企き業ぎようが極ごく秘ひに開発していたものだそうですよ」

「……なんでそんなのが此処に居るの？」

「まあ色々あるんです。此処は」

　小竹乃は言って茶を啜すする。

「……結局何なのよ。此処は」

　幽霊に妖よう狐こにロボット。

　ひょっとしたらアグニエシカが知らなかったり区別がついていないだけで、もっと色々居るのかもしれない。

「素人しろうとの私見で良いのですか？」

「構かまわないわ」

　とアグニエシカ。

　ここまで常じよう識しき外はずれの状じよう況きようだと素人も玄人くろうともない。説明してくれるというのなら素人の意見でも今は貴き重ちようだった。

「此処は──『逃にげ出した者』の場なのだと私は考えています」

「……逃げ出した？　それは優樹や……私も含ふくめて？」

「ええ。私も含めて全員です」

「…………」

　思ってもみなかった言葉である。

　アグニエシカはあくまでこの世界の事を詩月の側から定てい義ぎしていた。

　無念を残して焼け落ちた学校が創つくり上げた閉へい鎖さ空間。学校幽霊が己おのれの存そん在ざい理由を全まつとうする為ために生徒候こう補ほ者しやを捕つかまえてきては幽閉し学校ごっこを強要する世界。この鈴乃宮学園はアグニエシカにとってはそれだけで充分説明可か能のうな場所だった。

　だからこそ、取り込まれた人間の共通項こうを探さぐる様な考えは、元からアグニエシカには無かった。ただの無作為ランダムとさえ考えていたのだ。

　しかし──『逃げ出した』とは一体どういう事か。

「幽霊とか人間とかロボットとか──それは関係在りません。此こ処こはあの世界に、我われ々われが元居いたあの世界に居場所を求められなかった者が来る場所ではないかと考えています」

「…………」

　アグニエシカは顔をしかめる。

　思い当たる節が在った。だが認みとめてしまうのは嫌いやだった。

「逆ぎやくに言えば──あの世界に居場所が在った者は此処には来ません。辛つらい過か去こ、あるいは不安な未来、あるいはもっと別の何かか……何にせよ、『此処ではない何ど処こか』を望んだ者だけが此処に居るのだと思います」

「……私もその一人だっていうの？」

　じろりと小竹乃を睨にらむアグニエシカだが、この年ねん齢れい不ふ詳しようの童顔校医は、のほほんとした表ひよう情じようのままその視線を受け止めている。

「貴女あなたがどういう事情を背せ負おっているのかは知りませんが、事情の重い軽いにかかわらず此処はそういう場所の様です」

「そんな事──」

　否ひ定ていの言葉を口にしようとして、しかし黙だまり込むアグニエシカ。

　この鈴乃宮学園に取り込まれる寸すん前ぜん──彼女が見たこの学園の幻げん影えい。彼女が思わず手を伸のばした幻影。それは現げん状じようを否定する彼女が思わず伸ばしてしまった救いを乞こう指先ではなかったか。

「い……いい加か減げんな事言わないで」

「ですからこれは私見ですよ。何の証しよう拠こも在りません。ですから貴女は違ちがうと思ったら忘わすれてくださって構かまいませんよ。ひょっとしたら此こ処こに居いる『被ひ召しよう喚かん者しや』は全くのランダムなのかもしれませんし」

　そう言う小竹乃の表情はやはり淡たん々たんとしていて──皮ひ肉にくや嫌味からこんな台詞せりふを言っている様にも見えない。本当に言葉通りの事を考えているのだろう──この女医の幽霊は。

「…………」

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんでアグニエシカは再ふたたび黙り込んだ。




　　　　●　●　●




（私は逃げてなんかいない）

　アグニエシカは思う。

（現げん実じつから逃げてなんかいない。向かうべきものに背を向けたりなんかしてない。こんな噓うそ臭くさい世界に来たいなんて思ってない）

　それを証明するのだ。

　保ほ健けん室しつでの会話を終えた後、アグニエシカは寮りようの部屋に戻もどると生理用品と一いつ緒しよに貰もらった痛いたみ止めを飲み、それから改めて呪じゆ術じゆつ武ぶ装そうの装そう備び一式を整える。

　この間は相手を見くびっていた。

　今度は本気で調ちよう伏ぶくする積もりで行く。予あらかじめ符ふをあちこちに配置し、相手の逃げ道を塞ふさいで、これまた予め敷しいておいた呪式陣じんに誘さそい込み──確かく実じつに倒たおす。

　そう決めるとアグニエシカは部屋を出た。

　目指すのは参年参組の教室だ。そこで詩月達が何を企たくらんでいるのかは分からないが、それを叩たたき潰つぶす。

　そんな事を考えながら一人廊ろう下かを歩いていると──

「──あ。アグニエシカ」

　声が掛かかる。

　顔を上げれば──優樹が立っていた。

「捜さがしてたんだ。ええと──」

「さっきはごめん」

　アグニエシカは事じ務む的な口調でそう謝あやまると優樹の隣となりを通り過すぎる。

　今は優樹と話をしたくなかった。

　彼と話をしていると何というか……気がくじけてしまう。戦意が萎なえてしまう。アグニエシカの正体を知ってもなお、まるで普ふ通つうの女の子に接せつするかの様な態たい度どで相対する長居優樹という少年を前にしていると、何な故ぜだか心が弱くなってしまう気がする。

「あ、いやそれはもういいけど──改めて校内の案内をするよ。まだ途と中ちゆうだったし」

　アグニエシカの後を追いながら何ど処こか焦あせった様な口調で言ってくる優樹を無視して、アグニエシカは歩いて行く。

「あ、あの──アグニエシカ」

「……なに？」

　これ以上は無視する積もりが……何故だかついつい応おうじてしまう。さすがに歩みを止める様な事は無かったが。

「何処へ行くの？　そんな……なんか重装備っぽい恰かつ好こうで」

「詩月達の処ところ」

　即そく答とうするアグニエシカ。

　彼女の恰好は三日前に詩月達を追いかけ回した際さいよりも更さらに戦せん闘とう的な恰好になっている。例の戦闘装しよう束ぞく〈拳こぶし姫ひめ〉に加えて右手には宝ほう剣けん〈刃やいば姫ひめ〉、左手には〈弓姫〉、でもってたすき掛がけにした帯には圧あつ縮しゆく型呪じゆ符ふが詰つまったポーチが鈴すずなりになっている。誰だれがどう見ても『これから決戦に向かいます』と言わんばかりの恰好であった。

「ちょっと待った、その恰好で⁉　詩月達とまたやり合うつもり⁉」

　言ってアグニエシカの肩かたを摑つかんで彼女の歩みを止める優樹。

「そうよ。彼女等は参年参組の教室よね？」

「ちょ……駄だ目めだよ！　今は未まだ──」

　意い識しきに引っかかる一語。

　アグニエシカは振ふり返った。

「『今は未だ』？」

「…………」

　優樹が黙だまり込こむ。

　だが……表ひよう情じようには明らかに『しまった』と書いてある。

　アグニエシカは胸むねの内で長い溜ため息をついた。

　やっぱり。

　そんな想おもいが在ある。心の中にもう一人底意地の悪い自分が居いて……『ほらやっぱりね』と笑っている。『この男の子も同じなんだ』と。アグニエシカ・グラバルティック・阿倍野を、自分達の『外側』に置き続けてきた連中と何ら変わらないのだと。

「いや。あのね。アグニエシカ──」

「……君はちょっと違ちがうかな、とか思ったけど。結局一いつ緒しよだね」

　何ど処こか物もの憂うげな口調でそう言うとアグニエシカは自分の肩を摑む彼の腕うでに、するりと流れる様に自分の腕を絡からませ──

「──え？」

　間ま抜ぬけな声を残して優樹は空中で一回転していた。

　合気術や柔じゆう術じゆつは打だ撃げき系けいの格かく闘とう技ぎに較くらべると派は手でさには欠けるが、一いつ旦たん技わざが決まると、掛けられた方ですら惚ほれ惚ぼれする位にあっさりと相手を制せい圧あつ出来る。警けい察さつが主に格闘技として柔道を採さい用ようしている理由の一つだ。

　どたん、と音を立てながら木の床ゆかに落ちる優樹。

　無む論ろん、アグニエシカとしてはかなり手て加か減げんしてある。

　だが──

「ちょっとアグニエシカ！」

　がば、と起きあがって追い掛けてくる優樹。

　少し意外だった。

　いくらアグニエシカが手加減したとはいえ、ああまで綺き麗れいに投げられて痛いたくない筈はずが無い。思ったよりこの長居優樹という少年は根こん性じようが在る様だ。

「待って、待って、ちょっと──そんな」

「邪じや魔ましないで」

　もう一度アグニエシカは優樹を投げる。

　綺麗に弧こを描えがいて優樹は床に衝しよう突とつ。さすがに今度は耐たえられなかったのか、ぐえっ──と声を漏もらしながら悶もん絶ぜつする。

　そんな優樹の代わりに──

「──そういう訳わけには参りません」

　そんな声が廊ろう下かの奥おくから聞こえてくる。

　抑よく揚ようを欠いた、感情というものを殆ほとんど感じさせない静かな口調。

　逆ぎやつ光こう気味で廊下の奥に立っているのは……先さき程ほど保ほ健けん室しつで見たあのロボット少女・ネレイドであった。

「詩月から、しばらく参年参組に貴女あなたを近付けないようにと依い頼らいされました」

「……へえ」
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　凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべながらアグニエシカは身み構がまえた。

　やはり連中、何か企たくらんでいるのだ。だからアグニエシカを教室に近付けたくないのだ。

「で──具体的にはどうするのよ？」

「こうします」

　言うと同時に──ネレイドは背はい後ごに隠かくし持っていたものを構えた。

　二挺ちようの自シ動ヨ式ツ散ト弾ガ銃ン。

　よく見るとネレイドはたすき掛けに弾だん帯たいらしきものを巻まいており、そこには何十という弾薬と、見るからに『爆ばく発はつしますよ』と言わんばかりの形をした缶かんの様なものが幾いくつもぶら下がっている。恐おそらく手しゆ榴りゆう弾だんだろう。

「警告します。アグニエシカ・グラバルティック・阿倍野。参年参組に近付かない様に。さもなくば実力を行使します」

「ちょ……ちょっと待てっ⁉」

　顔をしかめて立ち上がりながら叫さけぶ優樹。

「ネ……ネレイド、詩月の言ってる……『近付けないように』ってのはそういうんじゃなくて……もっとさりげなく……こう──」

「御ご安心を。装そう塡てんしてあるのは電テ撃イ弾ザ頭ーです。物もの凄すごく痛いそうですが、死にはしない──そうです。仕様書通りなら」

　微び妙みように危あぶない事を言うネレイド。

　表情が無いので冗じよう談だんなのかどうなのかも判はん別べつがつかない。多分本気であろうが。

「そういう問題じゃないってば！」

　優樹は焦あせってそう言うものの、ロボット少女は頑がんとして一歩も引く構えを見せない。

　米軍一個こ小隊でも軽く殲せん滅めつしちゃいそうな、剣けん吞のん極きわまりない雰ふん囲い気きを放散しながら両手に散さん弾だん銃じゆうを構えて仁に王おう立っている。

　そしてアグニエシカは──

「上等よっ‼」

　怒ど鳴なりながら呪符を懐ふところから引き抜ぬいた。

　駆かけ出しながらこれを素す早ばやく投とう射しや。

　空気を切り裂さいて飛ぶ呪符と──これを迎むかえ撃うつ銃口。恐おそろしい程ほどの精せい密みつさで放たれた電撃弾頭が空中で呪符に命中した。

　呪符の中の霊力に対して掛かけられていた封ふうの呪文書式が電撃によって破は損そん。

　霊れい力りよくは一気に解かい放ほうされて物理転てん換かん。

　で──

「結局これか──ッ⁉」

　爆風に吹ふっ飛ばされながら優樹は喚わめいた。
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「…………あら」

　頭上から響ひびいてくる音に小竹乃は顔を上げた。

　よく耳を澄すませば怒号の様なものも聞こえてくる。

「アグニエシカさんが来てから賑にぎやかになりましたね」

　何ど処こまでも果てしなく吞気にそう呟つぶやくと、小竹乃は読みかけの医学書に視し線せんを戻もどした。
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　ばん！　と音を立てて参年参組の扉とびらが開け放たれる。

　驚おどろいて一同の視線が集中する先には、はあはあと肩かたで息をしつつ立つアグニエシカの姿すがたが在あった。何が在ったのか、艶あでやかな〈拳こぶし姫ひめ〉の衣い装しようは火事場でもくぐり抜けてきたかの様に煤すすだらけになっており、赤毛キヤロテイもあちこちで乱みだれてくしゃくしゃ。

　ついでに言うと彼女のすぐ背後には同様の状じよう態たいでひっくり返っている優樹と、そしてこれまた同様の状態でひっくり返りながら『システムＳ２０３３にエラー発生。現げん在ざい再さい起き動どう中。システムＳ２０３３にエラー発生。現在再起動中』と繰くり返すネレイドの姿も在った。

　そして──

「鈴乃宮詩月ッ！」

　怒鳴りながらアグニエシカは教室の中へと踏ふみ込み──

「…………」

　怪け訝げんそうな表ひよう情じようで立ち止まる。

　教室の中は彼女にとって意味不明の状じよう況きようと化していた。

　アグニエシカは、てっきり詩月達が彼女に対する何らかの嫌いやがらせとか虐いじめとか、そういう陰いん湿しつな企たくらみをしているのだと思い込んでいた。実じつ際さいにそういう経けい験けんを──そういう扱あつかいを同級生から受ける経験を何度もしてきたので、彼女にはそう考えるのが当然の事となっていたのだ。

　だが……

　それでは黒板に書かれた『歓かん迎げい』の文字は何なのか。

　安っぽくも大量に色紙と針はり金がねで造つくられた飾かざり付けは何なのか。これまた安っぽくも大量に置かれたスナック菓が子しの山は何なのか。

　でもって──『歓迎』の下に書かれた『アグニちゃん』の文字は何なのか。

「……何よこれ？」

　問いながらも心の何ど処こかで分かっていた。

　だがそれを素す直なおに受け入れられない自分も居いた。こんな漫まん画がみたいに自分に都合の良い事が在って良い筈はずが無いのだと。自分の正体を知っても尚なお、何の代だい償しようも無く自分に好意を向けてくれる存そん在ざいが此この世に居る筈など無いのだと。

　しかし……

「あちゃー……」

　春香が顔をしかめて呟く。

「もう来ちゃったんだ」

「アグニちゃん来るの早すぎ」

　呆ぼう然ぜんとしているアグニエシカの横をペットボトルを抱かかえて通りながら紅葉が言った。

「…………何？」

「何って。見て分からない？」

　秋菜が肩かたを竦すくめて言った。

「なんかさー。アグニエシカってばいまいち馴な染じんでないみたいだし、最初はちょっと悪のりが過すぎたかなあ、とか思ったから」

　と続けて夏輝が言う。

「……だからさ」

　苦しげな声に振ふり返ると──ぼろぼろの状じよう態たいの優樹が呻うめく様に言った。

「待ってって──」

　要するに──詩月達が企たくらんでいたのはこれだったのだ。彼女等がこそこそしていたのも、優樹とネレイドが参年参組にアグニエシカを近付けない様にしていたのも、全すべてこれの為ためか。

「まあでももう準じゆん備びもほぼ終わってるし、始めちゃおうか…………って。どうしたの？」

　無言で立ち尽つくすアグニエシカを詩月が不思議そうに眺ながめて尋たずねる。

「ひょっとして白けた？　本当は、もっとこういきなり皆みんなで出で迎むかえて驚かせる趣しゆ向こうだったんだけどね？」

「…………」

　アグニエシカの前には──ただただごく普ふ通つうの歓迎会の情景が在った。

　恐らくはいつも何処かの学校で転校生に対して行われている様な、何の変へん哲てつも無い少年少女達のささやかな饗きよう宴えんを──幽ゆう霊れい少女やら狐きつね少女やらが嬉き々きとして準備している。再起動中だったネレイドも起きあがってきて、詩月達の作業を手伝い始めた。

　本当に──呆あきれる程ほどに普通だけれど、呆れる程に変な情景がそこにはあった。

　だから。

　アグニエシカは溜ため息をついて──言った。

「……驚いたわ。とりあえず。此こ処こまで何しに来たのか忘わすれる位」

「そっか」

　にぱっと笑って詩月が頷うなずいた。

「そうだ。プレゼントもあるんだよ？　お近づきの印に」

「プレゼント？」

「これ」

　詩月は色紙に包まれた箱を手て渡わたす。

　そう大きなものではない。ビデオテープ二箱分位のものだ。

「えっと……あの……ありがとう」

「どういたしまして」

　と何やら胸むねを張はって言う詩月。

「あ……開けていい？」
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　詩月が頷くのでアグニエシカはその包みを丁てい寧ねいに剝はがしていく。

　──まずい。

　とアグニエシカは思った。

　何だかドキドキする。頰ほおが緩ゆるんでいるのが自分でも分かる。こんな……こんなつまらないありきたりの事で、本気で喜んでしまう自分が居るのが自覚出来る。にやけるな私。プレゼントの一つや二つで大喜びしていたら、まるでモノに吊つられる馬ば鹿かみたい──

「プレゼント、何にしようか迷まよったんだけどね。丁度、優樹が教えてくれたから」

「僕ぼく？　なんか言ったっけ？」

　首を傾かしげる優樹。

　そして──

「…………」

　小さく肩を震ふるわせるアグニエシカ。

　彼女は顔面を真っ赤に染そめて包装紙の下から出てきたプレゼントを見つめている。

『多い日も大安心』と書かれたナプキン二十六個入りの箱を。

「……え⁉」

　プレゼントの中身を見て愕がく然ぜんと凍こおりつく優樹。

「僕は知らな……あの……いや、これはその……頰にアグニエシカにひっぱたかれた跡あとが残ってたから、あの、どうしてひっぱたかれたのか尋ねられたから、その」

　しどろもどろの弁べん解かいはしかしアグニエシカの耳に届とどく筈はずも無く。

　次の瞬しゆん間かん──

「こんのド変へん態たい────ッ‼」

　アグニエシカの絶ぜつ叫きようと共にヒステリック・ブラストの爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。
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　色褪あせた旧ふるい写真を想おもわせる風景の中に少年と少女は佇たたずんでいた。

　他ほかに人ひと影かげは無い。

　煩わずらわしい諸もろ々もろの雑ざつ音おんは遥はるかに遠く、廃はい墟きよを想わせる静けさの中で、窓まど辺べから差し込む黄昏たそがれ色の光が二人っきりの部屋に無数の陰いん影えいを刻きざんでいた。

　整然と並ならぶ木もく製せいの椅い子すと机つくえ。白はく墨ぼくの消え残った黒板。まばらに私物の残る棚たな。張はり紙の剝はがれ掛かかった掲けい示じ板ばん。落書きされた掃そう除じ用具箱──

　時さえも微睡まどろんでいるかの様な気け怠だるい空気が、見み慣なれた筈はずの教室風景を、硝子ガラス一いち枚まい隔へだてたかの様な現げん実じつ感に乏とぼしいものへと変える。

　まるで……全すべては少年と少女の存そん在ざいを描えがき出す為ために用意された、書き割りバツクスクリーンに過すぎないとでも言うかの様に。

「……………優ゆう樹き……くん……」

　眼めを伏ふせながら躊躇ためらいがちに少年の名を呼よぶ少女。

　恥はじらいの震ふるえを含ふくんだその仕草は清せい楚そでありながら──同時に上気してうっすらと紅あかに染そまる頰ほおが、ひどく艶なまめかしい。

「春はる香かさん……？」

　優樹と呼ばれた少年は内心の激はげしい動どう揺ようを隠かくしきれない様子であった。少女以上に赤面した顔の真ん中で、黒い双そう眸ぼうが困こん惑わくと驚きよう愕がくの色を湛たたえて何度も何度も瞬しばたたいている。

「……優樹くん…………」

　哀あい願がんするかの様な声と共に白い手が一つ一つ、まるで何かの儀ぎ式しきの様に丁てい寧ねいに、しかし見る者を焦じらすかの様にゆっくりとボタンを外していく。上うわ目め遣づかいで優樹を見つめながら……春香という名の少女はひどく切なげな声で訴うつたえた。

「……見て……私を…………」

　少年はただ無言。

　あまりの緊きん張ちように言葉が出て来ないのであろう。乞こわれずとも少年は視し線せんを逸そらす事も出来ないまま、凍こおりついたかの様にその場に立ち尽つくしている。

　静まりかえった教室の中で、ただ衣きぬ擦ずれの音だけが止める者も無いままに響ひびき続ける。

　やがて……脱ぬぎ終えられた衣い装しようは少女の指先を離はなれてその足あし下もとにわだかまった。

　逆ぎやつ光こうの中で、華きや奢しやで成せい熟じゆくしきっていない──しかしそれ故ゆえにこそ伸のびやかで可か憐れんな少女の身体からだの輪りん郭かくが露あらわになる。

　少年は身じろぎ一つしない。

　ただその頰が赤いのは必ずしも夕ゆう陽ひのせいだけではないだろう。

　そんな少年を少女は潤うるんだ瞳ひとみで見つめる。

　そして。

　少女は一歩少年に向けて脚あしを──

「アホかああああああ──ッ‼」

　──踏ふみ出しかけた瞬しゆん間かん、怒ど鳴なり声と共に突つっ込こんできた人影に背はい後ごから容よう赦しや無い飛び蹴げりを食くらっていた。

「んぎゃっ⁉」

　優樹のすぐ側そばをかすめる様にして吹ふっ飛んだ少女は、がたんがたんと椅子や机を巻まき込みながら教室の壁かべ際ぎわに転がる。

　しかもぶちかまされた蹴りに一体どれ程ほどの威い力りよくが込められていたのか、少女は──まるで暴ぼう走そう機関車に吹っ飛ばされた犠ぎ牲せい者しやの如ごとく、五体がばらばらに分解してその場に散らばっていた。
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　普ふ通つうの神しん経けいの人間なら思わず眼めを背そむける光景──の筈はずなのだが。

「あたたたたたたた」

　そう言うのは胴どう体たいから外れて転がっていた少女の生首であった。

　手足もそれぞれ胴体から外れているものの、ばたばたと転がった先で動いている。よく見れば流血すら無い。だからこそ余よ計けいに気色悪い光景ではあったが。

「何するのよ──アグニ」

　少女の生首が言った。

「それはこっちの台詞せりふでしょうが！」

　スプラッタ映えい画がそのまんまの状じよう況きようを目前にしながら微み塵じんも怯ひるまずそう宣のたまったのは、飛び蹴りをかました当人──長い赤毛キヤロテイを後頭部で二条じようにくくった少女である。

「何考えてんのよあんたは⁉　痴ち女じよ？」

　そう言って赤毛の少女が指差すのは脱ぎ捨すてられた衣服──濃のう紺こんのステンカラーコートである。

「何って──私の考えた制せい服ふくのデザインを優樹に見て貰もらおうと思って」

「これの何ど処こが制服よ！」

　更さらに赤毛の少女が突き刺さす様にして指差したのは、壁際に転がっている生首少女の胴体であった。

　といっても全ぜん裸らではなく……少女の胴体は紺一色で装そう飾しよく性せい皆かい無むというシンプルな水着に包まれていた。ついでに言うと胸むな元もとには白い布ぬのが縫ぬい付けてあって『壱いちの壱　はるか』と書かれていたりする。

「あいや……我わが主あるじ」

　と──少年でも少女達でもない第四の声が割わって入る。

　それはいつの間にか赤毛の少女の頭の上にちょこんと乗っかっている、一匹ぴきのシマリス──のような何か──が発していた。少なくとも辞じ書しよ的な意味でのシマリスは人語を喋しやべったりはしない。

「スクール水着というからには確たしかに制服の一種ではあります」

「黙だまれ小動物っ！」

　赤毛の少女は怒鳴った。

「ＴＰＯってのがあるでしょうが！　コートの下にスクール水着なんか着てプール以外の場所で歩いてたら、痴女以外の何者でもないわよっ！」

「いやいや。特とく殊しゆな趣しゆ味みの方相手の風ふう俗ぞく店という可か能のう性せいも──」

「いいから黙りなさい」

　唸うなる様に険けん悪あくな口調で赤毛の少女は言った。

「明らかに場ば違ちがいだよ」

　溜ため息をつきながら──しかし見るからにほっとした様子で少年も赤毛の少女の意見に賛さん同どうする。

「さすがにそれで数学とか国語とかの授じゆ業ぎようとか受ける訳わけにいかないだろ」

「駄だ目めかなあ？　機能的だと思うんだけど」

　と言うのは当の生首少女である。

「確かに、防ぼう水すい性、耐たい久きゆう性、運動性、通気性、どれをとっても申し分無いかと」

　赤毛の少女の頭の上でリスが頷うなずいた。

「…………」

　赤毛の少女が拳こぶしを固めてリスを殴なぐるものの、その一いち撃げきはひょいとかわされて彼女自身の頭上一センチを虚むなしく通つう過かしただけだった。

　赤毛の少女は顔をしかめながらもそれ以上リスを追及するのは諦あきらめたのか、視し線せんを生首少女に戻もどして言った。

「で──教室で授業受けるのにそれらの機能性がどう役に立つか説明してくれる？」

「ん──？」

　生首少女はごろんと転がりながら──首を傾かしげている積もりなのかもしれない──しばし考えて言った。

「気になる男の子の視線を釘くぎ付づけに」

「するなッ‼」

　赤毛の少女と少年は揃そろって喚わめいた。
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　本物か。偽にせ物ものか。

　そう問われれば──間違いなくそれは後者であったろう。

　それは紛まがい物であり、過去に喪うしなわれてしまったものの残ざん影えいに過すぎなかった。かつては本物であったかもしれないが、今となっては既すでに別のものに成り果てていた。

　だが……

　擬ぎ似じであり模も倣ほうに過ぎないが故ゆえにこそ、それは本物たる事を志し向こうする。飢うえにも似にた純じゆん粋すいさで様々なものを取り繕つくろい、己おのれに欠けているものを埋うめようとする。

　本来の自分──決して満たされる事の無かった己の存そん在ざいを全まつとうせんとして。それがしかし決して叶かなわぬ望みである事も何処かで分かっている筈はずなのに。

　それを愚おろかとは嘲あざけるまい。

　予あらかじめ喪うしなわれた自分を捜さがして足あ搔がくその姿すがたは……ただ純粋に哀かなしい。

　それの名は鈴すず乃の宮みや学園。

　今はもう何処にも存在しない筈の学まなび舎や──その未練が在ありし日の形を採とった紛い物であった。
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　そもそも……事の起こりは三日前に遡さかのぼる。

「という訳で！」

　どことなく古めかしい黒板に白はく墨ぼくででかでかと──しかし妙みように丸っこい文字で書かれた『第十二回生徒総そう会かい』の文字。

　その前に長い黒くろ髪かみに白いリボンを結んだ小こ柄がらな少女が胸むねを張はって立っている。何やら妙に偉えらそうというか自信たっぷりというか、側頭部に『えっへん』と吹ふき出しを付けたくなりそうな様子であった。

　彼女の名は鈴乃宮詩し月づき。

　戦時中の空くう襲しゆうで焼け落ちた鈴乃宮学園の未練が幽ゆう霊れいとなって顕けん現げんした処ところの存在たる少女は、教きよう壇だんの上に立ちながら言った。

「かねてからの懸けん案あんだった制せい服ふくのモデル・チェンジについてですが！　そろそろ具体的な話を詰つめたいと思います！」

「待ってました！」

　やんややんやと手を叩たたいて盛もり上がっているのは教室の真ん中辺りに陣じん取どっている四人の幽ゆう霊れい少女──春香、夏なつ輝き、秋あき菜な、冬ふゆ美みの通つう称しよう『四季少女シーズン・シスターズ』達である。

　元々何十人という少女達の霊れい魂こんを継つぎ接はぎしてできあがったこの四人は、各部の接せつ続ぞくが生なま乾がわきのプラモデルの様に甘あまく、ちょっとした衝しよう撃げきですぐにバラけてしまうという歩くスプラッタ映えい画が四人組であるが……普ふ段だんは普通の女の子と外見上差は見られない。呆あつ気けなく取れたりもするが、一いち応おう脚あしも在る。

　むしろ──

「モデル・チェンジだよ～」

　と最前列で盛り上がっている少女──紅葉もみじの方が分かり易やすい感じで人間離ばなれしている。

　何しろ狐きつねの変へん化げのこの少女は、殆ほとんど人間そっくりの姿すがた形かたちをしながらも、何をどう勘かん違ちがいしたのか狐の耳と尻尾しつぽをそのまま残しているのである。

　ちなみに紅葉はやけに嬉うれしそうな表ひよう情じようで『モデル・チェンジ』を連れん呼こしているが、この少女の場合は、言葉の意味が分かって口にしているかどうか……かなり怪あやしい。

　でもって──

「…………制服のモデル・チェンジ？」

　とアグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のは眉まゆを顰ひそめて呟つぶやいた。

　実を言えばこの教室の中では唯ゆい一いつの現げん役えき女子高生──他の少女達は、言ってしまえばそのふりをしているだけの連中だ──である処の彼女は、傍かたわらに座すわっていて同じく唯一の男子生徒である処の長なが居い優樹を振ふり返った。

「なにそれ？」

「いやまあ……聞いた通りだけど」

　苦く笑しようを浮うかべながら頰ほおを搔かく優樹。

　ほぼ『人間以外』で占しめられたこの学園の中で、アグニエシカと同じ常じよう識しきを持ち合わせているのは彼だけと言って良い。

「意味は分かるけど。でもなんでそんなのを生徒総会で決めたりするのよ？」

「元々は春香さん達の要よう請せいだし。他ほかに決めてくれる人がいる訳でなし。話そのものは随ずい分ぶん前に在ったんだよ。確たしか僕ぼくが来た時すぐに出たんだっけか」

　巷ちまたでは──というか外の世界ではデザインに優すぐれた多種多様な制服が溢あふれている。中には有名ファッションデザイナーにデザインされた様な、お洒落しやれで可愛かわいく、かつ特とく徴ちよう的な制服も在るというのに、自分達は旧きゆう態たい依い然ぜんとしたセーラー服なのは納なつ得とくがいかない──というのが四季少女達の主しゆ張ちようである。

　無む論ろん、実じつ際さいには四季少女達の様なオーソドックスなセーラー服も充じゆう分ぶんに現役というか、まだ公立校では採さい用ようしている場所も多いのだが、なにしろ情じよう報ほう的にひどく偏かたよっているこの鈴乃宮学園では──目立つ情報ばかりが記き憶おくに残り易やすく、それが一いつ般ぱん常識なのだと勘違いされてしまう事も少なくない。

「まあ別に悪い事でも無いし。細かな物ぶつ質しつとしての組成はともかく……大たい抵ていのものは詩月が合成出来るらしいから、デザインさえ決まれば造つくるのは簡かん単たんらしいしね」

「あーもう……なんだかなー……そんな事ごちゃごちゃ相談するよりもさっさと『学園ごっこ』をやればいいのに」

　溜ため息混まじりに言うアグニエシカ。

　女子高生であると同時に文部科学省陰おん陽みよう課かの非ひ常じよう勤きん課員でもある彼女にとって、本来この鈴乃宮学園は敵てき対たいする事は在っても馴なれ合う相手ではない。

　そんな彼女が不ふ承しよう不ぶ承しようながらもこの生徒総会に参加しているのは、自分の力ではこの鈴乃宮学園という巨きよ大だいな霊的現象に対たい処しよしきれない事と、今いま更さらながら単たん純じゆんな力押おしだけが問題解かい決けつの方法ではないと理解──いや納なつ得とくしたからである。

　具体的には『学校たる事を全まつとう出来なかった学まなび舎やの無念が形となった』のがこの鈴乃宮学園であるのならば、真ま似ね事ごとであろうと学校として機き能のうさせてやれば、未練が晴れて成じよう仏ぶつ出来るのではないか……という優樹達の意見を認みとめた上で、彼女も『学校ごっこ』に参加しているのである。

　とはいえ──

「そこ。私語は慎つつしんで」

　教壇の上から詩月が言ってくる。

「はいはい」

　顔をしかめながらも言うアグニエシカ。

「で……どういうデザインにしようかと思って前に皆みんなに聞いて回ったのだけど、皆意見がばらばらで全然まとめられなかったのね」

「……僕は聞かれてないけど？」

　と首を傾かしげて言う優樹。

「男の子の制服なんてどうせブレザーか詰め襟えりじゃん」

　と夏輝。

「いやまあ……そうかもしれないけど」

「それとも男の子の制せい服ふくも一いつ緒しよに決める？」

　首を傾げて尋たずねてくる詩月。

「別にいいよ。手間が増ふえるだけだろ」

「ん。じゃあまあ女子の制服だけという事で。でね──その代わりと言ったらなんだけど、優樹には審しん査さ委員やって貰もらいたいのよね。あ、アグニにも」

「審査委員？」

　これまた眉を顰ひそめて問い質ただすアグニエシカ。

「なんの？」

「だから新しい制服の」

「…………ってまさか」

　呻うめく様に言うアグニエシカに詩月はにっこり笑って頷うなずいた。

「そのまさか。どうせなら皆が納得するものを選びたいでしょ？」

「コンテストでもしようっての？」

「そうそう──皆で案を出し合ってさ」

　頷いたのは四季少女達シーズン・シスターズである。

「一番可愛いのに決めようって事で」

「優ゆう勝しよう者しやには賞品も出るらしいし」

「私がんばります」

　四人の幽ゆう霊れい少女達は既すでにやる気満々といった様子である。どうやら彼女等はこの一いつ件けんについては既に詩月と話し合い済ずみらしい。

　詩月は満足そうに頷いているし、元より年中無休全力運転の紅葉はにこにこしながら『コンテスト～コンテスト～コンコンテストコンテスト～』と意味不明の歌を歌っている。

「…………」

　ついでに言えば教室の隅すみで座すわっているネレイドは書記として黙もく々もくとノートに総そう会かいの記録を書き付けているが……このアンドロイド少女は毎度の如ごとくただただ無表情で、彼女がこの懸けん案あんに賛さん成せいなのか反対なのかは傍はた目めから推おし量はかる事は出来ない。

「まあそれで『らしさ』が出るって言うのなら私も反対しないけど……」

「じゃあ審査員御お願いね」

　と詩月。

「だからなんでそうなるの？」

「だって。優樹もアグニちゃんも現げん役えきの高校生でしょ？」

「誰だれかさんのお陰かげで不登校記録樹じゆ立りつ中だったりするけどね」

　アグニエシカの嫌いや味みが聞こえているのかいないのか──詩月はにこにこしながら付け加える様に言った。

「だからさ。ナウなヤングの感かん性せいに期待してるんだよ？」

「…………」

　既すでに埋まい葬そうまで終わって腐ふ敗はい中の死語を何の躊躇ためらいも無く口にする詩月を眺ながめてから──アグニエシカは優樹を振ふり返った。

「……優樹」

「なに？」

「『学校としての存そん在ざいを全うする事で鈴乃宮学園の未練が晴れて取り込こまれた一いつ般ぱん人じんは解放されるかも』って話だけど」

「……うん」

「せめて私達が老ろう衰すいするまでに、この時代錯さく誤ごな超ちよう弩ど級きゆう常じよう識しき欠落者の集しゆう団だんを『それらしく学園させる』事が出来る位に教育し直せればいいわね」

　優樹とアグニエシカの脳のう裏りに、年とし寄よりになってフガフガ言いながらも学生服を着て『学園ごっこ』を続けている自分達の姿すがたが描えがかれる。

「…………」「…………」

　しばしの沈ちん黙もくの後──優樹とアグニエシカは揃そろって溜ため息をついた。
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　……そういう訳わけで。

　四季少女達シーズン・シスターズを始め詩月や紅葉や保ほ健けん教きよう諭ゆの本ほん町まち小さ竹さ乃のまでが面おも白しろがって新しい制服のデザイン案を練り始めた訳だが。

「そもそも制服ってもんをあんた達全然分かってないでしょう⁉」

　優樹に手伝って貰もらって何とか元の状じよう態たいに戻もどった──とりあえずコートも着ている──春香を指差してアグニエシカは言った。

「えー？　そう？」

「そうだっ！」

　と──力強く断だん言げんするのはアグニエシカではなく大おお股またに歩いて教室の中に入ってきた夏輝であった。

「そんな夏場限げん定ていの特とく殊しゆ衣い装しようなんて所しよ詮せん、季節モノのマイナー品。それに引き替かえ見よ、このあたしのデザインした制服を！」

　と自信たっぷりに宣のたまう夏輝の着ているのはシャツに──ブルマーだったりする。ご丁てい寧ねいに胸むな元もとには『壱いちの壱　なつき』と書かれた布ぬのが貼はり付けてあったりもする。

「一いつ緒しよだ一緒！」

「ど──どうしてっ⁉」

　アグニエシカと優樹のクレームを受けて愕がく然ぜんとよろめく夏輝。

　そこへ──

「ふふふ。甘あまいわね、夏輝」

　と言いつつ次に教室に入ってきたのは秋菜であった。

「制服と言えばこれでしょう？」

　と胸むねを張はる彼女が着ているのは真っ白な衣装だった。見るからに清せい潔けつそうなのはまあ良いのだが……どう考えても彼女の頭の上に載のっている帽ぼう子しは学校ではなく病院でかぶるべきであった。

「それ既に学生服じゃないし」

「……む。痛いたいところを」

　真顔で優樹に突つっ込まれて顔をしかめる看かん護ご婦ふさん──もとい女性看護士姿の秋菜。

「じゃあこれならどうだっ！　冬美っ！」

「あ。はい」

　呼よばれて入ってきたのは四季少女の中でも一番大人しい感じの冬美である。

　彼女はどこかもじもじとした仕草で歩いてきて──一同の前で立ち止まる。

　冬美の衣装は、基き本ほん的てきには彼女の性せい格かくを反映して大人しいものだった。濃のう紺こんでハイネックのワンピース。恐おそらく制服という意味では今までで一番上品かつ無ぶ難なんな代しろ物ものであったろう──フリル付きのエプロンとヘッドドレスさえ無ければ。

「うわあ。メイドさんだ」

「冬美ったら似に合あうじゃん」

「そ……そうかな」

「むむ。これは手て強ごわいわね」

　などと盛もり上がる四季少女達。

「これなら文もん句く無いでしょっ⁉」

　振り返って傲ごう然ぜんと言う秋菜に──

「大ありに決まってんでしょうがっ‼」

　アグニエシカが怒ど鳴なった。
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　……そんなこんなで。

「皆みんな、何を考えてんだか」

「いやまあ、暇ひまだしね」

　優樹とアグニエシカは学生食堂で茶を飲んでいた。

　ついでに言うとテーブルの上ではヒムリールが、何ど処こから持ち出してきたのか玄げん米まい茶ちやの注つがれた御お猪ちよ口こを杯さかずきの様に両手で持って飲んでいる。

　時じ刻こくとしては既すでに夜である。

　食堂には他ほかにも優樹達のすぐ近くのテーブルにネレイドが居いるが……四季少女や紅葉に詩月、小竹乃は新しいデザインを形にするのに忙いそがしいのか、姿を見せない。もうすぐ夕食の時じ刻こくなのでその内集まっては来るだろうが。

「あれじゃ制服のデザインじゃなくて単なるコスプレ大会じゃない」

「まああれはあれで面白いけどさ」

「…………」

　苦く笑しようしつつそう言う優樹を──アグニエシカが妙みように冷たい眼めで見み据すえる。

　はっ……とその視し線せんに気付いた優樹は赤面して首を振ふった。

「──あ、いや別に僕はコスプレが好きだとかそういうのじゃなくて！」

「どうだか。春香に迫せまられた時も逃にげずにじっと見つめてたし。やらしー」

「びっくりしただけだってば！」

　慌あわてて言う優樹。

「……まあ優樹殿どのの嗜し好こうはさておき」

　ヒムリールが御猪口を置いて言った。

「我わが主あるじは参加されないのですか？」

「コスプレする趣しゆ味みは無いわよ」

　とアグニエシカ。

　もっとも彼女の対たい霊れい戦せん闘とう服ふく〈拳こぶし姫ひめ〉はどう言い繕つくろってもコスプレの類たぐいにしか見えない代しろ物ものであるが。まああれは『遊びプレイ』で着ている訳わけではなく仕事の一いつ環かんとして着用する衣装なので、コスプレではないという事なのだろう。

「いや。そうではなくて。デザインの方です。確たしか絵を描かいたりするのは得意だとうかがっておりましたが？」

　アグニエシカと優樹は審しん査さ員ではあるのだが、この制服選定はいわばお祭りの一種なので別に厳げん正せいでも厳密でもある必要は無い。そういう訳で『良かったら二人も何か考えてきてね』と詩月は言っていたのだが……

「制服って嫌きらいなのよね」

　アグニエシカは顔をしかめながら言った。

「そうなの？」

　優樹が意外そうな表ひよう情じようで尋たずねる。

「なんかこう……着ている人間と着ていない人間を分けてわざわざ『内』と『外』を作ってるみたいでさ。着ない人間は駄だ目め人間みたいに言ったりとか」

　腕うでを組んでしかめっ面つらで言うアグニエシカ。

「制服って自じ己こ表ひよう現げんを妨さまたげるよね」

「そ……そういうもんかな」

「皆が型にはめられて。その型からずれてたら皆で非ひ難なんして。生徒だけじゃなくて。したり顔で自分らしさ、とか個こ性せいを尊そん重ちよう、とか言いながらそういう事は平気でするよね、教きよう師しって。ＰＴＡとかもそう」

「……そこまで極きよく端たんなものかな」

　そう言ってから……優樹は気付いた。

　アグニエシカは超ちよう常じよう能のう力りよく者しやである。

　本人は決して語ろうとはしないが──常人には無いその特とく殊しゆな力のせいで、何度も差別や迫はく害がいに遭あい、中学生の頃ころから学校を転々としていたらしい。

　そんな彼女にとっては特に思い入れの在ある制服など無かろうし、むしろ制服は自分を拒きよ絶ぜつした者達の──圧あつ倒とう的多数によって異い端たんを排はい撃げきする者達の象しよう徴ちようでもあるのかもしれなかった。無む論ろん、本人にそれを問うてもこの気の強い少女は素す直なおにそれと認みとめたりはしないだろうが。

　たかが制服。されど制服。

　それに対する印象は人それぞれが積み重ねてきた過か去こによって成り立っている。学校生活に良い思い出が無いらしいアグニエシカが、制服に良い印象を持っていないのは仕方の無い事ではあるかもしれない。

　ただ──

　優樹は制服が育はぐくむ連帯感や仲間意い識しきというものも在ると思う。

　それは決して外側を規き定ていして差別や迫害をする為ためのものではなく、何というか……家族や友人や恋こい人びとがお揃そろいの衣い装しようを着るのと同じ様な、ある種の絆きずなとして喜びをもたらす事も在るのではないか。

　優樹としては、アグニエシカの考えを頭から否ひ定ていする積もりは無いのだが……『皆でお揃いの服を着る』という、何ど処こかくすぐったいような楽しさを彼女が全く知らないのは、何だか勿もつ体たいない気もした。

「ところで……」

　アグニエシカは二つほど向こうの席で黙もく々もくと何か作業をしているネレイドを振り返って言った。

「ネレイド。何やってんの？」

「…………」

　ふとネレイドが顔を上げてこちらを振り向く。相変わらずその隙すき無く整った顔には何の表情も浮かんでいないが──

「制服のデザインを」

「ネレイドが？」

「はい」

　頷うなずくネレイド。

「……創そう造ぞう的思考はＡＩには出来ないんじゃなかったっけ？」

　首を傾かしげるアグニエシカ。

「まあ彼女は彼女で色々と規き格かく外がいみたいだしね。僕ぼくもよく知らないけど」

　肩かたを竦すくめる優樹。

「で──どんなのデザインしてるの？」

「これです」

　言ってネレイドが出してきたのは一枚まいのイラストだった。御ご丁てい寧ねいにも何色もの色いろ鉛えん筆ぴつを使ってまるで写真かと見み紛まがう様な精せい密みつ極きわまりない絵に仕上げている。

　まあネレイドが描かくということはある意味、彼女の頭の中のイメージをプリンタで直ちよく接せつ印刷する様なものだから、精密な絵になるのは当然と言えば当然ではある。

　紙の上に描かれているのは問題の『制服』を着たネレイド本人だった。

　基き本ほん的な形はブレザーとスカートである。形けい状じようとしては今まで見てきた中で最もまともだとも言える。

　ただし……

「……ネレイド。この模も様ようはちょっと」

　迷めい彩さい柄がらなのはいかがなものか。

「駄だ目めですか」

　ネレイドは淡たん々たんとした口調で言った。

「タイガーストライプが駄だ目めであればオーソドックスなウッドランドもありますが」

　と別の、しかしやはり迷彩模様のブレザーとスカートの絵を取り出して見せるネレイド。彼女にしてみれば全く違ちがう模様なのかもしれないが、はっきり言って優樹の眼めから見れば殆ほとんど区別が付かない。

「いや。そうじゃなくてね。別にジャングルでゲリラ戦とかする訳わけじゃないんだし」

「しませんか」

『しない』

　優樹とアグニエシカは口を揃そろえて言った。

「…………」

　ネレイドはしばし考えて──頷うなずいた。

「そうですね。此こ処こでは都市迷彩の方がいいかもしれません」

「なんでそうなる⁉」

　呻うめく様に言うアグニエシカ。

「大体ここに付いてるウエストポーチみたいなのは何なのよ？」

「予よ備び弾だん倉そう入れです」

「これとこれとこれは？」

「救急キットと高光圧照射灯シユアフアイアとサバイバルナイフです」

「…………じゃあこれは？」

「補助武装サイド・アームです。仮かりに今は米軍制式拳けん銃じゆうのＭ９を設せつ定ていしていますが、海兵隊で評ひよう判ばんの良いシグ・ザウエルＰ２２８も候こう補ほとして考えています」

「…………」

「材ざい質しつはオーソドックスなケブラー繊せん維いを考えていますが、より防ぼう弾だん性せいと耐たい水すい性せいを重じゆう視しするのならば、スペクトラ繊維が良いかとも思われます。スペクトラ繊維を八層そう重ねたボディ・アーマーではＮＡＴＯナトー軍標ひよう準じゆんの９ミリ・パラベラム弾を停止させる効こう果かが在あり──」

　滔とう々とうと語り始めるネレイド。

　その表ひよう情じようが何ど処こか得意げだったりするのはアグニエシカ達の眼の錯さつ覚かくだろうか。

「いや……まあ……制服は制服なんだろうけど……」

　と優樹。

　ネレイドは元々軍用──正せい確かくには代理戦争用人じん造ぞう人間である。その頭の中には現げん代だい戦せんの基本戦せん術じゆつと各種兵器の操そう作さ法は入力されているものの、一いつ般ぱん常じよう識しきは呆あきれる程ほどに乏とぼしい。

　まあ確たしかに彼女にとって制服と言えば軍服になってしまうのかもしれなかった。

「……あんた学校で何する積もりよ？　戦争でもやろうっての？」

「…………」

　アグニエシカに睨にらまれ、しばしネレイドは首を傾かしげて考え込こんでいたが……

「しませんか」

「しないわよ」

「衝しよう撃げき的新事実です」

「……あんた学校を何だと思ってるのよ？」

「想定外の新事実の出現により、基本コンセプトの再さい検けん討とうを行う必要が在あるかと判はん断だん致いたします。再検討を行いますが、よろしいか」

「…………どうぞ」

　また黙もく々もくと何やら絵を描き始めたネレイドは放置して──アグニエシカと優樹は揃そろって溜ため息をついた。
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　とか何とかやっている内に。

　コンテストの期日はやってきた。それぞれがそれぞれのデザインした衣い装しようを着て審しん査さ員にアピールするのであるが──

「一番。春香さん」

　詩月の司会でコンテストは進行していた。

　教室の扉とびらを開き、教きよう壇だんに立つ春香。

「春香です。一生懸けん命めい考えましたっ！」

「不ふ許きよ可かっ！」

　アグニエシカが喚わめく。

「えー。なんでー」

「何なのよその魔ま法ほう少女みたいなフリル満まん載さいのパステルカラー・デザインは⁉」

「アグニちゃんに言われたくないよねー」

「やかましいっ‼」

　ばんばんと机つくえを叩たたきつつ叫さけぶ。

「二番。夏輝さん」

「夏輝です。自信作なんだぜ？」

「不許可っ‼」

　判はん断だん所要時間──一秒。

「なんでだ、審査員横おう暴ぼうッ！」

「何ど処この世界にレースクイーン衣装を制服にする高校が在るかっ！」

「えー。日ひ傘がさもオプションでつくのに」

「関係在るかっ‼」

　という事で却きやつ下か。

「三番。秋菜さん」

「…………まあ、よろしく」

「不許可っ‼」

「なんでよ」

「ロングドレスが制服になるかっ‼　っていうか鎖さ骨こつ出すなっ‼」

　これも却下。

「四番。冬美さん」

「あの……よろしく御お願いします」

「不許可っ‼」

「あう」

　とチャイナドレスを着た冬美がうなだれる。

「アグニ、わがまま」

　詩月が指差して言うものの、アグニエシカも負けてはいない。

「何が我わが儘ままよ⁉　大体どうしてあんたらはまともにデザインしようとしないのよ！　コスプレばっかじゃない‼」

「…………」

　言われて……四季少女達シーズン・シスターズは顔を見合わせる。

「んー……実は」

　頰ほおを搔かきながら春香が言った。

「実は何タイプかちゃんとしたのもデザインしたんだけどね。いまいち、しっくりこないって言うか……」

「要するにこの制服を着き慣なれすぎて」

　秋菜が後を引き取る。

「変な愛着湧わいちゃってさ」

「…………」

「やっぱり着慣れたセーラー服がいいかなーって……」

　夏輝が言う。

「何の為ためにコンテストやってんのよ」

　と言いつつ──アグニエシカにも何となく四季少女達の気持ちは分かった。

　自分達で言い出した事だから、今いま更さら止やめようとも言いにくいのだろう。

「まあそういうもんじゃないのかな」

　苦く笑しようしながら優樹が言う。

「着慣れてきてうざいとか思う様になっても、いざ着なくなる──となると何だか棄すてがたいっていうか。僕は未まだそういう感覚無いけど、昔、婆ばあちゃんがそんな事言ってた」

「……そういうもの？」

　半はん眼がんで一同を眺ながめながら言うアグニエシカ。

　四季少女達は頷うなずき……他の面子メンツはきょとんとした顔をして話を聞いている。まあここらは人生経けい験けんというか、過すごしてきた歳さい月げつの差ではあるのだろう。

「はっ──馬ば鹿か馬鹿しい！」

　吐はき捨すてる様にアグニエシカは言った。

「アグニエシカ？」

「そもそも制服なんてのは、着たい奴やつだけ着ればいいのよ！　皆みんなでお揃そろいとか、そんなの──馬鹿みたい」

　立ち上がって──そんな言葉を残しアグニエシカは教室を出ていく。

　その瞬しゆん間かん……

「…………」

　ひょいとヒムリールが彼女の肩かたから飛び降おりる。一瞬、アグニエシカは使い魔まを振ふり返るが、そのまま特に気にする様子も無く立ち去っていった。

「……まあ学校ってのにあんまり良い印象無いって言ってたしね」

　と優樹。

　元々彼女を制服の審しん査さ委員に据すえる事自体に問題が在あったのかもしれない。

「ところで」

　ヒムリールが机つくえの上にちょこんと乗ると、ひょいとその小さな前足を振る。

　何ど処こにどうやって隠かくしていたのか、その手から白い一線が迸ほとばしったかと思うと、ぱらぱらと解ほどけて──一枚まいの紙になる。

「……それは？」

「五番、ですよ」

　ヒムリールは言った。
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　寮りようの自分の部屋に帰って寝ねころびながら、アグニエシカは溜ため息をついた。

　目の前に──シャープペンシルと消しゴムが転がっている。側そばにはくしゃくしゃに丸められた紙くずも大量に落ちていた。昨日、久ひさしぶりに絵を描かいてみた名残なごりだ。

　昔、アグニエシカは絵にハマった事がある。

　小学生低学年の頃ころだ。

　霊れい能のう力りよく以外に特に特とく技ぎの類たぐいも無かった彼女は、たまたま学校が生徒の作品をまとめて応おう募ぼする県のコンクールで、努力賞を貰もらった。

　何かにつけ不器用なアグニエシカは、その賞を貰ったのが嬉うれしくて、一時期馬鹿みたいに紙と色いろ鉛えん筆ぴつで絵を描きまくっていた時期がある。結局、自分よりも上う手まい子達が一いつ杯ぱいいる現げん実じつを突つき付けられて、すぐに描かなくなってしまったが……

「……柄がらにもない」

　そう思う。

　実は──アグニエシカはまともに同級生達と揃いの制服を着た事が無い。

　大たい抵ていの場合、彼女は転校先の学校で新しい制服が届とどく前に、何か問題を起こして退たい学がくを食くらってきたからである。

　だからいまいち、同級生達と『お揃い』の衣い装しようを着て登下校する自分とか、机を寄よせ合って弁べん当とうを食べる自分というのが、想そう像ぞうできないのだ。それは何か酷ひどく場ば違ちがいというか、分不相応な妄もう想そうの様で。

「制せい服ふくも。自じ己こ表現も。馴なれ合いも。本当に……柄じゃない」

　呟つぶやいて彼女は眼めを閉とじた。

　そう。柄じゃない。

　連帯とか。仲間とか。お揃いとか。

　そんなのは。
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　いつの間にか眠ねむっていたらしい。

　眼が覚めると──いきなり四人分の顔が視し界かいに入ってきた。

「──いっ⁉」

「それっ‼」

　一いつ斉せいに飛びかかる四季少女達シーズン・シスターズ。

「うぎゃあああっ⁉　何⁉　何⁉　何なのっ⁉　痴ち女じよ⁉　同どう性せい愛あいの痴女⁉」

　もみくちゃにされながらも暴あばれるアグニエシカ。

　しかしさすがに四人がかりとなると抵てい抗こうしきれない。次々と服を脱ぬがされて──

「おしっ！　完成‼」

　満足げに頷うなずく夏輝。

　一斉に少女達の手が引かれ、唐とう突とつにアグニエシカは自由になった。

　そして──

「……え？」

　見み慣なれない衣装。

　白とオレンジを基き調ちようにした清せい潔けつな雰ふん囲い気きの服。

　いや──見慣れない訳わけではない。彼女はこの服を知っている。知らない筈はずがない。立体として見た事がなかったから、咄とつ嗟さに分からなかっただけだ。

「お披ひ露ろ目めお披露目‼」

　戸と惑まどうアグニエシカを四季少女達が引っ張ぱって部屋の外に連れ出す。

「ちょ……何よ⁉　一体⁉」

「いいからいいから！」

　四季少女達は強ごう引いんにアグニエシカを連れて寮を出て、壱いち年壱組の教室へ。

「連れてきたよー」

　春香の声と共に扉とびらが開かれ──

　──かしゃ。

　光と共に微かすかな機械音。

「──え？」

　そこには。

「よく似に合あってる」

　言ってカメラ片かた手てに笑う優樹がいた。

「な……なによ一体？」

「新しい制服のお披露目会」

　言って優樹が肩かたを竦すくめる。

　彼が振ふり返って示しめす先には──

「制服だよ～」

　とぴょんこぴょんこ跳はねている紅葉の姿すがたが在ある。

　その隣となりには黙もく然ねんと立つネレイドの姿。

　それは、色違いではあるし、スカートの丈たけがそれぞれ違うが、明らかに基き本ほんはアグニエシカが着ているそれと、同じデザインのものだった。

　更さらに言えば──

「優ゆう勝しよう、五番、アグニエシカ！」

　などと指差しながら宣のたまうのは詩月である。

「…………」

「こういうの描かけるんなら最初に言ってくれればいいのにー」

　と言って詩月が引っ張り出したのは。

「──それっ⁉」

　一枚まいの紙。

　制服のデザイン画。

　アグニエシカが暇ひまつぶしに描いたものだ。

「どうしてそれが……ってヒムリール⁉」

　真っ赤になりながら真相に気付いて慌あわてて振り返る。だが、使い魔まは知らん顔をして優樹の頭の上で顔を洗あらっていた。

「まあ確たしかに制服なんて好きずきですし」

　声に振り返ると、校医の本町小竹乃がのんびりした口調で言いながら教室に入ってくる処ところだった。

「無理に着る事は無いんでしょうけどね。此こ処こは偽にせ物ものの世界だから。でも──だからこそ、何でも試ためしてみるべきだと思いません？」

「……試す？」

「たかが制服。されど制服。ひょっとしたら、これも思い出になるかもしれませんよ？」

「…………」

　沈ちん黙もくするアグニエシカ。

　そんな彼女に駄目を押おすかの様に詩月がはしゃいだ声を上げる。

「折せつ角かくだから写真撮とろう写真！　写真係！」

「はいはい」

　詩月の要よう請せいに従したがって優樹がカメラを構かまえた。

「じゃあアグニが真ん中で。左右に紅葉とネレイドね──うん。そんな感じ。じゃあ撮るよ？」

　アグニエシカが半ば呆ぼう然ぜんとしている間にかしゃりとシャッターが落ちる。

　自分のデザインした制服を着た紅葉とネレイドに挟はさまれて、間の抜ぬけた表ひよう情じようをしているアグニエシカの姿が、フィルムに焼き付けられた。

　そして──
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「…………どうしたの？」

　紅葉が不思議そうに尋たずねてくる。

　悪くない。手前ミソな考えかもしれないが、なかなか可愛かわいい制服に仕上がっている──そんな事を思いながら。

「なんでもなーい」

　アグニエシカは首を振った。
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　長なが居い優ゆう樹きは無言で壱いち年壱組の教室の前に佇たたずんでいた。

「…………」

　いつもなら当たり前の如ごとくに扉とびらを開いて中に入る訳わけだが……今日に限かぎってはちと事情が異ことなる。何な故ぜかというと扉に貼はられた画用紙にでっかく書かれた『男子禁きん制せい』の文字が先まず眼めに入ったからである。

「……なんなんだ……？」

　男子禁制と言ってもこの学園には現げん在ざい男子と呼よべる存そん在ざいは優樹しか居いない訳で。事実上『優樹は入っちゃ駄だ目め』と言われている様なものだ。

　まあこういう差別的な仕打ちを受ける心当たりも無いので、無む理り矢や理り中に入っても良い訳だが、相手は全員が全員、普ふ通つうの人間ではない訳で──どういう反はん応のうが返ってくるか今一つ分からない処ところが在ある。下へ手たに強きよう硬こう手しゆ段だんに出てややこしい事になっても色々と怖こわい。

「……うーん。保ほ健けん室しつにでも行くか」

　他ほかに人の居そうな処と言えば保健教きよう諭ゆの本ほん町まち小さ竹さ乃のが根ね城じろにしている保健室位のものである。もっとも小竹乃がこの中にもし居るのなら何ど処こに行っても同じであろうが。

「本当にいつになったらまともに学園生活始めるのやら」

　首を傾かしげつつも優樹は壱年壱組の教室の前から歩み去った。




　　　　●　●　●




　精せい霊れい信しん仰こう的な側面を持つ多神教型宗しゆう教きよう──八や百お万よろずの神々を祀まつる日本の神しん道とう等はその典型である──においては『モノにも心が宿る』という発想は別に珍めずらしくない。動かず物も言わぬ器物にも実は魂たましいが在あるのだという考え方である。

　どんなものにも魂は宿る。

　どんなものにも心は在る。

　そう考えるのならば──例えばそれは第二次世界大戦中に空くう襲しゆうで焼け落ちてしまった『学園』にも在った筈はずである。

　そして……数多くの生徒達を守り育はぐくみ、送り出す学まなび舎やとしての本分を果たす事も無く滅ほろびねばならなかったその『学園』が、ある種の無念を抱いだいて現げん世せに留とどまってしまうという事も有り得うるだろう。

　その『学園』が無念の余あまりに他者を己おのれの内に取り込こんで、実現する事の無かった本来の姿すがたを模も倣ほうする場所。何もかもが偽にせ物ものでありながらも、恐おそらくは本物よりも真しん摯しにその存在理由を追つい求きゆうする場所。

　それが鈴すず乃の宮みや学園。

　滅ほろんだ『学園』の無念が創つくり出した閉へい鎖さ性せい結界と、そこに集められた諸もろ々もろの存モ在ノ達が『学園』の真ま似ね事ごとを模も索さくする場所であった。




　　　　●　●　●




「……行った？」

「行ったよぅ」

　詩し月づきの問いに──細めに扉とびらを開いて外の様子を確かく認にんしながら紅葉もみじは頷うなずいた。

　ついでにクンクンと鼻を動かし、頭に生えた獣けもの状じようの耳もピクピクと動かしてみるが──優樹の匂においも音も近くには無い。恐おそらく大だい丈じよう夫ぶ。

　壱年壱組の教室の中には現在鈴乃宮学園に所しよ属ぞくする──此こ処この場合は『所属』は『幽ゆう閉へい』の同どう義ぎ語ごだが──少女達が全員集まっていた。

　狐きつねの変へん化げ少女の紅葉。

　幽霊の春はる香か、夏なつ輝き、秋あき菜な、冬ふゆ美みの四季少女シーズン・シスターズ。

　アンドロイドのネレイド。

　現げん役えき女子高校生陰おん陽みよう師じのアグニエシカ。

　そして鈴乃宮学園の化け身しん──詩月。

　総そう計けい八名である。

　どこぞの過か疎そ地ちの分校も真っ青の全校生徒数であるが、これは仕方が無い。ついでに言うとアグニエシカの使い魔まのヒムリール──外見はシマリスそのものだが──も居いる。使い魔の癖くせに主人と余り折り合いの良くないヒムリールは、今は紅葉の頭の上に座すわって顔を洗あらっていた。

「──で。何なのよ一体」

　腕うでを組んだアグニエシカが怪け訝げんそうに尋たずねる。

　彼女もとりあえずこの『男子禁制』の集まりに呼よび出された一人であるが、未まだこの鈴乃宮学園に来て日が浅い為ためか、今一つ詩月達のノリについて行けていない処ところが在る。

「んー。優樹には内ない緒しよにしたかったのよね」

　と詩月。

「だから何を？」

「制服も決まった事だし、本ほん格かく的にこう学園生活らしいイベントなんかを打ってみたいなあ……と思ったの」

「イベント？」

「そう──例えば」

　詩月が窓まどの方を見ながら夢ゆめ見る少女の様な潤うるんだ瞳ひとみで──虫むし眼鏡めがねで拡かく大だいして確かく認にんすれば星とかも煌きらめいていたかもしれない──言った。

「校こう舎しや裏うらでの告白とか……」

「…………」

　アグニエシカは白けきった半はん眼がんで詩月を睨にらむ。

「下げ駄た箱ばこに懸け想そう文ぶみとかも良いわよね……」

「……ラブレターと言いなさいよ、せめて」

　呻うめく様に言うアグニエシカ。

「後は……そうね。雨の中で仔こ猫ねこを拾うのを陰かげから見守るのも棄すてがたいけど……」

「それ学園生活と関係ないし」

「……なによお」

　詩月はアグニエシカを振ふり返って言った。

「アグニったら文もん句くばっかつけて」

「いや。だからそういうの別に学園生活と関係ないでしょ。まあ別に生徒同士が付き合うのは珍めずらしい事じゃ無いだろうけど」

　とアグニエシカ。

「でもさ」

　口を挟はさんできたのは秋菜である。

「真ま面じ目めな話、いつまでも本町先生の英語と保ほ体たいと体育実じつ技ぎだけじゃ間が保もたないし、こう何か充じゆう実じつしたイベントとか欲ほしいとは思う訳わけよね」

「そりゃ分からないではないけど」

　アグニエシカは肩かたを竦すくめる。

　まあ──実じつ際さい問題としてこの鈴乃宮学園はあくまで『学園生活を模も倣ほうする』事がその存そん在ざい理由であって、その『模倣』とは必ずしも現げん実じつのそれと精せい密みつに同一である必然性は無い。

　むしろ鈴乃宮学園が──その端たん末まつたる詩月を含ふくめて──『ああこういうのが学園生活ですね』と納なつ得とくする様なものを演えんじてやる必要が在るというだけの事だ。

「まあ言われてみれば──確たしかに授じゆ業ぎようとかは単調だから『見み応ごたえ』は無いけどさ」

　アグニエシカも陰陽師なんぞをしているが、普ふ通つうの女子高生の側面も持っている訳で、漫まん画がだの少女小説だのは読んだ事も在ある。

　学園モノというのは少女漫画や少女小説でも定番中の定番なのだが、よく思い返してみると、意外に授業風景というのは描えがかれる事は少ない。在っても何かの伏ふく線せんを張はる時の導どう入にゆうとして使われる事が多い。

　それよりは登下校や放課後のクラブ活動、昼食、休み時間、といった時間帯に行われる場面が多く、場所的にも教室の中よりは校庭や屋上やその他諸もろ々もろ、もっと特とく徴ちよう的で印象的な場所が使われる事が多い。

「まあそれはいいとしても」

　アグニエシカは言った。

「優樹を仲間はずれにする意味は何？」

「それがね」

　詩月が顔をしかめて言う。

「優樹ったら私達が色々考えてるのに、全然、協力してくれないっていうか、一人だけ白けて全然乗ってきてくれないのよね」

「……いやまあそうだろうけど」

　最初から仕組まれていると分かっている告白イベントなんぞに乗ってくる方がおかしい。しかもその双そう方ほうが同じ場所で相談なんぞしていたら茶番もいいところだ──しかも最悪な事にこの茶番劇げきには観客さえ居ない。

「だから優樹には黙だまって驚おどろかせようと思ってね」

「まあそれは正しい判はん断だんかもね」

　苦く笑しようして言うアグニエシカ。

「で──どういう方向で行こうか相談しようって事なんだけど」

「そもそも」

　夏輝が言う。

「誰だれが優樹に告白するんだよ？」

「はいはいはいはい！」

　真っ先にぴょんぴょん跳はねながら手を挙げるのは紅葉である。

「紅葉がやる！」

「却きやつ下か」

　即そく座ざにそう言ったのは秋菜である。

「えー。どうして？」

「あんた普ふ段だんから優樹にくっついてるでしょうが。インパクトが無いの、インパクトが」

「そういう意味では春香も駄だ目めだな」

「えー」

　不満げに顔をしかめる春香。

「夏輝とか秋菜だって結けつ構こう普段から優樹君からかってるじゃん」

「そりゃそうだけどさ」

　苦笑して頷うなずく秋菜。

　何というか──四季少女達シーズン・シスターズは割わりといつも優樹にちょっかいをかけて遊んでいる事が多い。最近は随ずい分ぶん慣なれてはきたものの、ちょっとバラバラになるだけでいちいち驚いてくれたり、ちょっとエッチなちょっかいをかけたりするだけで赤面してくれる──要するにいちいち律りち儀ぎに反はん応のうする彼は、この幽ゆう霊れい少女達にとっていたく弄いじり甲が斐いの在る相手なのだろう。

「うちらで比ひ較かく的そういうのしないのは冬美かなあ」

「わ……私？」

　びっくりした表ひよう情じようで自分を指差すのは、確たしかに四季少女達の中では悪ふざけの度合いが少ない冬美である。

　まあ四季少女達の中では一番大人しい性せい格かくなのでこれは当然だが、彼女の場合は天然というか、他の少女達と同じ行動を、他の少女達と異ことなり大おお真ま面じ目めにやったりするので、逆ぎやくに優樹を混こん乱らんさせる事も多い。

「あるいはネレイド？」

「御ご推すい薦せんとあれば全力で」

　蒼あおい髪かみのアンドロイド少女は無表情に──しかし何な故ぜか拳こぶしとかを胸むねの辺りで握にぎりしめながら言った。どうやら彼女なりに気合いが入っているらしい。まあ『全力で』『抹まつ殺さつします』と続いても違い和わ感かん無い様な雰ふん囲い気きなのが微び妙みように怖こわいが。

「告白イベントねえ……」

　腕うでを組んで首を傾かしげるアグニエシカ。

　だがふと妙な視し線せんを感じて彼女は眼めを瞬しばたたかせた。

　全員の目が自分を向いている。

「な……何よ？」

　若じやつ干かん気け圧おされた様子で尋ねるアグニエシカ。

「そういえば優樹君てば妙にアグニの事気き遣づかうわよねえ？」

「うん。やっぱ生ナマの女子高生ってのが大きいのかなあ」

「『生ナマ』とか言うなっ！」

　アグニエシカが喚わめく。

「そもそもさ。私達ってば実じつ際さいの恋れん愛あい経けい験けんとか無い訳わけだけど。そもそも詩月は元人間ですらない訳だし」

　春香が腕を組みながら言う。

「ネレイドも紅葉もそういう意味では人間の恋愛とかはよく知らない訳でしょ？」

「うーん」

「はい」

　唸うなる紅葉と素す直なおに頷くネレイド。

「そうなると此こ処こはアグニに期待するしか！」

「ちょ……」

　がたん、と椅い子すを鳴らして立ち上がり、後方へと退ひくアグニエシカ。だが人外の少女達は期待満まん載さいの眼でアグニエシカに詰つめ寄よってくる。

「ちょっと──⁉」

「最近の女子高生は進んでいるっていうし」

「きっと色々詳くわしいわよね」

「あんな事とかこんな事とか──」

「うわ。春香ってばやらしー」

「特にアグニは美人だから色々あってもおかしくないわよね？」

「ラブレター貰もらったりとか」

「彼氏にお弁当作ったりとか」

「彼氏が浮うわ気き⁉　とか思ったら実は妹だったとか」

「その妹が実は血が繫つながってなかったとか」

「それは何か違ちがうよーな……」

　とりあえず突つっ込こむアグニエシカ。

「とにかく色々あるわよね？」

　人外であるが故ゆえにこそ過か大だいな妄もう想そうを抱いだきつつ、じりじりと詰め寄る女子高生モドキの集しゆう団だんを前に、アグニエシカは冷や汗あせを垂たらす。彼女は後ずさりを繰くり返し──遂ついに教室の窓まど際ぎわに追い詰められた。

「じっくりたっぷりねっとりびっちょり聞かせて貰もらうわよ、ええもう隅すみから隅まで！」

「無い、無い、そんなの無いっ‼」

「隠かくすな──ッ‼」

　飛びかかる詩月と四季少女達。今一つ状じよう況きようが分かっていない様な感じだが『わーい』とか言いながらノリに乗っかる様な感じでやっぱり飛びかかる紅葉。

　もみくちゃにされるアグニエシカを、無表情にぼんやりと眺ながめるネレイドの頭の上で、いつの間にか移い動どうしていたヒムリールがほお袋ぶくろから取り出したひまわりの種の殻からを剝むきながら言った。

「学校に馴な染じめずに問題を起こしては転校を繰り返していた我わが主あるじに、その様な色事なぞ在あったとも思えませんが……」

　無む論ろん、小さな使い魔まの言葉は少女達には全く届とどいていない様子だった。




　　　　●　●　●




「男子禁きん制せい──ですか」

　優樹に茶を出しながら小竹乃はのんびりと言った。

　現げん在ざい鈴乃宮学園唯ゆい一いつの『大人』である処ところの──正せい確かくに言えば『大人としての形けい態たいと精せい神しん性せいを保ほ持じしている』幽ゆう霊れいの本町小竹乃は、しばしば優樹の相談に乗っている。

　天然で何ど処こか抜ぬけた処も在るが、基き本ほん的に優樹と同じ常じよう識しきの世界で育った後に幽霊となった小竹乃は、常識なんぞ聞きかじりでしかない詩月達と優樹の間を取り持つ事も多い。

　とはいえ──

「私の処に何か話が来た訳わけでもありませんし、彼女等が何を考えているのかは分かりませんけども」

「どうも何か詩月達が企たくらむとややこしい事が起きるんですよね」

「まあそうかもしれませんが」

　小竹乃は空中に視し線せんを向けて何かを思い出そうとするかの様に首を傾かしげる。

「私は女子校出身でしたから、そもそも学校自体が男子禁制だった訳ですけど──」

「あ。そうなんですか」

　と優樹。

　考えてみると詩月や紅葉、四季少女達シーズン・シスターズやネレイド、そしてアグニエシカについてはその素す性じようや過か去こは多少なりとも分かっている訳だが、実のところこの『元女医』という小竹乃に関しては優樹は何も知らないに等しい。

「割わりと女の子って男の子の知らない処ではえげつない事話してたりしますけどね」

「例えば？」

「猥わい談だん」

　あっさり言われて優樹は椅い子すから滑すべり落ちそうになった。

「そ……そうなんですか」

「ええまあ……」

　頷うなずいてから小竹乃はふと何かに気付いた様子で苦く笑しようを浮うかべた。

「ひょっとして優樹君、女性に変な幻げん想そう抱いだいてません？」

「いや……べ、別に」

　優樹は、異い性せいに関しては幼おさな馴な染じみの女性一ひと筋すじできた為ために、今まであまり他ほかの少女達の事は気にしていなかった処が在る。

　とはいえ……幼馴染みの彼女が女子高生同士でエッチな話に花を咲さかせている図などとても想そう像ぞうがつかない。真ま面じ目めで清せい楚そな彼女が猥談などと──

「…………」

　とか何とか妙みような先入観なんぞ持っているから、その最愛の幼馴染みを横からかっさらわれたりする訳で。その事に思い至いたった優樹は何となく落ち込んだ。

「どうしました？」

「いえ、別に」

「女性の猥談の方が男性のそれよりきついという話はよく聞きますよ。男性のそれは私あまり知りませんけど」

「はあ……」

「まあ猥談って具体例とかが無いと面おも白しろくないですから、優樹君がネタにされているのかもしれませんねえ」

　うふふふふ──と他ひ人と事ごとだからか緊きん張ちよう感かんの無い感じで笑う小竹乃。もっともこの天然保ほ健けん医いは死んでからもこの調子な訳だから、他人事であろうと無かろうと関係ないのかもしれないが。

「いや、いくらなんでもそれは──」

　わざわざ詩月達が集まって優樹をネタに猥談をしているというのも…………




「優樹ってば●●が■■で●▲■よね」

「きっと■■■で▲▲▲なんだよ」

「ええー⁉　でも●●●●だと思うな」

「うふふふふ。きっと未まだ■■だよね」




「…………」

　紅葉やネレイドはともかく、詩月や四季少女辺りは本当にやってそうで怖こわい。色々な意味で。

「まあそれだけ注目されているんだと思いますよ、皆みんなに」

「されても困こまるだけですよ」

　優樹は溜ため息をつく。

「でもね──紅葉ちゃんやネレイドさんはよく分かりませんけど、春香さん達が興きよう味みを持つのは仕方が無いですよね」

「ですか？」

「だって──『命短し恋こいせよ乙女おとめ』とは言いますが、彼女等の場合はそれも許ゆるされなかった訳ですし」

「…………」

「きっと彼女達にしてみれば、恋れん愛あいっていうのは物もの凄すごく憧あこがれるものなのだと思います」

　そう。

　四季少女達は空くう襲しゆうで焼け死んだ女学生達の霊れい魂こんを継つなぎ合わせて作られた幽ゆう霊れいだ。

　詩月によると当時の鈴乃宮学園は女学校だったらしいが──その事や、当時の風ふう俗ぞく的価か値ち観かん、社会情じよう勢せい等を考えると、男女交こう際さいは無む論ろん、彼女達には恐おそらくまともに恋をする事さえ許されなかったのだろう。

『恋に恋する年とし頃ごろ』とは言うが、それがどれだけ残ざん酷こくな事であるか。

　蕾つぼみのままに散らねばならなかった少女達──その魂たましいの断だん片ぺんを寄よせ集めて作られたのが四季少女達だ。彼女等が恋そのものに憧れるのも無理からぬ処ところではあるのだ。

　とはいえ……

「まあ……実際には」

　小竹乃は空中に視し線せんを注いだまま、のほほんとした笑え顔がおで言った。

「男の子と付き合ってみると、色々ややこしいというか──案外簡かん単たんに、つまらない事で男女の仲って泥どろ沼ぬまになったりもしますけどねぇ……うふふふふふふふふふ」

　何を思い出しているのか、ほんわかした表情のまま不気味に笑う小竹乃。

「怖いんですけど、先生」

「おや。すいません」

　視線を戻もどして微笑ほほえむ小竹乃。

「まあ私の経けい験けん談だんはさておき──彼女達は冗じよう談だん半分で優樹君に接せつしてますけど、普ふ通つうに優樹君と恋れん愛あいしたいって気持ちも在あるんだと思いますよ？」

「僕ぼくは……」

　振ふられはしたが──正せい確かくには告白すらしないままに他の男との結けつ婚こんを告げられた訳だが──それでも異い性せいを好きになるという気持ちを持てた事は間ま違ちがいではないと思うし、良い事でもあったと思う。

　彼女等にもその気持ちを持たせてあげたいかと言われれば優樹は躊躇ためらう事無く首しゆ肯こうする。

　とはいえ……

『じゃあこの中の誰だれかと男女交際しろ』といきなり言われて、はいそうですかと出来る訳わけも無い。そこまで優樹は器用でもなければ割わり切りが良い訳でもない。

　だが現げん状じよう──この鈴乃宮学園には優樹しか男が居いない。

　なので彼女等の男女交際の相手役は彼にしか出来ない訳で──

「……ひょっとして」

　呻うめく様に優樹が言う。

「この状況っていわゆる『物もの凄すごく美お味いしい』ってやつだったりするんでしょうか？」

「今いま頃ごろ気付くのが優樹君の良い処ですね」

　と小竹乃。

　ほんわかと笑いながら彼女は言った。

「どの子でもよりどりみどりですよ？」

「……そういう言い方やめてください」

　顔をしかめながら優樹は言った。
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　逃にげるのは大変だった。

　とりあえず制せい服ふくの襟えりの内側に自分で縫ぬい付けておいた呪じゆ符ふ用ポケットから目め眩くらましの呪じゆ符ふを取り出して発動。霊れい力りよく含ぶくみの閃せん光こうで全員の視界を奪うばった後、アグニエシカは何とか壱いち年壱組の教室から逃げ出してきた。

「冗談じゃないわよ。全く──」

　アグニエシカは恋愛経験というものが無い。

　自じ慢まんではないが完全無欠に全く無い。

　ヒムリールが言う様に、長く一つの学校に留とどまる事さえ出来なかった彼女に恋愛関係を育はぐくむ様な余よ裕ゆうなど無く──また他人と見れば屈くつ服ぷくさせるか、させられるかの二択たくしかないという人間関係が彼女の同級生に対するものの全すべてであった。

　そんなアグニエシカに詩月達が言う様な経験など在る筈はずが無い。

　大体──男子生徒と言えばアグニエシカにとっては、くだらない見栄とか体てい裁さいとかにばかりこだわっている癖くせに、いざとなると何の頼たよりにもならない馬ば鹿か、という印象しかない。

　アグニエシカの容よう姿しに惹ひかれて言い寄よってくる男達は居ないでもなかったが、一ひと度たびアグニエシカが異い能のうの力を持っていると分かれば、女子よりも露ろ骨こつに近付くのを避さける。性せい格かくに多少の違いは在れど、アグニエシカの知る限かぎり男子生徒とは全てそういう存そん在ざいだった。

　いや──

「…………」

　例外が一人──居ると言えば居る。

　長居優樹である。

　彼はアグニエシカの陰おん陽みよう師じとしての能力を見た後でもあまり態たい度どに変化が無い。まあ単に詩月やら四季少女シーズン・シスターズやらネレイドやら紅葉やら、人外の存在を見み慣なれているせいなのだと言われればその通りなのだろうが──それならば普ふ通つうはノイローゼになりそうなものである。

「まあ変な奴やつよね」

　と呟つぶやいてみると何となく彼の事を理り解かいした様な気にもなれる。

　そんな事を考えていたせいだろうか。

「──あれ？　アグニ」

　不意に掛かけられた声に心しん臓ぞうが跳はねる。

　慌あわてて振ふり返ると──少し驚おどろいた表ひよう情じようで優樹が廊ろう下かに立っていた。




　　　　●　●　●




「……ははあ」

　苦く笑しようする優樹。

　アグニエシカと優樹は二人して屋上に出ていた。ただ話をするのなら食堂や教室でも良かったのだが、その辺りならあっという間に詩月達に見つかってしまいそうだったから、とりあえず普ふ段だんは滅めつ多たに出てこない屋上に来ているのである。

　屋上から見る景色は──相変わらず異様なものだった。

　果てしなく広がる白い平面。

　鈴乃宮学園の周りには詩月が思い付きで作った──というか出来てしまった──迷めい路ろの様な路地やら、店員の居ない喫きつ茶さ店やら、書店やら住じゆう宅たくやら、唐とう突とつに発生しては途と切ぎれている小川とその周囲の土手とか、まあごちゃごちゃと色々なものが見えたりもするが、それらもこの世界全体から見ればひどくちっぽけなものでしかない。言ってしまえば白いハンカチの上に付けられた染しみの様なものだった。

　ちなみに。

　元々が戦中に造られた鈴乃宮学園の木もく造ぞうの校こう舎しやには、そもそも屋上なるものは無い筈なのだが、面めん妖ような事にこれが何な故ぜか、まるで昔からそうであったかの様に存在している。

　どうも詩月が今の『学校』や『学園生活』に対する情じよう報ほうを様々な方面から断だん片ぺん的に仕入れているせいか……この鈴乃宮学園の校舎や、その周囲には、色々と矛む盾じゆんする様な組み合わせのものが散見されるのだ。

　それはさておき──

「男子禁きん制せいってそういう意味か──」

「全くもう……こっちはいい迷めい惑わくだわよ」

　時計塔とう裏うら側がわに位置する屋上の、木もく製せい手て摺すり──フェンスでないのはさすがに木造校舎だからか──にもたれかかりながらアグニエシカは顔をしかめて言った。

「女子高生なら誰も彼もが恋れん愛あい経けい験けん豊ほう富ふ──って訳わけでもないでしょうに。私なんか自慢じゃないけど男子生徒と手握にぎった事も無いわよ」

「まあそうだろうね」

　と優樹。彼としては何の気も無しに相あい槌づちを打った積もりであったが、ふと気付くとアグニエシカが睨にらむ様に彼を見つめている。

「え？」

「悪かったわね──異性と縁えんが無さそうで」

「え？　ええ？」

「そりゃ、私は粗そ暴ぼうだし短気だし優樹達の様な普通の人から見れば『バケモノ』だし──まあ縁が無くて当然だろうけどさ」

「いや、そういう訳じゃなくてさ……」

「じゃあ何よ？」

「それは……」

　少し躊躇ためらって──そして優樹は言った。

「ヒムリールからちょっと……なんていうか、アグニの事は聞いていたから……あまり長く一つの学校に留とどまってなかった事とか。だから……まあ恋愛とかそんな事してる暇ひまも無かったんだろうなあって」

「……あんのお喋しやべり使い魔ま──」

　顔をしかめて呟くアグニエシカ。

「いや、でもヒムリールもさ、アグニの事心配してるから……」

　そこで言葉を停とめる優樹。

　ヒムリールがアグニエシカの事情を優樹に語って聞かせたのは、アグニエシカの事を心配しているからだと優樹は思う。だがつまりそれは『アグニエシカと仲良くしてやってくれと優樹達に頼たのむ』という事である訳で──それを当のプライドの高いアグニエシカが聞いたらどう思うか。

「ああもう、いいわよ。どうせ私はモテない霊れい能のう者しやですよ。どうせすぐ爆ばく発はつするし」

　優樹が口ごもったのをどう取ったのか、アグニエシカは益ます々ます不ふ機き嫌げんそうにそう言って腕うでを組む。

「そういえば」

　ふと思い付いた様にアグニエシカが言う。

「──ん？」

「優樹には無いの？　そういう話」

　にたりと意地悪く笑いながら──まるで猫ねこがネズミをいたぶる時の様な──アグニエシカが言った。

「へ？」

「だからそういう、嬉うれし恥はずかしな話よ。異い性せい関係。私の話とか聞いたんだから、そっちも話するのが筋すじってもんよね？」

「うっ──」

　言葉に詰つまる優樹。

　彼にもその手の話が全く無い訳ではないのだが、つまりそれは──

「…………」

　しばし懊おう悩のうしてから優樹は溜ため息をついた。

　よく考えたら詩月も知っている話だ。そして彼女がその事情を知る事になった一いつ件けん──優樹が此こ処こに来て間もない頃ころに在あった些さ細さいなトラブル──は皆みんな知っている事だし、特に口止めもしていなかったので、ひょっとしたら詩月から聞いて四季少女達シーズン・シスターズや紅葉も知っているかもしれない。

　だとしたらアグニエシカにだけ隠かくしてもあまり意味は無かろう。

「此処が『何かから逃にげている者の来る処ところ』って話は聞いた？」

「本町先生から聞いた。本当にそうかどうかは分からないけどね」

　とアグニエシカ。

「うん。で──まあ僕が此処に逃げてきたのは多分、失恋したからじゃないのかな。失恋した事実から……逃げてたというか」

「失恋？」

　なんだかんだ言っても年とし頃ごろの少女──興きよう味みは在るのか、目を輝かがやかせてアグニエシカが身を乗り出す。

「実は──」

　優樹はぽつりぽつりと『もう一人の詩月』の話を語り始めた。
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「何ど処こ行ったのかしらね」

　廊ろう下かにたまりながら少女達は言った。

「あそこまで嫌いやがるって事は絶ぜつ対たい何か在るわよ、嬉し恥ずかしなナニが！」

「聞き出しましょう、断だん固こ！」

「あの……アグニちゃんはあまり追い詰つめない方が良いのでは……」

「何言ってるのよ冬美！　貴女あなたも興味は在るでしょうが⁉」

「そりゃそうだけど──」

「くそー。何処に逃にげたんだか」

　腕を組んで呟つぶやいてから──はたと気付いた様子で夏輝は詩月を振ふり返った。

「詩月。あんた見つけられないの？」

「私？」

「だってこの世界と繫つながってる訳でしょ？」

「まあそうなんだけど……」

　詩月は首を傾かしげながら自信無さそうに言った。

「自由自じ在ざいって訳にもいかないのよね。まあやるだけやってみるけど」

　と言って眼を閉とじ、廊下の壁かべに背せ中なかを預あずける詩月。

　そして──

「──あ」

　眼を開く詩月。

「見つけた？」

「多分」

　頷いて詩月は一同の頭上を見上げた。
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　思わずアグニエシカは爆ばく笑しようした。

「幼おさな馴な染じみを担たん任にんの教きよう師しに取られた⁉　なにそれ⁉」

「わ──笑う事ないだろっ⁉」

　優樹はムっとした様子でそう言ってくるものの、アグニエシカはひとしきり笑うのを止められなかった。

「だってそんな……」

　漫まん画がみたいな話。できすぎである。

「いいよ。笑えよ──どうせ僕ぼくは」

　ふて腐くされた様子でそっぽを向く優樹。

　アグニエシカは尚なおも笑いながら、しかし拝おがむ様に軽く手を翳かざして言った。

「ごめんごめん。だってでも、なんて言うか──優樹、お人ひと好よしすぎ」

「……そうかな」

「そうだよ。大体さ、どうしてそんなにぐずぐずしてたのよ。さっさと告白してればどうとでもなったかもしれないじゃない。優樹とその先生なら、積み上げてきた歴史が違ちがうんじゃないの？」

「歴史？」

「幼馴染みなんでしょ？」

「そりゃそうだけどね……」

　優樹は溜ため息をつく。

「ま……それでも私よりは経けい験けん在ある訳わけよね。誰だれかを好きになった訳だし」

「アグニエシカは本当に誰かを好きになったとか無いの？」

「無いよ」

　断言できるのが哀かなしいが、まあこれは事実だから仕方が無い。

「私、我わが儘ままだからさ」

　アグニエシカは肩かたを竦すくめて言った。

　普ふ段だんならあまり言わない台詞せりふが何な故ぜか出てくる。

　情なさけない優樹の話を聞いたせいか、あまり気き張ばる必要が無い様に思えてきたのだ。

「私を好きになってくれる人でないと駄だ目めだと思うのよね」

「そんなの一いつ杯ぱい居いるだろ、それこそ」

　と優樹。

「アグニは美人だしさ」

　どうにも奥おく手てっぽいクセにこういう事を平気で言えるのはやはり優樹という少年の特とく徴ちようだろう。これも小竹乃とは違うが一種の『天然』だ。

「ありがと。でも『バケモノ』だからさ、私。皆みんな、私の正体知ったら引いてたしね」

　少し自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う。

「外そと面づらなんてきっかけでしかないでしょ」

　だが──

「……思うんだけどさ」

「ん？」

「実は一番『バケモノ』ってのにこだわってるの、アグニ自身じゃないの？」

「…………」

　言葉に──詰つまる。

「具体的に何ど処こが、どうバケモノなのさ。ひょっとしたら、そのアグニが『引いてた』っていう連中だって、ちょっとびっくりしただけかもしれないじゃないか」

「…………そんな事」

「別に霊れい能のう者しやじゃない人間だって、霊能者を皆バケモノだとか思ってる訳じゃないと思うよ。僕は──例えば詩月が、あ、その──幼馴染みの方だけど、彼女が霊能者だったとしても全然平気だよ」

「口で言うだけなら何とでも言えるわよ」

　とアグニエシカ。

　そう。口だけは立りつ派ぱな奴やつはたくさん居た。そしてそういう奴に限かぎって陰かげでは一番多くアグニエシカの事を貶おとしめていたりするのだ。

「そりゃそうかもしれないけど。うーん。でも僕はそもそも、そんなにアグニが特別には見えないんだよね。まあ紅葉とか見ているせいかもしれないけどさ」

　優樹は頰ほおを搔かきながら言った。

「むしろアグニは、好きになるのとか怖こわがったりしてない？　好きになってから拒きよ否ひされたらどうしようとか」

「…………」

　顔をしかめてアグニエシカは黙だまり込こむ。

「私はバケモノだから恋れい愛あいできなくて当然、とか、そんな風に思ってない？」

「…………」

　それは。

　否ひ定ていの言葉が喉のどまで出かかっているのに、どうしても口に出せないのは──何な故ぜなのか。自分でも意い識しきはしていないのだが、それはひょっとしたら図星だからか。

　それとも──

「あ。ごめん、なんか偉えらそうに言えた立場じゃないよね」

　苦く笑しようする優樹。

　だが──

「前から疑ぎ問もんなんだけどさ」

　アグニエシカは言った。

「優樹は私が怖くないの？　私は──その気になったら優樹を見えない力で殺せるかもしれないのよ？」

「そりゃその『能力』は怖いけどさ」

　あっさり優樹は言った。

　ただ……

「でもそれと──能力の持ち主を好きとか嫌きらいとかって同じもの？」

「……え？」

　意表を突つかれてアグニエシカは間ま抜ぬけな声を漏もらす。

「その『持ち物』が怖いからって『持ち主』まで嫌いにならないといけないものかな？」

「…………」

　そんな事は考えてみた事も無かった。

　そんな風に言われた事は無かった。

　だが……それは。

　彼女の中で頷うなずいている誰かがいる。

　待っていた言葉。ずっと──意識すらしなかったけれども。それでもずっと心の何処かで待っていた言葉ではなかったか。

　霊能力者でも構かまわない。

　霊能力者でも関係が無い。

　同じ霊能力を持つから忌いみ嫌わないのではなく、この厄やつ介かいな、しかし確かく実じつにアグニエシカの一部を構こう成せいする力を、彼女の人じん格かくとは別べつ個こに見てくれる者の言葉。

　彼女をただ彼女として見てくれる者。

　そんな人間が自分の前に現あらわれるとは思ってもみなかった。実の父ですら娘むすめの超ちよう常じよう的てきな能力を目にして近ちか寄よるのを躊躇ためらったのに。

　──嗚あ呼あ。

　アグニエシカは思う。

　本当に居いたのだ。こんな人間が。

　ごくごく普ふ通つうである事を──自分が普通である事を、どんな時にでも誰を相手にしても保たもつ事が出来る者。当たり前の事をその場凌しのぎではなく、心の底から当たり前の事として言う事が出来る者。

　アグニエシカの様な異い能のうの少女ですらも、構えず、ごく自然に──自らの異能を忘わすれて接せつする事が出来る者。

　別に殊こと更さら恰かつ好こう良い訳わけではない。

　別に殊更頭が良い訳でもない。

　けれども。

　揺ゆらがない普ふ通つうさ。

　それはアグニエシカの様な立場の存そん在ざいにとってはとてもとても──眩まぶしいものだった。

「じゃあ……」

　──君は私を好きになってくれる？

　脳のう裏りに明めい滅めつする言葉を、しかしアグニエシカは飲み込んだ。

「……どうしたの？」

　不思議そうに首を傾かしげて尋たずねてくる優樹。

　だが、アグニエシカは思わず赤面しながら半歩逃にげた。

「な……なんでもない。なんでもないよ？」

「なんだよ。何か隠かくしてるだろ？」

「隠してないわよっ‼」

　喚わめいてから視し線せんを逸そらし──そして気付いた。

　時計塔とうの陰かげ。

　そこに何やら尻尾しつぽの様なものがひょこひょこ動いている事に。

　頭隠して尻尾隠さず。

「──そこっ‼　出てきなさいっ‼」

　叫さけんで指差すと──しばしの沈ちん黙もくを置いてひょこんと紅葉が顔を出した。

　続いて四季少女シーズン・シスターズとネレイドと詩月も。

「あー。見つかっちゃったよ」

「紅葉。ちゃんと尻尾隠しておかないから」

「ごめんよぅ」

「もうちょっとで面おも白しろい展てん開かいになりそうだったのにねえ」

　人外少女達は言いながらぞろぞろと出てきて言う。物陰から盗ぬすみ見していた事の後ろめたさなど微み塵じんも感じていないらしかった。

　しかも──

「そこ──優樹」

　詩月がびしりと優樹を指差して言った。

「──へ？　何？」

「なんだか良い雰囲気だったんだからちゃんと駄だ目め押おししないと！」

「……はあ？」

　優樹はどうも全然分かっていないらしい。

　やはり天然だ。

　だがそれはさておき──

「…………」

　アグニエシカは震ふるえていた。

　何だか自分でもよく分からないが、何となくとても大事なものを景気よくぶちこわしにされた気分だった。恥はずかしくて、恰好悪くて、何というか、居ても立っても居られない気分だった。

　これがある種の恥じらいだという事をアグニエシカ自身が自覚するのは、まだ少し先の事である。

　なので──

「こンの俗ぞく物ぶつ幽ゆう霊れい共──」

　ホルダーから呪じゆ符ふを取り出して──喚く。

「とっとと地じ獄ごくに堕おちろっ‼」

　次の瞬しゆん間かん、アグニエシカの呪符による爆ばく炎えんの嵐あらしが鈴乃宮学園の屋上に吹ふき荒あれたのだった。
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　紅葉もみじは狐きつね少女である。

「優ゆう樹き～」

　てってけてってけと廊ろう下かを駆かけ寄よって来るその小こ柄がらな姿すがたは、鈴すず乃の宮みや学園の生徒の中でもダントツの愛らしさを備そなえている。それも同どう性せい異性を問わず見る者は思わず抱だき締しめてぐりぐり頭を撫なでたくなる様な──本能直ちよく撃げき型がたのソレだ。

　彼女の場合、単なる少女としても可愛かわいらしいというのに……大きな尻尾しつぽはふさふさで見るからに柔やわらかく、耳はぴょこぴょことよく動く。華きや奢しやな手足に弾はじけんばかりの活力を漲みなぎらせて駆け回る姿は微笑ほほえましいの一語に尽つきた。

　だが──

「あ。紅葉──っとと！」

　振ふり返った少年──長なが居い優樹は遠えん慮りよ無い動きで飛び込んできた紅葉を抱き留とめる。
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　最初は何かと慌あわてて抱き留めきれず、一いつ緒しよになって転んだりしたものだが、最近は慣なれてきて優樹もきちんと踏ふん張ばって紅葉を抱き留める術すべを覚えているのだった。

　この紅葉、正体は前ぜん述じゆつの通り仔こ狐ぎつねな訳わけだが、人間に飼かわれていた経けい緯いが在る為ためにやたらと人ひと懐なつっこい。普ふ段だんからずっとベタベタしているという訳わけでもないのだが、何かの折りには特に理由も無い癖くせに、思い出した様に優樹の処ところにやってきては抱き付いて身をすり寄せてくる。

　狐は同じ犬科の生き物でもやや猫ねこっぽい性せい質しつを持っている為に、こういう行動パターンになるのだろう。猫も時折思い出したかの様に飼い主に甘あまえる様な行動を採とる。

　それはさておき。

「えへへへ～」

　ぐりぐりぐりぐりと優樹のシャツに頭を擦こすり付けながら笑う紅葉。

　その仕草はやはり無む邪じや気きの一語に尽きる。最初は何というか女の子の姿すがたをしている紅葉とのスキンシップに少し躊躇ためらいを覚えた優樹であるが、まあ慣れてくると気にならない。一人っ子であった彼にしてみれば、可愛かわいい妹が出来た様な感覚である。

　しかし──

「何やってんの」

　すぱこん──と軽くも小気味よい音。

　頭部へ加えられた衝しよう撃げきに優樹が振ふり返ると、そこには不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようの赤毛キヤロテイ少女──アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のの姿が在あった。ちなみに右手には来客用スリッパを──鈴乃宮学園においては意味の無い代しろ物ものの筆頭であるが──持っている。

「あ。アグニ──」

「アグニちゃんだ。やほー」

　ぴょんと優樹から身を離はなすと紅葉は屈くつ託たくの無い表情でそう言う。

　しかし当のアグニエシカはというとしかめっ面つらのまま。

　何というか顔立ちの整い方という意味ではアグニエシカも紅葉に負けていない──というか相当に器き量りよう好よしである。

　元々ハーフとかクオーターとか──いわゆる混ハ血ー児フには驚く位に整った顔立ちの少年少女が多いが、その例に漏もれず、アグニエシカも東洋人のきめ細かな肌はだと西洋人の艶つややかな顔立ちが合わさって、溜ため息を誘さそう様な気品在る容よう貌ぼうを造り上げている。

　とはいえ……これは黙だまって微笑ほほえんでいる時限げん定ていだ。

　気き性しようの激はげしいアグニエシカはころころとよく表情が変わるし、何かと怒ど鳴なったり喚わめいたりする事も多いので、気品もへったくれもない。

　まあその分、潑はつ剌らつとした可愛らしさが加わっていたりはするが。

「あんたらね。学校だ学校だってんなら少しはＴＰＯをわきまえなさいよ」

「てぃーぴーおー？」

　アグニエシカの主しゆ張ちように首を傾かしげる紅葉。

「時と場合をわきまえなさいって事。処ところ構かまわずべたべたいちゃいちゃ。見てるこっちがイライラしてくるわよ」

「んー。駄だ目めなの？」

「駄目なの。学校はそういう事する場所じゃないでしょ」

「そうなんだ……」

「そうなの」

　腕うでを組んで大きく頷うなずいてみせるアグニエシカ。

「ところでアグニちゃん──」

「なに？」

「あまり『学校ごっこ』に積極的じゃなかったのに、最近熱心だね？」

　これは紅葉にしてみれば全く他意は無い発言なのだが、それだけに何か思い当たる処の在る人間の胸むねにはぐっさりと鋭するどく突き刺ささったりもする。

「そ……そういう訳わけじゃないけどっ！」

　あからさまに動どう揺ようが顔に出ていたりするが、ではその動揺の中身は何なのかと言われると優樹も紅葉も分からない。

「変なの」

　と紅葉。

「変じゃない！　大体、優樹っ！　あんたも少しは考えなさいよ⁉」

「いや──でも」

　矛ほこ先さきが自分に向いて眼めを白黒させる優樹。

「不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆう公こう認にんの学校なんて在ある訳ないでしょ。こんなんじゃいつまで経たっても『学校ごっこ』が完成しないわよ？」

「いや、別に不純とかじゃないんだけどさ」

　実を言えば優樹には抱だき付いてくる紅葉を拒こばめない訳が在る。ただ──それは少々重い事情で、無む闇やみに他人に言うべき様な話ではないと思うから、彼は黙っているだけの事だ。

　それはさておき──

「純じゆん粋すいだって言う積もり？」

「なんて言うか、別に嫌いやらしい意味とかある訳じゃないし、紅葉のこれは」

「あったら尚なお問題だわよ。というか風紀の問題でしょうが、風紀の」

「はあ……」

　まあそう言われてしまうとさすがに返す言葉が無い。

「気を付ける様に！」

　びしりと音がする様な動きで優樹と紅葉に人差し指を突つき付けるとアグニエシカはそう宣のたまい──何な故ぜかそそくさと逃にげる様にその場を去っていった。

「……なんなんだろね、あれは？」

「分かんない」

　首を傾げる優樹と紅葉であった。
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　誰だれも知らない場所。誰も行けない場所。

　情なさけ容よう赦しやない現げん実じつから隔かく絶ぜつされた空間にその学校は在る。全すべてが紛まがい物で構こう成せいされた紛い物の世界に在る紛い物の学校。

　けれど。

　紛い物だからこそ優やさしい事も在る。

　紛い物だからこそやり直せる事も在る。紛い物だからこそ失敗を恐おそれなくて良いという事も在る。

　其そ処こは優しい噓うそで出来た世界。

　かつて滅ほろんだ学校が、己おのれの存そん在ざい理由を果たせなかった事への哀しみによって創つくり上げた、巨きよ大だいな仮か想そう空間。

　鈴乃宮学園。

　其処はそういう場所だった。
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「うーっ…………」

　あまりその容よう姿しに相応ふさわしくない様な──背はい景けいに『どすどす』とかいう効こう果か音おんを付けたくなる様な歩調で廊ろう下かを歩きながらアグニエシカは呻うめいた。

「どうなさいました、我わが主あるじ」

　ひょこんと何ど処こからともなく彼女の身体からだを駆かけ上がって頭の上に乗っかったのは、シマリス──ではなくてその小型齧げつ歯し類の姿すがたに擬ぎ態たいした彼女の使い魔まヒムリールである。

「別に何でもないわよ」

　不ふ機き嫌げんそうに言うアグニエシカ。まあ彼女が機嫌が良い時というのは機嫌が悪い時に較くらべて少ないのだが。何かと怒おこりっぽいのである。

「左さ様ようですか」

　あっさりと頷くと使い魔は主の不機嫌さなど素そ知しらぬ様子で、小さな手を動かして自分の尻尾しつぽの毛け繕づくろいを始める。

　アグニエシカはしばらく無言のまま歩いていたが──

「……どうにもイライラするのよね」

　ふと思い出したかの様に言った。

「はて。生理日でもありますまいに」

「イライラしてたら全部それかい」

「別に我が主がイライラしているのは今日に限かぎった事でもありますまい」

「…………そりゃそうかもしれないけど」

「最近何か変わった事など在ありましたか？」

「……………」

　アグニエシカは歩きながら考える。

　変わった事。変わった事。

「──別に」

「そうですか？」

「何よ。何か言いたい事が在ったら言いなさいよ」

「いえいえ別に」

「…………」

　益ます々ます顔をしかめてアグニエシカは廊下を歩く。

　ヒムリールは元々彼女の師し匠しようの使い魔なので──現げん在ざいはいわば借り受けている状じよう態たいなのだ──何ど処こか自分の方が見み透すかされているというか、ヒムリールの掌てのひらの上で踊おどらされている様な気がしてならない時が在る。

　実を言えばアグニエシカは苛いら立だちの原げん因いんに心当たりが無いではない。

　大たい抵ていがイライラするのは優樹関連である。

　具体的に言えば優樹が休み時間に紅葉やら四季少女シーズン・シスターズやら詩し月づきやらとベタベタしているとイライラする。

　元々があの優樹という少年は何処か間が抜ぬけているというか──アグニエシカから見れば妙みように平和ボケした様なおっとりした性せい格かくをしているので、普ふ段だんからイライラさせられる事も多かったのだが……最近は特にその回数が増ふえている上に、何となくイライラの質しつも違ちがう様に思える。

　では何がどう違うのかと言われるとはっきり自分でも分からない訳わけだが。

「とにかく真ま面じ目めさが足りないわよ、真面目さが」

　とりあえずそんな事を言ってみる。

「真面目さですか？」

「大体、優樹も優樹よね。此こ処こから出る為ために協力しろとか言っておいて、自分は紅葉とかといちゃいちゃしてて、何にも努力してないんだから」

「まあ……そう見えない事も無いですが」

「ああいう優ゆう柔じゆう不ふ断だんな感じの男見てるとイライラしてくんの！」

「そうなのですか？」

「そうよっ！」

　とりあえずそう断言すると、それが真実の様な気がしてきた。

「…………なるほど」

　ヒムリールはしばし手を止めて自分の主の頭を見下ろす。頭上のヒムリールの様子に気付いたのか、アグニエシカが険けん悪あくな声こわ音ねで言った。

「何よ。だから言いたい事が在るのなら言いなさいってのよ」

「いえいえ別に」

　白々しい口調でそう言ってヒムリールは再ふたたび毛繕いを始めた。




　　　　●　●　●




「──なんかさ」

　昼休み。

　何な故ぜか食堂に集まっているのは四季少女達と詩月と小さ竹さ乃のだった。

　ちなみに小竹乃は保ほ健けん教きよう諭ゆの立場上殆ほとんど保健室に居いるが、朝食や昼食はのそのそとそこから出てきて皆みんなと一いつ緒しよに摂とっている。

「最近アグニが何か妙に優樹君の周りを仕切ってるんだけど、なんなの、あれ？」

　と言うのは春はる香かであった。

　いつも楽しそうというか『楽天的』を絵に描かいた様な四季少女達、特に春香であるが、どうもちと御ご機き嫌げん斜ななめの様である。

「うーん？　そういえばそうかな」

　と秋あき菜な。

「ちょっと優樹君で遊んでたらすぐに飛んできて文もん句く言うしさ」

「あ……でもそれって春香にじゃなくて優樹君にじゃなかったっけ？」

　言うのは冬ふゆ美みである。四季少女の中では一番大人しい性格のせいか──まあ四人の中では彼女が一番常じよう識しき的てきで、他人の行動もよく見ている。

「まあそうなんだけどさ。何となく白けちゃうじゃない。優樹君もなんだか素すに戻もどっちゃうっていうか、あんまり焦あせってくれないし」

「……って一体、何やってんだよ」

　と夏なつ輝き。

「色々」

　にまっと笑う春香。

　まあ彼女の場合、分ぶん離り合体自由自じ在ざいという幼よう児じ向け知育玩がん具ぐの様な肉体を利用して、いつも優樹をおちょくって遊んでいる訳だが、最近は優樹も慣なれてきた為に、ただ腕うでとか脚あしとか首とかが胴どう体たいから外れる位ではなかなか驚おどろいてくれない。

　そういう訳でちと趣しゆ向こうを変えて『優樹君、相談に乗ってくれる？　最近ちょっと太っちゃってさあ』とか言いつつ太ふと股ももを付け根から外して突つき付けたりとかして、『ねえ、ほら、私の太股、ちょっと太ってないかなあ、よく見てよ優樹君。ほらほら』とか何とか言いつつ赤くなる優樹を見て楽しんでいる。

「要するに慣れてきたらきたで刺し激げきを変えればいいのよね」

　人体がばらばらになるのに慣れてきたという事はそれだけ拒きよ否ひ感かんが無くなってきているという事な訳で。そうするとちょっとエッチな方向に持っていっても、それなりの反はん応のうをしてくれたりする訳だ。

　まあそれはともかく。

「これは由ゆ々ゆしき事じ態たいよね」

「そうでしょうか」

　苦く笑しようして言うのは小竹乃である。

「由々しき事態よ。間ま違ちがいないわ。生徒間の円えん滑かつなコミ……コミュ……コミュ……」

「共産主義者コミユニスト？」

　首を傾かしげて言う小竹乃。

「何の話よ。そうじゃなくてええと──」

「コミュニケーションですか」

「そうそう。そのコミュニケーション。生徒間の円滑なコミュニケーションがあってこそ、理想の学園生活が営いとなめると思わない？　ねえ、詩月？」

「うーん。そうかな。そうだね」

　と詩月。

「いや、しかし春香さんのは普ふ通つうの学園生活におけるコミュニケーションからは随ずい分ぶん逸いつ脱だつしているような……」

「とにかく！」

　小竹乃の声を誤ご魔ま化かす様に声を大きくして春香は言った。

「これは由々しき事態よ！　アグニの真意を問い質ただす意味も含ふくめて、生徒総そう会かいの招しよう集しゆうを提てい案あんするわ！」

「うーん。分かったよ」

　詩月は頷うなずく。今一つ納なつ得とくしていないというか、強ごう引いんな春香の理り屈くつの裏うら側がわに在あるものには気付いていない様子だったが。

「……まあこれも青春ですね」

　一人分かった様な表ひよう情じようで頷きながら小竹乃は呟つぶやいた。
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　巻まき上げノブを親指の腹はらに引っかけて回す。

　離はなすとパチンという小こ気き味みよい音と共にノブは戻もどり──優樹愛用のカメラ、ペンタックスＳＰはいつでもシャッターが切れる状じよう態たいになる。無む論ろん本当に写真を撮とる積もりなら、この後に絞しぼりを調整したり焦しよう点てんを合わせたりしなければならない訳わけだが、何というか──巻き上げられたフィルムが感光の一いつ瞬しゆんを待っている、カメラのバネやその他の部品もその一瞬の為ために力をたわめている、そんな想そう像ぞうが刺し激げきされて優樹はこの巻き上げノブを回す作業が妙みように好きである。

「──さて」

　優樹はペンタックスＳＰのファインダー越ごしに目の前の建物を──鈴乃宮学園の校こう舎しやを眺ながめる。

　この学園の写真を撮る事。

　これはこの何もかもが真ま似ね事ごとの世界において彼が自らに課した本物の作業だった。

　いつか此こ処こを出ていく時──此処を忘わすれない様にと彼はペンタックスＳＰで記念写真を撮り続けている。もっともフィルムの本数が限かぎられているので適てき当とうに撮るのではなく、じっくりアングルやら何やらを吟ぎん味みした上で撮さつ影えいしている訳だが。

　無論、詩月に言えばフィルム位は出してくれるのかもしれないのだが、優樹は敢あえて自分がこの世界に持ち込こんだフィルムにこだわった。何というか──詩月の創つくり出した世界を撮るのには、詩月の創り出したフィルムではなく彼女の外の世界のフィルムを使うべきだ──そんな気がしたからだ。

「…………」

　息を詰つめる。

　手ぶれしない様にと軽くカメラを持つ手を緊きん張ちようさせながら、指をシャッターボタンにかける。

　ファインダーの中の校舎は斜ななめから見た姿すがたになっている。正面や背はい面めんといったいかにも『記録』じみた単たん純じゆんな写真は既すでに撮ってあるが、やはりそれだけではべったり平面的な画面になってつまらない。

　そういう訳で、遠近感のある風景をきちんと収おさめるべく、優樹は斜め方向からの写真で最も雰ふん囲い気きの良い画面になる様な撮影ポイントを探さがしていたのである。もっとも優樹はあまり風景写真に詳くわしくないので、殆ほとんど感かん性せい頼だよりの選せん択たくでしかないが。

　こういう写真を撮る場合、何処にカメラのレンズの焦点を合わせるかというのは結けつ構こう重要になる。奥おく行ゆきがある分、手前に合わせても奥に合わせても全体がボケる。風景の中における『中心』──要かなめというものを決めないといけないのだ。

　優樹は慎しん重ちようにその点を決めてフォーカス。

　シャッターを──

「何やってんの？」

「──わっ⁉」

　いきなり声を掛かけられて驚おどろきに手が震ふるえる。その瞬間にシャッターが落ちてしまった。

「ああ…………」

　現げん像ぞうしてみないと分からないが、今のはきっと手ぶれで輪りん郭かくがボケまくった写真になった事だろう。

「あーもう……」

　自然と不ふ機き嫌げんそうな声になってしまうのは、仕方在るまい。フィルムの枚まい数すうは限られているのだから。

　だが──

「え？　何？　何か悪い事した？」

　びっくりした様子でそう聞いてくるのはアグニエシカである。普ふ段だんは彼女の方が一方的に怒おこっていたりする事が多いのだが、今は少し立場が逆ぎやく転てんしている。

「……ああ、いや」

　優樹は苦く笑しようして首を振ふった。

　限られているとはいっても最後の一枚という訳でもない。アグニエシカにも悪気が在った訳でもなかろうし、細かい事でいちいち彼女に文もん句くを言っても仕方なかろう。

「ちょっと集中してたからね……びっくりしたんだよ」

「ならいいけど。ひょっとして優樹って写真が趣しゆ味みなの？」

　アグニエシカが不思議そうに尋たずねてくる。

「何を今いま更さら。何度も写真撮ってただろ」

「いやそうだけど。単に詩月にこき使われてるのかと」

「あのなー」

　呻うめく様に言う優樹。まあそういう部分が在あるのは否ひ定ていできない彼であったが。

「元々爺じいちゃんが写真が趣味でさ。遺い品ひんの中からこのカメラ借りて撮とりだしたんだよ」

「へえ。よく見ればこれフィルム・カメラじゃない。珍めずらしい」

　しげしげとアサヒペンタックスＳＰを眺めるアグニエシカ。

　考えてみればこのペンタックスＳＰに限らず、最近はカメラといえばデジタル・カメラか、さもなくば使い捨すてカメラが主流になりつつあって、それこそ写真を趣味にしていたり、報ほう道どう関係や特とく殊しゆな職しよく業ぎようにでも就ついていない限り、こういったカメラを生で見る機会は少ないかもしれない。ましてペンタックスＳＰはオートフォーカスさえ搭とう載さいしていない様な、優樹の様な世代から見れば骨こつ董とう品ひんとも言うべき代しろ物ものだ。

「僕ぼくがこのカメラ持って此こ処こに来たのも何かの縁えんかと思ってさ。どうせだから記念写真を撮っておこうって思って。いつか──」

　優樹は校舎を振り返る。

「いつか出ていく日の為ために」
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「そういえば」

　放課後──保ほ健けん室しつ。

　詩月は小竹乃と一いつ緒しよに茶を飲んでいたりした。

「『これも青春』とか何とか言ってたけど、どうして？」

「あ──聞こえてました？」

　小竹乃は苦く笑しようする。

「まあ……皆みんなは気付いてないんでしょうけど、アグニさんがやたらと仕切りだした理由」

「本町先生は気付いてるの？」

「……というかどうして皆が気付かないのか不思議な位ですけど。あれだけはやし立てておいて」

「……？」

　首を傾かしげる詩月。

　小竹乃は苦笑を深めて言った。

「きっと優樹君の事が好きになったんですよ、彼女は」

「……そうなの？　でもどうしてそんな事分かるの？」

「好きになった人が他ほかの女の子と仲良くしてたりしたら不ふ愉ゆ快かいでしょう」

「……………」

　詩月は首を傾げる。

　そういう感覚は覚えが無い。まあ経けい験けんそのものが無いのだから当然である上に、詩月は人間ではないので尚なお更さらだ。

「そういうものなの？」

「そういうものなんですよ」

　と小竹乃。

「なんて言うか、多くの場合に、誰だれかを好きになるっていう事はその人の側そばに居いたいとか、もっとその人について多くの事を知りたいとか、そういう気持ちですけど──自分だけがそういう部分を独どく占せんしたいって気持ちが人間にはありますから。そうして安心したいんでしょうね」

「安心……」

「まあ人間が誰かを好きになる気持ちは本ほん能のうの一部ですから」

　茶ちや請うけの羊よう羹かんを爪つま楊よう枝じの先で切り分けながら小竹乃が言う。

「特に女じよ性せいは、男性と違ちがって年に一度しか受じゆ胎たいできませんし。そういう意味では慎しん重ちように相手を選びたくなるのが当然でしょうし、それだけ厳げん密みつに選んだ相手なら独どく占せんしたくもなるでしょう」

「……うーん」

「というのはまあ、あくまで理り屈くつですが」

　小竹乃は肩かたを竦すくめた。

「まあ誰もが必ずしもそうとは言えないのですが、嫉しつ妬とという気持ちはごく自然なものですよ。ただしアグニさんの様にプライドが高かったりすると、それを表に出しにくいので、妙みような行動になったりする訳ですが」

「ふうん……」

　やはりよく分からない。

　とはいえ──

「そっか──アグニちゃん、優樹の事好きになったんだね」

「まあ想そう像ぞうですけどね。でもそうなると生徒総そう会かいとかであんまり追及しない方が良いと思いますよ。あの位の年とし頃ごろの女の子は、追及されるとついつい変な方向に言動が曲がっちゃったりしますから」

「……よく分からないけどそういうもの？」

「そういうものです」

　小竹乃は頷うなずいて見せた。
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「──詩月ってさ」

　改めて一枚まい写真を撮とり──カメラを下おろしながら思い出した様に優樹は言った。

「なんて言うか、あいつ、物もの凄すごい未練っていうか後こう悔かいっていうか、そういうのが在あって。あいつの目の前で自分が守って育てる生徒達が焼け死ぬのを見て──その時の無念が今のあいつを作ってるんだよ。こんな世界を丸ごと創っちゃう後悔を覚える位──あいつは優やさしいんだなあって思うと、もしあいつが成じよう仏ぶつしちゃったとしても、あいつの存そん在ざいが全部無になっちゃうのは、なんていうか寂さびしい気がしてさ」

「…………」

　アグニエシカは無言。

　何となく──すっきりしない。

　何がどうという訳でもないのだが。詩月の事を、凄すごく優しい表ひよう情じようで滔とう々とうと語る優樹を見ていると何やら釈しやく然ぜんとしないのである。

　ましてそんな優樹の横顔が妙に──何というか、恰かつ好こう良く見えたりなんかすると。

「だからせめて記念に──ってごめん、つまらない話だっけか」

「つまんなくはないけどね」

　溜ため息をつく様にアグニエシカが言う。

「優樹って詩月の事好きなんだ？」

「……はい？　あ、ああ──それは、だからこそ失しつ恋れんしたって」

「そうじゃなくて。こっちの、この学校の幽ゆう霊れいの詩月の事」

「…………」

　優樹は意外そうな表情で眼めを瞬しばたたかせる。

「なんでそうなる？」

「いや、何となく」

　本当に何となくなのだが。

　こういう時の自分の勘かんは割わりとよく当たるものなのだとアグニエシカは知っている。

「……まあ『嫌きらい』じゃないけど。でも人間じゃないし……まあその……うーん？」

　優樹は首を傾かしげる。

　まあこの少年の性せい格かくからして誤ご魔ま化かしているのではなく、本当に今まで意い識しきすらしていなかったのかもしれないが。

「よく分からないけど。というかあんまり考えた事も無かったかなあ」

「そうなんだ？」

「なにせ、失恋したてだからね」

　優樹は自じ嘲ちよう的に笑う。

「それにしたってもう何ヶ月も前なんでしょ？」

「そうだけど。だからって別に一ヶ月経たったら別の人好きにならないといけない訳わけじゃないでしょ？」

「そうなのかな」

　アグニエシカは首を傾げる。

「割と今まで見てきた連中って──ああ、外の世界の事ね──好きになったの付き合うのってすぐに行動していた様に見えたけど。別れた次の日には別の彼氏とか彼女探さがしてたり。まあ私もそんなに詳くわしく見ていた訳じゃないけどさ。彼氏や彼女が居いないと、なんだかまずいみたいな事言ってさ。居ないと人間失しつ格かくみたいな感じで焦あせって彼氏彼女作ろうとしてさ──」

「そりゃ無む茶ちやだろ。っていうか僕も人間失格かよ」

　顔をしかめて言う優樹。

「だからそういう連中が多かったって事」

「まあそれは──どうなんだろね。『恋こいに恋する』とか言うけど……単に恋れん愛あいしたいだけで、その人でなくても良かったのかもね。でもまあ僕の場合は詩月──ああ、ややこしいな、その外の世界の幼おさな馴な染じみの方ね──彼女を好きだった時間が長いから、あんまり他ほかの人を好きになるとか、そういう感覚無かったからなあ……」

「一いち途ずなんだ」

　アグニエシカは苦く笑しようする。

「なんだよ。悪いっての？」

「別に悪いだなんて言ってないでしょ」

　アグニエシカが肩かたを竦すくめる。

　本当に──悪くないと思う。

　むしろころころと好きな相手を替かえる様な奴やつより余よ程ほど──

「…………」

「どうしたの？」

　不意に顔をしかめて俯うつむいたアグニエシカを不ふ審しんがって優樹が声を掛かけてくる。

「な──なんでもない」

　余程──なんだというのか。

　どうかしている。本当にどうかしている。

「なんでもないよ？」

「……はあ」

　怪け訝げんそうに優樹は曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。
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　二人を見掛けたのは偶ぐう然ぜんだった。

　保ほ健けん室しつを出て適てき当とうに散歩していたら校こう舎しやの脇わきで話をしている優樹とアグニエシカを見掛けたのである。

「…………」

　二人はごく普ふ通つうに会話しているだけだ。

　しかし──

（そういえばアグニちゃんが来てから優樹との会話減へったかなあ）

　ふとそんな事を思う。

　だからどうだという訳でもないのだが、何かその事を考えると釈しやく然ぜんとしない気分である。

　だからといってアグニエシカを責せめる積もりなどは毛頭無いのだが──何か少し寂さびしい気分がする。今でも相変わらず普通に優樹とは喋しやべるが、それでも何か少しずつ変わっていってしまう様な感覚が在ある。

（……やっぱりアグニちゃん、優樹の事好きなのかな。だったら応おう援えんしてあげないといけないんだけど）

　学園生活を演えん出しゆつするのが悲願であり使命である鈴乃宮詩月としては、そうするのが正しい訳だが。だからこそ先日も、アグニエシカと優樹の仲を後あと押おしする様な事も言った訳だが……

　いざ仲良く二人だけで喋しやべっている優樹とアグニエシカを見ていると、どうにも、一人だけ置き去りにされた様な気がする。無む論ろん、声を掛けて割わって入れば良いのだろうが、それが何やら躊躇ためらわれる。

（どうしたら良いのかな）

　首を傾げる詩月。

　学校の幽ゆう霊れい。

　生命の偽にせ物もの。

　つまりは人間でないもの。

　それ故ゆえにこそ……彼女は自分の中に在るその感かん情じようこそが、アグニエシカの抱いだくそれと同種のものであるという事に未いまだ気付いてはいなかった。
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「そういう訳わけで！」

　ばん──と掌てのひらで黒板を叩たたきながら春香が言った。

　ちなみに黒板にはいつもの如ごとく丸文字で『生徒総そう会かい』と書かれている。

「なんだか詩月が調子よくないそうなので、私、春香が司会を務つとめさせて頂いただきます！」

「おお～」

　他の四季少女達シーズン・シスターズと紅葉が拍はく手しゆし、呆あきれた様子の優樹とアグニエシカ、年中無休で無表情なアンドロイド少女ネレイドが見守る中、春香は胸むねを反らして言った。

　ちなみに詩月はというと部屋の隅すみ、ネレイドの隣となりで何やら物思いに沈しずんだ様な表情で窓まどの外を見ている。

「今回の議題はアグニエシカ・グラバルティック・阿倍野さんについて！」

「──私⁉」

　驚おどろいた様子で思わず声を上げるアグニエシカ。

「妙みようにアグニちゃんが出てきて優樹の周りで色々仕切ってますが。これは生徒相そう互ごの親しん睦ぼくを深める意味合いでは甚はなはだよろしくないと思うのです」

「──いっ⁉」

　まさか弾だん劾がいされるとは思っていなかったらしく、アグニエシカは顔を引きつらせて絶ぜつ句くする。そんな彼女をびしりと音がするかの様な仕草で指差し、春香は宣のたまった。

「優樹の独ひとり占じめはよくないと思います」

「そうだー」

　夏輝と秋菜と紅葉が拳こぶしを突つき上げて言う。

　一同に引きずられる様な感じで冬美も同意。書記係のネレイドはまるで部外者の様にただ無表情に一同を眺ながめながらノートを取っている。

「我われ等らにもっと優樹をー！」

「優樹をー」

「独どく占せん反対ー」

「反対ー」

「僕ぼくは生活物ぶつ資しか⁉」

　思わず優樹が突っ込こむが一同、無む視し。

「誰だれが独占してるってのよ⁉」

　アグニエシカが怒ど鳴なる。

「アグニちゃん」

　と春香が改めてアグニエシカを指差しながら言う。

「優樹と話してるとすぐ割り込んできてさ。ちょっと独占しすぎだよ？」

「してないわよっ！」

　ばんばん両手で机つくえを叩きながら喚わめくアグニエシカ。だが一同はというともう頭から決めてかかっているかの様な口調で言い募つのる。

「そりゃさあ、アグニエシカは美人だし生きてるからさあ、優樹を独占しちゃう事もあるかもしれないけど、そこはこう、譲ゆずり合いの精せい神しんで」

「まあ前にそそのかしたのはアタシらだけどさあ。でもこう見せつけられるとなあ」

「ちょっと爆ばく発はつできるからって、優樹を独り占めするのはずるいと思うのよね」

「紅葉も独占したいー」

「──だから独占してないっての‼」

　とアグニエシカ。

「べ、別に優樹を独占したいなんて思ってないわよ！　別に私はこんな優ゆう柔じゆう不ふ断だん男なんか何とも思ってないから！」

　と喚いてから──はっと何かに気付いた様子で優樹を振ふり返るアグニエシカ。追い詰められるあまり、余よ計けいな事を口走ったという自覚が在あるのだろう。

　だが──

「まあその通りだけどね」

　と苦く笑しようする優樹。

「僕とアグニは全然そういう関係じゃないってば」

　彼がそう明言するとむしろアグニエシカの表情が強こわ張ばるのだが──それに気付いた者は本人を含ふくめて居いない。

　いや──ふとその言葉に反はん応のうしてアグニエシカに視線を走らせた者は居たが。

　詩月である。

　それはさておき。

「そ、そ、そうよ、私と優樹は別にそういうのじゃないからねっ！」

「じゃあ何なのよ」

　半はん眼がんで睨にらみ据すえる春香。

「ええと、ええと──」

「我わが主あるじ」

　肩かたの上にいつの間にか乗っていたヒムリールが囁ささやく。

「世の中には認みとめてしまった方が楽になる事もありますが」

「やかましいっ！　そんなんじゃない！」

　喚いてから更さらに懊おう悩のうする事、約三十秒。

　この時点で肯こう定ていしている様なものなのだが──

「わ、私は、私はそう！　学園の風紀が乱みだれるのが我が慢まんならなくて！　そうよ、それだけよ！　なんていうか、その、風紀委員？　みたいな‼」

　殆ほとんど口から出で任まかせの言い訳わけである。

　そもそも元々幽ゆう霊れいと妖よう狐ことアンドロイドが当たり前の様に闊かつ歩ぽしているこの鈴乃宮学園で風紀も何も在ったものではない。根本的に常じよう識しきの世界とは成り立ちが違ちがうのだ。人間しか居ない筈はずの──正せい確かくには居ないという事になっているだけだが──普ふ通つうの世界でも、国が違うだけで『風紀』の内ない容ようが変わってくるのだ。人外が当たり前に居るこの閉へい鎖さ世界において、何を以もつて『風紀が乱れた』と判はん断だんすべきか。

　少なくともそれが簡かん単たんな事でないのはアグニエシカにも分かる。

　だが風紀でも持ち出さない事には、アグニエシカが優樹と他の少女達との関係に口を出す権けん利りも存そん在ざいしない事になる訳で。

　しかしそれはあまりにも見え透すいた言い訳で──

「おおっ‼」

　四季少女達シーズン・シスターズは顔を見合わせて言った。

「なるほど！」

「それなら辻つじ褄つまが合う！」

　……納なつ得とくしたらしい。

　言い出したアグニエシカの方が呆あきれて眼めを瞬しばたたかせているのだが──構かまわず四季少女達は表ひよう情じようを輝かがやかせて頷うなずき合っていた。

「何か足りないとか思っていたのよね」

「そっかー。委員長か」

「委員長ね」

「それも風紀委員長。成る程」

「そだ。風紀委員長なら眼鏡めがねとか要いるんじゃないの？」

「やっぱ眼鏡だよねー」

「アグニもなかなか分かってきたじゃん」

　とか何とか──四季少女達はおかしな方向に盛もり上がっている。

「……ええと」

　当のアグニエシカはただ呆ぼう然ぜんとするばかり。

　だが──

「我わが主あるじ」

　ヒムリールが憐あわれむ様な口調で言った。

「墓ぼ穴けつを掘ほりましたね」

「ぼ──墓穴？　な、なにがよ⁉」

「……まあいずれ分かります、いずれ」

　溜ため息をつく様な口調でヒムリールはそう言うと、もう出番は終わったと言わんばかりにアグニエシカから飛び降おりて、鞄かばんの中に潜もぐり込んだ。

「という訳で」

　春香が仕切る。

「アグニエシカちゃんが風紀委員に就しゆう任にんする事に異い議ぎの在ある人」

「異議なしー」

　四季少女達と紅葉が挙手。

「じゃあアグニエシカ・グラバルティック・阿倍野、風紀委員として学園の風紀をびしばし守っちゃってください！」

　と春香がアグニエシカを指差す。

「はあ……」

「それでいいよね、詩月？」

「──え？」

　いきなり話題を振ふられた詩月が慌あわてた様に声を上げる。

「え、え、ええと。うん、いいよ。いいんじゃない？　なんて言うか──うん」

　詩月は何ど処こかしどろもどろになりながら言った。
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　要するに。

　四季少女達としては何か『学園らしいイベント』が欲ほしかっただけの様だった。

　それが『校こう舎しや裏うらの告白』なのか『風紀委員の誕たん生じよう』なのかは問わないというか……まあ些さ細さいな違ちがいであるらしい。停てい滞たいしがちな『学園ごっこ』に新風を吹ふき込んで盛り上げるのがその目的であって……優樹の取り合いというのは目的そのものではなかった様だ。

「……まったくもう……」

　アグニエシカは溜め息をついた。

　苦し紛まぎれの言い訳わけが通用したのはまあ良いが……これからこの奇天烈きてれつな学園で風紀委員をしていかねばならないとなると、気が重い。そもそも今までの経けい験けんではアグニエシカは暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こして取り締しまられる側であって、取り締まる側ではなかったのだ。何をどうして良いのかも見当もつかない。

「とりあえず腕わん章しようでも作れば良いのかな」

　言いながら空を見上げてみたりする。

　とりあえずごたごたの原げん因いんになった優樹や、妙みような盛り上がりを見せる四季少女達から離はなれて頭を冷やしたかった。そういう訳でアグニエシカは校舎の屋上に上ってぼんやり空を眺ながめていた訳だが……

「──アグニちゃん」

　不意に声が掛かけられる。

　振り返ると──茜あかね色いろに染そまりつつある空を背はい景けいに詩月が立っていた。

　いつもながら神しん出しゆつ鬼き没ぼつである。彼女にとってこの世界は自分の身体からだも同然だ。何ど処こに移い動どうするのも頭の中の記き憶おくを探さぐる程てい度どの気楽なものなのだろう。

　だが……

「あのね……」

　詩月が呟つぶやく様に言う。

　それはアグニエシカに何かを尋たずねるというよりも……自分の中で何かを確かく認にんする為ための台詞せりふの様にも聞こえた。

「アグニちゃんは優樹の事が好き？」

「な……何よあんたまで」

　反はん射しや的に応おうじてからアグニエシカは気付いた。

　むしろこういう話では率そつ先せんして加わる筈はずの詩月が、今日の生徒総そう会かいではやけに大人しかった。体調が優すぐれないから──と春香は言っていたが、そもそも幽ゆう霊れいである詩月に『体調』というものがあるかどうかも疑うたがわしい。

　あるとしてもそれはつまり──心の問題となる訳で。

「真ま面じ目めに聞いてるの。好き？」

「…………」

　妙に真しん剣けんな詩月の表ひよう情じように気け圧おされて黙だまり込こむアグニエシカ。

　肯こう定ていも否ひ定ていもあまり良い結果をもたらすとは思えない。

　しかし──

「そっか。頑がん張ばってね」

　ぽつりと呟つぶやく様に詩月が言った。

　彼女はアグニエシカの沈ちん黙もくを肯定と受け止めたらしかった。

「──え？」

「優樹もアグニちゃんも『明日』へ行く人だから。お似に合あいだよ？　私達は『昨日』の住人だから──『明日』へ行く人に幸せになって欲ほしいから。応おう援えんするね」

　そう言って微笑ほほえむ詩月。

　だが……

「詩月、あんた──まさか」

「まさか、なに？」

　苦く笑しようめいた表情を浮うかべて詩月が首を傾かしげる。

　アグニエシカは追求の言葉が継つげなかった。

　人間ではないもの。

　けれど人間を模も倣ほうしたもの。

　ではその心の中に人間と同種の感情が芽生える事も在あるのではないのか。

『私はバケモノだから恋れん愛あいできなくて当然、とか、そんな風に思ってない？』

　そんな優樹の台詞が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　紛まがい物だから。

　化け物だから。

　自分にはその資し格かくが無いから──

「…………」

　溜ため息をつくアグニエシカ。

　何というか……昨日の自分を見ているかの様だった。

　切なくて。哀かなしくて。そして腹はら立だたしい。

　だから……

「なにが『明日へ行く人』よ！」

　アグニエシカは怒ど鳴なった。

　こういう反はん応のうは予想だにしていなかったのか……詩月が眼めを丸くして硬こう直ちよくする。

　相手が呆ぼう然ぜんとしているのを幸いとアグニエシカは畳たたみ掛かける様に言った。

「そういうのじゃないって言ってんでしょ！　私はね、さっさとあんたを成じよう仏ぶつさせて、此こ処こから出ていくだけなんだからね！　その為ために風紀委員になってちゃらんぽらんなあんた達にビシバシ真っ当な学園生活を送らせてやるんだからさ！　覚かく悟ごしときなさい！」

「…………」

　詩月は尚なおも絶ぜつ句く中。

　アグニエシカは早口で更さらに続ける。

「あんたが優樹といちゃつくならいちゃつけばいいわよ！　遠えん慮りよ無くガンガン取り締しまるからね！」

「…………」

「これは戦いよ！　そうよ、これが私のスタイルなんだから！　諦あきらめないわよ、私は！　自分が諦めるのも他人が諦めるのもムカつくからね、全力で叩たたき潰つぶしてやるわよ⁉　そう！　戦う風紀委員！　っていうかその──なんかこう、頑張らないでしたり顔で分かった様な事言うのってムカツク‼　いやそうじゃなくて──ええと」
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「…………」

　真っ赤になって喚わめく──最も早はや自分で何を言っているのかも分かっていない感じであるが──アグニエシカを見ながら、しばし呆然としていた詩月だが。

「……そっか」

　詩月ははにかむ様に微笑ほほえむと。

「うん。頑張る」

　そう言って頷うなずいた。

「そうよ、それでいいのよ！」

　詩月を指差してそんな事を言いつつ──アグニエシカはようやく先のヒムリールの台詞せりふの意味を理り解かいしていた。自分はわざわざ何を余よ計けいな真ま似ねをしているのか。泥どろ沼ぬまを逃のがれる為の自分の発言が次の泥沼を呼よび寄よせているだけの様な気がする。

　しかし……

（……一番の問題は……）

　それがそんなに悪い気分でないという事だった。

「…………全く」

　鞄かばんの中にノートの切れ端はしで造つくり上げた『巣』で微睡まどろみつつ、ヒムリールは呆あきれた様な口調で呟つぶやく。

「墓ぼ穴けつもそこまで掘ほれば立りつ派ぱなものです、我わが主あるじ。まあ──精せい々ぜい頑がん張ばってくださいませ」

　無論、その声が熱くなっているアグニエシカに届くことは無く──

「とはいえ、そこが貴女あなたの良い処ところですよ、アグニエシカ・グラバルティック・阿倍野」

　意地悪な使い魔まの呟きは鞄の中で誰だれに届とどく事も無く溶とけ去った。
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　微睡まどろみの中で思い出す。

　それは紅葉もみじの中では旧ふるい旧い──けれど人間達の時間にすれば半年も経たっていない最近の記き憶おくであった。

　狐きつねの変へん化げである処ところの紅葉は、人間とは色々な意味で異ことなる時間を生きている。狐の形けい態たいを採とっている際さいの紅葉は狐の──わずか一年で成せい熟じゆくして親にすらなる獣けものの濃のう密みつな時間を生きているのだ。その一方で人間に化けている時の紅葉は、人間の時間感覚に近い生き方をしている。

　人間と狐の間で常つねに揺ゆれ動いている自分。

　それを意い識しきすればする程ほどに、紅葉はどちらの記憶も時間も奇き妙みように余よ所そ余よ所そしく感じたりもする。どちらも自分の記憶でありながら、他人の記憶を覗のぞき見しているかの様な──曇くもり硝子ガラス一枚を隔へだてているかの様な曖あい昧まいさが残っている。

　だが……
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　銃じゆう器きの轟ごう音おんと火薬の異い臭しゆう。

　それが紅葉の原風景だった。

　それまでの記憶もある筈はずなのだが、どうにも紅葉はそれを思い出せない。あまりに強きよう烈れつな記憶がそれ以前の記憶を押おし潰つぶしてしまったかの様だった。母狐と過すごした穏おだやかな日々は、穏やかであるが故ゆえにこそ印象が薄うすかったのだろう。そんな日々が続く事が当然のものと思い込んでいたのだ──人間に母狐を射しや殺さつされるまでは。

　轟音と異臭。

　それが紅葉の過か去こを粉ふん砕さいした。永えい遠えんに続くと思っていた日々を消した。

　どんどんと広がっていく母狐の血の臭においに紅葉は怯おびえていた様に思う。

　そして──

「……これは」

　のっそりと大きな影かげが紅葉の上に覆おおい被かぶさる。

　仔こ狐である紅葉にとってそれは初めて見る『人間』であった。

「……ああ……それで麓ふもとまでわざわざ……」

　人間の声には慚ざん愧きの念が込められていたが、それを感じ取るだけの余よ裕ゆうも経けい験けんも紅葉には無かった。ただ母狐が冷たくなっていくのが恐おそろしくて哀かなしくて、他ほかの事に気を回す事など出来なかった。

　だからだろう。

　紅葉は伸のびてきた人間の手にあっさりと捕つかまえられていた。

「せめて子こ供どもは育ててやるからな。許ゆるせ」

　ここで初めて自分が見たこともない怪かい物ぶつに──人間の事だ──囚とらわれたのだと自覚した紅葉は恐きよう怖ふを覚えて暴あばれるが、親おや離ばなれも出来ていなかった非ひ力りきな彼女にとって、怪物はあまりに大きく、そして力も強かった。

　じたばたと四し肢しと尻尾しつぽを振ふり回す紅葉はそして麻あさ袋ぶくろの中に放ほうり込まれる。

　母親を奪うばわれ、踏ふん張ばるべき地面からも切り離され、ぐにゃぐにゃと変形して頼たよりない麻袋の中で紅葉はひとしきり暴れ続けたが……やがては疲つかれて暴れるのを諦あきらめた。

　これからどうなるのだろう。

　母狐を殺された恐れと哀しみもさる事ながら……未来への不安がのしかかる。

　無力な仔狐は揺ゆれる闇やみの中でただただ震ふるえるしかなかった。
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　それからしばらくの事はあまり覚えていない。

　思い出したくないという事も在るだろうが、ばたばたと慌あわただしくて落ち着く暇ひまも無く記憶が混こん乱らんしているのだろう。ただし獣じゆう医いに連れて行かれて予よ防ぼう注射をされた事だけははっきり覚えているが。当時は何が何だか分からないのでただただ不安だったのだが……いきなり押さえ付けられて針はりを突つき刺さされた時には死ぬかと思った。獣医の記憶だけが残っているのは、その痛いたみがあまりにも鮮せん烈れつだったからだろう。

　まあそれはさておき。

　気がつけば紅葉は檻おりの中で飼かわれていた。

　檻といってもそんな大おお袈げ裟さなものではなく……家庭で愛あい玩がん動物を飼う為ためによく用いられるものだ。薄うす青あお色に塗と装そうされた針金で出来た壁かべや天てん井じようと、すのこの床ゆかとに囲まれて紅葉は暮くらしていた。

　紅葉の世話をしていたのは……最初は彼女の母狐を殺した大きな人間であったが、次し第だいにその人間が姿すがたを見せる回数は減へっていき、代わりに二回りは、いやそれ以上小さい人間が紅葉の世話をする事が多くなった。

　同じ生き物とは思えない位に、その小さい人間は母狐を殺した人間と違ちがっていた。

「はい。怖こわくないよ。怖くないよ」

　そう言いながらその小さい人間は微笑ほほえんだ。

　怯おびえ、時には小さな牙きばを剝むいて威い嚇かくする紅葉に対し、根気よく、丁てい寧ねいに、今にして思えば有り余あまる程ほどの愛あい情じようを以もつてその小さい人間は接せつしてくれた。

　しばらくすると首輪付きではあったが檻の外に出してくれる様にもなった。

　その頃ころには紅葉もこの小さい人間が自分の『敵てき』ではないのだと──自分に危き害がいを加える存そん在ざいではないのだと分かってきていた。母狐の様に口くち移うつしで餌えさをくれたり、時折、毛け繕づくろいをしてくれたりもした。紅葉は檻の中に居いる時間よりも、この小さい人間の部屋で放し飼いにされる時間が増ふえ……この小さい人間と同じ寝ね床どこで、身を丸め、小さい人間の首と肩かたの隙すき間まに収おさまる様にして眠ねむる様になった。

　紅葉が名前というものを覚えたのはこの頃だ。

　自分に付けられたのは『紅葉』。

　そして──その小さい人間の名前は『楓かえで』と言った。
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　楓は身体からだの弱い少女だった。

　都会での暮くらしが──特にその汚よごれた空気が負ふ担たんになるという事で、彼女の一家は彼女の為ために田舎いなかへと引っ越こしてきたのだ。激はげしい運動が出来ない彼女は学校に行く事も無く、家で寝ねている事が多かった。

　今にして思えば……そんな彼女にとって紅葉の世話はかなりの負ふ担たんになっていた筈はずだ。

　なのに彼女は熱心に熱心に紅葉を世話してくれた。愛玩動物というより歳としの離れた妹に接する様に──『紅葉』という名前を付けたのも彼女だ──紅葉を可愛かわいがった。

　恐らく楓は寂さびしかったのだろう。

『お前が人間だったらいいのに』

　とよく楓が言っていたのを紅葉は覚えている。

　学校にも行かず、同じ年頃の少年少女達と遊ぶ事も無く、それどころか友達と呼よべる様な存在は紅葉しか居おらず……ただ家とその周りで過すごすばかりの生活が、やはり楓には辛つらかったのだろう。紅葉に対する愛情もその寂しさの裏うら返がえしであったのかもしれない。

　やがて……

『お前が人間だったらいいのに』

　何度かそう言われる内にそれは楓の望みであると同時に紅葉の望みにもなった。

　人間になりたい。

　人間であったならばもっと楓に好いて貰もらえるのに。

　だがその頃の紅葉は未まだ『化ける』という事を知らなかった。妖よう狐ことして生まれながら、その技ぎ能のうを母はは狐ぎつねから教わる前に死別してしまった紅葉は、自分の中に在ある変へん化げの能力を全く自覚していなかった。

　だからそれは叶かなわぬ想おもいでもあったのだ。

　それは楓も紅葉も分かっていたろう。彼女等にとって『紅葉が人間であったなら』という望みは、明らかに無理と分かった上で突とつ飛ぴな夢む想そうを弄もてあそぶ──そんな他愛たわいない感覚でしかなかっただろう。

　しかし……
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　その日……楓の様子は少しおかしかった。

　比ひ較かく的調子の良い日が続いていた反動なのか、朝から楓は調子が悪かった。だがたまたまその日は楓の両親は仕事の関係で朝早くから出で払はらっており……家の中には楓と紅葉しか残っていなかった。

　普ふ段だん、両親が揃そろって出で掛かける時は万一に備そなえて近所の人に来て貰もらうか、お手伝いさんに来て貰うかするのだが、調子の良い日が続いて両親も気が緩ゆるんでいたのだろう。『一日位は大だい丈じよう夫ぶだろう』と思い込こんでしまったらしい。また自分が両親の負ふ担たんになっている事をよく知っていた楓は、ついつい『大丈夫だよ』と言ってしまった。

　だから。

　夕方になり……楓がいきなり倒たおれた時も、側そばに居いたのは紅葉だけであった。

「……あう……う…………」

　激はげしい音を立てて転てん倒とうし、痙けい攣れんする楓。

　慌あわてて紅葉は側に寄より添そったものの、狐の身ではどうする事も出来ない。苦しむ楓の頰ほおを舐なめてはみるものの、それで彼女の苦く痛つうが和やわらぐ筈も無く──どんどんと楓の顔色は悪くなっていった。

　──楓！　楓！　楓！　楓！

　紅葉は必死にそう呼び掛かけるも楓の容よう態だいはただただ悪化するばかり。

「……誰……か…………」

　か細い声が訴うつたえる。

　誰か人間が側に居れば病院に電話するなり、薬を捜さがすなり、色々な方法を採とる事が出来ただろう。だが楓の側に居るのは、飼い主の異い常じようを前にしておろおろと右う往おう左さ往おうする仔狐一匹ぴきのみである。

「……誰か…………」

　楓のそんな苦鳴を聞いて──紅葉は唐とう突とつに思い至いたる。

　そうだ。人間が居れば良いのだ。

　居なければ呼んでくれば良い。

　紅葉は『待っててね』と楓の頰を舐めてから、彼女の側を離はなれ、走り出した。

　勝手知ったる飼い主の家──紅葉には外に出る方法について心当たりがあった。裏うら庭にわに面したガラス戸の一枚まい、その端はしが少し割われているのだ。無む論ろん、家人によってそれはガムテープを貼はられて応おう急きゆう修しゆう理りされているものの、他ほかの部分と異ことなり、紅葉が全力で引っ搔かいて、体当たりでもすれば通れそうな孔あなが開く筈はずだった。此こ処こを『巣』と決めていた紅葉にとってそれはさして意味の無い事ではあったが、それでも彼女はその事を覚えていた。

　必死にガムテープを嚙かみ、引っ搔き、破やぶれた隙すき間まに鼻はな面づらを突つっ込んで広げる。

　三十分も頑がん張ばっていると、何とか紅葉でも通れそうな孔が空いた。

　これで楓の為ために助けを呼べに行ける。

　紅葉は迷まよう事無く外の世界へと飛び出した。
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　だが。

　紅葉は飛び出して数分で自分の考えが甘あまかった事を知った。

　人間の家族の中で育てられた犬は自分が人間だと思い込んでしまうという。

　ひょっとしたら紅葉は楓と暮くらす内に、自分が狐きつねであるという事を忘わすれてしまっていたのかもしれない。自分は『紅葉』であってそれ以外の何物でもないのだと。

　だが……

　紅葉の認にん識しきがどうであれ他者から見れば紅葉は狐だ。それ以上でもそれ以下でもない。

　そして狐であるという事は、人間から見れば鶏にわとりなどを襲おそう害がい獣じゆうの一種であるという事であり、殺しても罪つみにはならないという事でもある。

　無む論ろん──実じつ際さいには野生動物保ほ護ごに関する法ほう律りつに引っかかるし、そもそも愛あい玩がん動物を殺すのは刑けい法ほう上の器物損そん壊かいにも相当する。だが慣かん習しゆうが幅はばを利きかせる田舎いなかにおいては法律の効こう力りよくは半はん減げんするし、そもそもそれが違い法ほうだという事を知らない人間の方が多い。

　だから……

「──狐だ！」

　紅葉を見た人間達は彼女を追った。

　生活基き盤ばんを地元に持たない観光客と異ことなり……地元に生計の手しゆ段だんとして田畑や養よう鶏けい場じようを持つ人々にとって、狐は歓かん迎げいすべき獣けものではない。更さらに間の悪い事に、当時、その町では餌えさを求めて人里に下りてきた狐によって、何羽もの鶏が殺されており、人々は狐の姿すがたに神しん経けいを尖とがらせていたのだった。

「狐だ！　狐が出た！」

「捕つかまえろ！　いや──」

「殺せ！　叩たたき殺せ！」

　犬に吠ほえられ、人間に追われ、紅葉は町の中を逃にげ回った。

　忘れていた。

　自分は狐であるという事を。

　忘れていた。

　母を殺したのは人間であるという事を。

　──嗚あ呼あ。

　紅葉は逃げ回りながら呻うめいた。




『お前が人間だったらいいのに』




　その他愛たわいない言葉が今は重い。

　人間は怖こわい。

　人間は狐を殺す。圧あつ倒とう的な力で容よう赦しやなく狐を殺す。紅葉の母を殺し、紅葉を今また殺そうとしている。人間は狐にとっては『敵てき』だった。

　だが……大好きな楓を救えるのも人間だけ。

　嗚呼。自分が人間であったなら。

　狐ではなく楓と同じ人間であったならば。

　人間は怖いけれど。

　でも──

「そっち行ったぞ！」

「くそ、すばしっこい！」

　紅葉が人間であったならば。

　母狐も殺される事は無く。

　こうして追われる事も無く。

　楓に寂さびしい想おもいをさせる事も無く。

　楓が苦しんでいるのを救う事も出来るのに。

　嗚呼。

　自分が──人間でさえあったなら。

　人間は怖い。人間は憎にくい。

　でも──人間になりたい。

　紅葉はそう思った。

　けれど……

「──よっしゃあ！」

　ばさりと音を立てて何かが紅葉の上に覆おおい被かぶさってきた。

　その瞬しゆん間かん、紅葉の自由は完全に奪うばわれていた。細い紐ひもの集まり──網あみだ。人間が網で紅葉を捕まえてしまったのである。慌てて紅葉は逃げようとするが、暴れれば暴れる程ほどに網は彼女の四し肢しに絡からまり、益ます々ます身動きがとれなくなっていく。

　駄だ目めだ。殺される。

　紅葉はそう思った。

　苦しい。痛いたい。どうも網が絡まって引っ掛かかり、紅葉の身体からだを締しめ付けている様だった。このままでは何もされなくても死んでしまう──

　その時。

「──あれ紅葉じゃないのか？」

　ふとそんな声がする。

「おい、ちょっと、止よせ、あれはうちの狐だ！　うちの娘むすめが飼かってる──見ろ、首輪巻まいてるだろうが！」

　聞き覚えのあるその声が、他ほかの人間達と言い争うのを聞きながら紅葉は気を失った。




　　　　●　●　●




　それから何がどうなったのか。

　紅葉は実はあまり細かい事は覚えていない。

　あまりにも大きな衝しよう撃げきを伴ともなう記き憶おくは他の記憶を曖あい昧まいにする。そればかりが意い識しきの中で大きな位置を占しめてしまい──他の事はどうでも良くなってしまうのだろう。

　ともあれ……

　楓は冷たくなっていた。

　紅葉が最後に見たのと同じ場所で──ほんの少しだけ姿し勢せいが変わっていたが──殆ほとんど同じ姿すがたで横たわったまま、物モ体ノになっていた。物言わぬ物体になって、やがて火か葬そうされて、一ひと握にぎりの灰はいになった。

　もう楓は何ど処こにも居いない。




『お前が人間だったらいいのに』




　その言葉だけが残った。

　人間は怖い。

　人間が好き。

　二つの感かん情じようの間で揺ゆれ動く紅葉にとって楓のその言葉は忘わすれ得ぬものとなった。

　自分が人間であったなら。

　楓は死なずに済すんだのではないか。

　楓のあまりに短い人生はもっと幸せであったのではないか。

　自分が人間でなかったから。

　だから──楓は死んでしまったのではないか。




　　　　●　●　●




　最愛の一人娘を喪うしなった楓の両親は腑ふ抜ねけの様になってしまっていた。

　だから紅葉が家から逃にげ出してもろくに気にも留とめなかった。

　人間になりたい。

　ならなければいけない。

　狐きつねでいてはいけない。

　狐ではなく人間であったなら……

　そんな事を考えながら紅葉は深夜の町を抜けて森に帰っていった。

　どうして自分は狐になど生まれてしまったのだろう。

　狐であったから母は人間に殺された。

　自分も人間に殺されそうになった。

　だが自分を愛してくれたのもまた人間であり自分を助けてくれたのも人間だった。

　人間が怖こわい。

　人間が好き。

　そんな言葉を脳のう裏りで繰くり返しながら野山を歩き回り……そして。

　ある日紅葉は。

「──楓⁉」

　思わず叫さけんでいた。

　そこに楓が居いた。

　大好きだった楓の姿がそこにあった。もう二度と会えないと思っていた楓が驚おどろいた様な表情を浮うかべてそこに居た。

「楓！　楓‼」

　思わず叫びながら紅葉は手を伸のばし。

　そしてようやく気付いた。

　自分が人間の言葉を発していたという事に。

「楓……？」

　それは楓ではない。

　楓にはあんな耳は無かった。あんな尻尾しつぽも無かった。

　そもそもそれは実体ですらなかった。

　伸ばした指先が楓の姿に触ふれて──それが波は紋もんと共に乱みだれたのを見て、初めて紅葉はそれが水みな面もに映うつった自分の姿なのだと理り解かいした。







[image: ]







「…………」

　そこに居たのは人間でも狐でもない中ちゆう途と半はん端ぱな生き物だった。

　それを喜ぶべきか。あるいは哀かなしむべきか。

　それさえも紅葉には分からなかった。

　ただ……訳わけも無く無む性しように寂さびしかったのを紅葉は覚えている。




　　　　●　●　●




「…………んっ」

　眼めを開く。

　人の姿すがたを採とりつつも獣けものの属ぞく性せいを残す紅葉の眼は、闇やみを見通す。

　薄うす暗ぐらい部屋の中をぼんやりと見回して──ようやくそこが鈴すず乃の宮みや学園学生寮りようの一室である事を紅葉は思い出した。それも自分の部屋ではない。優ゆう樹きの部屋だ。

「……あ。そっか」

　優樹の部屋で遊んでいて……遊び疲つかれて寝ねてしまったのだ。

　見ればすぐ側そばで壁かべに身体からだを預あずける様にして座すわりながら優樹が眠ねむっている。そこで更さらに紅葉は気付いた。自分は優樹の膝ひざの上で彼の太ふと股ももを枕まくらにする様な形で眠っていたのだ。優樹が布ふ団とんも敷しかずにそのまま座って眠っているのは、紅葉を起こさないようにと気を遣つかってくれたのだろう。

　優樹は優やさしい。

　楓も優しかった。

「…………優樹」

　人間は怖い。人間は母を殺した。自分を殺そうとした。

　けれど優しい人間も居いる。

　だから……紅葉は人間になりたい。

　優しい優しい、楓や優樹の様な人間になりたいと思う。

　けれどこの耳や尻尾が残っているのは、完全な人間になりきれないのは、狐である自分への未練があるのかもしれない。こんなに人間になりたいと思っていても、何ど処こかで未まだ紅葉は人間を怖おそれ、狐である事に執しゆう着ちやくしているのかもしれない。

　自分は狐である事や人間でない事から……逃にげているのかもしれない。

　その全すべてを受け入れてさえいないのかもしれない。

　だから──人間になる事も出来ないのかもしれない。

　でも……

「頑がん張ばっていつか紅葉は人間になるよ」

　優しい人間に。

　そして……

「優樹。そしたらね。紅葉は楓をもう一度此この世に産んであげるの。今度は幸せになれるように。人間の友達も一いつ杯ぱい出来る様に。優樹みたいな人とも知り合える様に」

　眠っている優樹に紅葉はそっと呟つぶやく。

「そう決心がついたのは、優樹のお陰かげなんだよ？」

　楓だけではない。人間には優しい人が他ほかにも居る。怖こわい人も居るけれど優しい人も居るのだという事を紅葉はこの鈴乃宮学園に来て知った。そしてそれが優樹と出会う事で確かく信しんへと変わっていった。

　だから。

「優樹……好きだよ」

　呟いて紅葉は眠る彼の頰ほおを舐なめようと顔を寄よせ……そして止まった。

「……こうだよね」

　呟いて。

　紅葉はそっと自分の唇くちびるを眠る優樹のそれに重ねた。

　まるで──人間が恋こい人びとにする様に。

「……んんっ……？」

　唇の上に生まれた感かん触しよくに優樹が身じろぎする。だが目を覚ます様子は無かった。

　紅葉はえへへ──とはにかんだ様に笑うと、再ふたたび優樹の膝を枕にして横になる。

　そして──

「おやすみなさい」

　いつか人間になる日を想おもいながら狐きつね少女は再び眠りの淵ふちへと沈しずんでいった。










　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: 榊]です。

『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ三巻目、─And Today You Standing─をお届け致します。




　本巻は書き下ろしではなく、月刊ドラゴン・マガジン誌上で連載された『キミボク──そして私の立つ今日。』をまとめたものです。

　連載と書き下ろし単行本と、同時進行を行う為にこの３巻では過去の二冊の主人公・長なが居い優ゆう樹きではなく、もう一人の主人公でありヒロインでもあるアグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のの視点を主しゆ軸じくにしたものになっております。

　一巻のあとがきで書いていた「金きん髪ぱつで巫み女こ服ふくで文部科学省陰おん陽みよう課かの少女」ですな。




『ようし、前の連載と違って、先に連載が長期化した時に使える設定とか考えておくぜ！』『そしたらもうちょっと楽に連載が出来る筈はずだ！』『計画性は偉い大だいだ！』と用意していたネタが（時期のズレやら諸々のトラブル、更に私自身の読みの甘さも手伝って）半分くらい破は綻たん。

　結局、いつもの尻しりに火がついた感じでライブにお話を組み立てては書いていくという状じよう況きように変わりないのでした。お陰かげで全然楽になりません。




　やあ、慣れない事はするものではありませんな。はっはっはっは（笑い事じゃねえってばよ）。




　──そういえば。

　アグニエシカの外見設定は色々変へん遷せんが在ります。




　最初は詩月との差別化という意味で、派は手でな色合いの、しかもショートの髪型を考えていたのです。

　しかし金きん髪ぱつ碧へき眼がんはそろそろ飽あき気味だった事、ヒロインにはよく見る組合せだった事、巫女服を着た恰かつ好こうが某ぼう漫画のサブキャラにあまりにも被かぶりそうだった事などから、赤毛のロングに変更。

　更に、私は元々いわゆる後こう頭とう部ぶや側頭部で結ぶタイプの『ツインテール』──垂れ耳兎みたいな──の髪型があまり好きではなくて。最初、アグニエシカは三つ編み二条の髪型を想定しておりました。しかし、連載前、狐こ印いん氏のアグニエシカのデザイン案を見て『あ。可愛いじゃん‼』と節せつ操そうなく宗しゆう旨し替がえ。




　その他ちょこちょこ変更等が在って、アグニエシカは今の形に。




　ちなみに『アグニエシカ』そして『グラバルティック』という名前は本当に東とう欧おうに在る名前です。チェコのプラハはかつて魔ま術じゆつ師し達の本場、とも言われたりしていた様ですが、彼女はそのチェコに居た魔女の血を引いているという設定になっとります（アグニエシカとかグラバルティックってのはチェコ人ではなくポーランド人の名前の様ですが、まあそこらは敢あえて曖あい昧まいに）。




　産みの苦しみって訳でもないですが、こう紆う余よ曲きよく折せつを経て決まったキャラクターはキャラクターで作者としては愛着が出てきますね。一番書き易やすいのは紅葉もみじとネレイドなんですが（笑）。




　まあ何はともあれ──

　毎度毎度、御迷めい惑わくをお掛けしている担当のたなぽん、絵師の狐印様、校正者、印刷所の方々、そして誰よりも読者の皆様方。




　いつもありがとう御座います。

　そしてこの本が出る頃には連載上では山場を迎むかえているとは思いますが、書き下ろしも含ふくめ、アグニエシカの、優樹の、そして詩し月づきの行く末にもう少し付き合っていただければ幸いです。

　んではまた次の本で！




　２００５／６／11

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４　２．４Ｇｈｚ　ＲＡＭ　１ＧＢ）

　ＢＧＭ：『古歌』ｉｎ『大英博物館』（ｂｙ　式部）







　　　初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２００４年10月号～２００５年３月号に連載されたものに加筆修正したものです。












君の居た昨日、僕の見る明日３




─And Today You Standing─
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